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マ
ッ
ク
ス

・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
に
お
け
る
社
会
学
の
生
成

3
 

ー

一
九

0
三

S
O
七
年
期
の
学
問
構
想
と
方
法

問
題
の
提
起

マ
ッ
ク

ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、
は
た
し
て
社
会
学
者
で
あ
っ
た
ろ

>

O

 

．っカこ
の
問
い
に
即
座
に
「
し
か
り
」
と
答
え
る
通
念
、
あ
る
い
は

「初
期
に
は
歴
史
家
な
い
し
経
済
学
者
で
あ
っ
た
が
、
晩
年
に
は
社

会
学
者
に
な
っ
た
」
と
す
る
通
念
が
、
社
会
学
者
の
間
だ
け
で
な
く
、

経
済
学
、
思
想
史
、
科
学
論
そ
の
他
、
関
連
諸
分
野
に
も
い
き
わ
た
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
通
念
を
前
提
と
し
て
、
か
れ
の
学
問
的
業
績
は
、

と
き
と
し
て
い
と
も
無
造
作
に

「
ヴ
ェ
ー
バ
ー
社
会
学
」
と
呼
ば
れ

る
。し

か
し
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
や
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
自
他
と
も
に
認
め
る

社
会
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
異
論
が
な
い
と
し
て
も
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー

に
は
、
同
列
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
な
に
か
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
な
る
ほ
ど
か
れ
は
、
一
社
会
学
者
と
し
て
十
分
な
質
と
量
の
業

折

原

浩

績
を
残
し
た
。
そ
の
意
味
で
か
れ
は
、
社
会
学
者
で
も
あ
っ
た
。
し

か
し
、
か
れ
を

「
歴
史
家
」「
経
済
学
者
」
「
哲
学
者
」
「
宗
教
理
論

家」

「政
治
学
者
（
な
い
し
政
治
思
想
家
）
」
と
し
て
捉
え
る
言
説
も
、

(l
)
 

そ
れ
ぞ
れ
相
応
の
理
由
あ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
傍
点
は
、

引
用
文
中
も
含
め
て
筆
者
の
強
調
）
。

そ
こ
で
む
し
ろ
、
ヴ
ェ
ー
パ
ー
の
そ
う
し
た
多
面
性
を
認
め
た
上

で
、
そ
の
か
れ
に
お
い
て
社
会
学
と
は
な
ん
で
あ
っ
た
か
と
問
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。
か
れ
は
、
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
、
と
く
に
（
重
篤

な
神
経
疾
患
か
ら
、
断
続
的
に
は
研
究
が
で
き
る
ま
で
に
回
復
し
た
）

一
九
〇
二
年
こ
ろ
か
ら
、
一
九
二

0
年
六
月
の
（
予
期
せ
ざ
る
）
死

に
い
た
る
ま
で
、
い
か
な
る
学
問
構
想
の
も
と
に
、
な
ぜ
社
会
学
に

接
近
し
、
コ
ミ
ッ
ト
し
て
、
そ
の
方
法
的
基
礎
付
け
と
具
体
的
展
開

を
企
て
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
か
れ
は
、
社

会
学
者
に
な
り
き
っ
て
、
学
問
的
生
涯
を
ま
っ
と
う
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
と
も
か
れ
は
、
ゆ
え
あ
っ
て
独
自
の
社
会
学
を
構
想
し
、

相
応
の
成
果
を
挙
げ
た
け
れ
ど
も
、
当
の
か
れ
自
身
に
と
っ
て
社
会



学
は
あ
く
ま
で
学
問
構
想
全
体
の
一
環
に
と
ど
ま
り
、
（
学
問
の
限

界
内
で
も
）
目
的
に
た
い
す
る
手
段
（
予
備
学
お
よ
び
補
助
学
）
と

し
て
、
限
定
さ
れ
た
位
置
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
目
的
と
は
な
ん
で
あ
り
、
か
れ
の
社
会
学
は
、

い
か
な
る
手
段
と
し
て
構
想
さ
れ
、
ど
こ
ま
で
合
目
的
的
に
編
成
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
問
い
に
答
え
る
こ
と
は
、
そ

の
後

「制
度
化
」
さ
れ
て
自
明
性
を
取
得
し
た

「社
会
学
の
ア
イ
デ

(
2
)
 

ン
テ
ィ
テ
ィ

」
に
、
ひ
と
つ
の
反
省
材
料
を
提
供
し
、
そ
の
か
ぎ
り

で
本
特
集
の
趣
旨
に
沿
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

文
献
（
概
観
）

(3
)
 

一
九
〇
二
年
こ
ろ
か
ら
研
究
を
再
開
し
た
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、

「
倫

理
論
文
」
(
-
九

0
四
ー
〇
五
）
に
始
ま
る
経
験
科
学
的
・
具
体
的

(
9

)
 

研
究
成
果
と
と
も
に
、
下
記
一
連
の
（
広
義
に
は
）
方
法
論
文
を
発

表
し
た
。

1
.
「
ロ
ッ
シ
ャ

ー
と
ク
ニ
ー
ス
、
歴
史
的
経
済
学
の
論
理
的
諸

問
題
」
、
第
一
部

「
ロ
ッ
シ
ャ
ー
の
歴
史
的
方
法
」
（「
ロ
ッ
シ
ャ
ー

論
文
」
と
略
記
）
、
一
九

0
三、

『シ

ュ
モ
ラ

1
年
報
』
第
二
七
巻

(
W
L
:
 
1
 ,
 4
2
)

、

2
.
「社
会
科
学
と
社
会
政
策
に
か
か
わ
る
認
識
の
『
客
観
性
』」

（
以
下
「
客
観
性
論
文
」

と
略
記
）
、
一
九

0
四、

『
社
会
科
学
・
社

会
政
策
論
叢
』
（
以
下、

『
ア
ル
ヒ
ー
フ
』
と
略
記
）
第

一
九
巻

(
W
L
:
 1
4
6
 ,
 21
4
)

、

3
.
「
ロ
ッ
シ
ャ
ー
と
ク
ニ
ー
ス
、
歴
史
的
経
済
学
の
論
理
的
諸

問
題
」
、
第
二
部
「
ク
ニ
ー
ス
と
非
合
理
性
の
問
題
」
（
「
ク
ニ
ー
ス

論
文
I
」
と
略
記
）
、
一
九

0
五、

『
シ
ュ
モ
ラ
］
年
報
』
第
二
九
巻

(
W
L
:
 4
2
 
,
 10
5
)

、

4
.
「
ロ
ッ
シ
ャ
ー
と
ク
ニ
ー
ス
、
歴
史
的
経
済
学
の
論
理
的
諸

問
題
」
、
第
三
部

「
ク
ニ
ー
ス
と
非
合
理
性
の
問
題
（
続
）
」
（
「
ク
ニ
ー

ス
論
文
II
」
と
略
記
）
、
一
九
〇
六
、

『シ

ュ
モ
ラ
］
年
報
』

第一―

10

巻

(
W
L
:
1
0
5
 ,
 14
5
)

、

5
.
「
文
化
科
学
の
論
理
学
の
領
域
に
お
け
る
批
判
的
研
究
」

（
「
マ
イ
ヤ
ー
論
文
」
と
略
記
）
、
一
九
〇
六
、
『
ア
ル
ヒ
ー
フ
』
第

二
二
巻

(
W
L
:
2
1
5
 ,
 29
0
)

、

6
.
「シ

ュ
タ
ム
ラ
ー
に
お
け
る
唯
物
史
観
の

『克
服
』
」
（
「
シ
ュ

タ
ム
ラ
ー
論
文
」
と
略
記
）
、
一
九
〇
七
、
『
ア
ル
ヒ
ー
フ
』
第

二
三
巻

(
W
L
:
2
9
1
'
3
5
9
)

、
同
補
遺

(
W
L
:
3
6
0
 ,
 38
3
)

、

7
.
「
限
界
効
用
学
説
と
『
精
神
物
理
的
根
本
法
則
』
」
（
「
限
界
効

用
論
文
」
と
略
記
）
、
一
九
〇
八
、
『
ア
ル
ヒ
ー
フ
』
第
二
七
巻

(
W
L
:
 38
4
 ,
 
9
9
)

、

8
.
「
封
鎖
的
大
工
業
労
働
者
の
淘
汰
と
適
応
（
職
業
選
択
と
眺

業
上
の
運
命
）
に
か
ん
す
る
社
会
政
策
学
会
調
査
へ
の
方
法
序
説
」

（
「
調
査
方
法
論
文
」
と
略
記
）
、
一
九

0
八、

(
S
S
P
:
1
 ,
 6
0
)

、

9
.
「
工
業
労
働
の
精
神
物
理
学
に
寄
せ
て
」
（
「
精
神
物
理
学
論

文
」
と
略
記
）
、
一
九
〇
八

-0
九
、
(
S
S
P
:
6
1
 ,
 2
2
5
)

、

4
 



10.
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
的
文
化
理
論
」
（
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
文
」
と

略
記
）
、
一
九

0
九
、
『
ア
ル
ヒ
ー
フ
』
第
二
九
巻

(
W
L
"
 
4
0
0
-
2
6
)
。

こ
の
こ
ろ
、
出
版
社
主
パ
ウ
ル
・
ジ
ー
ベ
ッ
ク
の
要
望
に
応
じ
て

『社
会
経
済
学
綱
要

G
r
u
n
d
r
i
l
3

d
e
r
 
S
o
z
i
a
l
o
 k
o
n
o
m
i
k
』
（
以
下

G
d
S

と
略
記
）
の
構
想
を
練
り
、
一
九
〇
八
年
秋
に
は
正
式
に
編

(
5
)
 

集
を
引
き
受
け
、
一
九

0
九
／
一

0
年
か
ら
、
分
担
寄
稿
(
「
-
九

一
〇

年
。フ
ラ
ン
」
で
は

「
経
済
と
社
会
」、
こ
れ
が
後
に
改
訂
さ
れ
て
公
表
さ

れ
た

「
一
九
―
四
年
構
成
表
」
で
は
、

二
分
さ
れ
た

「経
済
と
社
会
」

の
一
セ
ク
シ
ョ
ン

「
I
．
経
済
と
社
会
的
諸
秩
序
な
ら
び
に
（
社
会

的
）
諸
勢
力

D
i
e

W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
 
u
n
d
 
d
i
e
 
g
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e
n
 

O
r
d
n
u
n
g
e
n
 
u
n
d
 
M
a
c
h
t
e
」
)
の
執
筆
に
着
手
し
た
と
思
わ
れ
る
。

一
九
一

0
年
に
は
ド
イ
ツ
社
会
学
会
の
創
設
に
尽
力
し
、
「
事
務
報

告
」
の
形
で
設
立
の
趣
旨
を
述
べ
、
課
題
を
提
起
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
進
展
を
踏
ま
え
、

11
.
「
理
解
社
会
学
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
（「
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
文
」
と

略
記
）
、
一
九
一

三
、
『
ロ
ゴ
ス
』
第
四
巻

(
W
L
"―
―ヤ
四
茜
）
に
、

表
題
と
し
て
は
初
め
て
（
「
理
解
社
会
学
」
と
い
う
限
定
つ
き
な
が

ら）

「
社
会
学
」
が
登
場
し
、
上
記
1
．ー
10
．
の
成
果
を
集
約
す
る

形
で
、
理
解
社
会
学
が
定
礎
さ
れ
、
基
礎
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
規
定
さ
れ

(
6
)
 

る
。12.

「社
会
学
お
よ
び
経
済
学
に
お
け
る
『
価
値
自
由
』
の
意
味
」

（「
価
値
自
由
論
文
」
と
略
記
）
、
一
九
一
七
、
『
ロ
ゴ
ス
』
第
七
巻

(
W
L
:
 4
8
9
-
5
4
0
)
 

も
、
正
式
の
表
題
は

「
社
会
学
的
な
ら
び
に
経
済
学
的
諸
科
学

s
o
z
i
o
l
o
g
i
s
c
h
e
 
u
n
d
 
o
k
o
n
o
m
i
s
c
h
e
 
W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
e
n
 U~! 

ツ

る

『価
値
自
由
』
の
意
味
」
で
あ
る
。

そ
の
後
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
へ
て
、
お
そ
ら
く
は
ヴ
ィ
ー
ン
大

学
お
よ
び
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
お
け
る
講
義
(
-
九
一
八
／

一
九
年

度
）
を
契
機
に
、

「
カ
テ
ゴ
リ
I
論
文
」
か
改
訂
さ
れ
、
こ
の
改
訂

稿
(
-
九
二

0
)
が、

(9
)
 

13
.
「社
会
学
的
基
礎
諸
概
念
」
（
「
基
礎
概
念
」
と
略
記
）
と
題

し
て
、

『経
済
と
社
会
』

「第
一
部
第
一
章
」、
一
九
ニ

―‘

(
W
u
G
:

1
,
 3
0
;
 

W

L
:
 54
1
 ,
 
4
0
)
 

に
収
録
さ
れ
る
。

上
記
1
．ー
10
の
う
ち
、
「
客
観
性
論
文
」
だ
け
は
、
（
ゾ
ン
バ

ル
ト
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
、
ヤ
ッ
フ
ェ
の
新
編
集
に
移
行
し
た
）

『
ア
ル

ヒ
ー
フ
』
第
一
九
巻
に
掲
載
さ
れ
、
編
集
者
（
複
数
）
名
の
「
緒
言

G
e
l
e
i
t
w
o
r
t
」
の
趣
旨
を
敷
術
し
た
い
わ
ば
綱
領
文
書
で
、
ウ
ェ
ー

バ
ー
が
自
説
を
積
極
的
ま
た
体
系
的
に
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外

の
九
論
文
で
は
、
か
れ
は
む
し
ろ
、
ロ
ッ
シ
ャ
ー
、
ク
ニ
ー
ス
の
よ

う
な
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
経
済
学
の
先
達
や
、
デ
ィ
ル
タ
イ
、
ヴ
ン
ト
、

ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
ベ
ル
ク
、
ジ
ン
メ
ル
、
ゴ
ッ
ト
ル
、
リ
ッ
プ
ス
、
ク

ロ
ー
チ
ェ
、
マ
イ
ヤ
ー
、
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
、
ク
レ
ペ
リ
ン
、
プ
レ
ン

タ
ノ
、
オ
ス
ト
ヴ
ァ
ル
ト
ら
（
主
と
し
て
隣
接
学
科
の
専
門
家
で
、

社
会
科
学
方
法
論
に
か
か
わ
る
所
見
を
発
表
し
て
い
た
諸
家
）
の
説

と
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
対
決
し
て
い
る
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、
そ
う
す
る
な

5
 



か
か
ら
、
「
現
実
科
学
」
「
文
化
科
学
」
「
適
合
的
因
果
連
関
」
「
客
観

的
可
能
性
」
「
解
明
」
お
よ
び
「
意
味
」
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
を

取
り
出
し
て
は
、
か
れ
流
に
鋳
直
し
、
独
自
の
学
問
構
想
と
方
法
を

編
み
出
し
て
い
っ
た
。
そ
の
足
取
り
を
、
相
手
方
へ
の
目
配
り
も
忘

れ
ず
に
追
跡
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
哲

学
の
素
養
に
欠
け
、
他
に
「
一
九
一

O
S
一
四
年
草
稿
」
の
内
容
的

再
構
成
と
い
う
難
題
を
抱
え
て
い
る
筆
者
に
は
、
そ
う
し
た
課
題
に

取
り
組
む
能
力
も
余
裕
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
幸
い
な
こ
と
に
、
こ
の

課
題
が
、
向
井
守
の
研
究
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
て
い
る
（
向
井

(10
)
 

一
九
九
七
、
二

0
0
0
)。
筆
者
は
、
向
井
著
に
学
び
、
詳
細
は
同

著
に
委
ね
、
本
稿
の
問
題
設
定
に
必
要
な
か
ぎ
り
で
、
ま
ず
は

一
九

0
三
S
O七
年
期
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
学
問
構
想
と
方
法
を
、
主
に

(ll)

、
、
、
、
、
、
、

、
、

「客
観
性
論
文
」
に
依
拠
し
、
他
の
論
文
も
適
宜
参
照
し
な
が
ら
、

再
構
成
し
て
み
た
い
。

一
九

0
三
ー
〇
七
年
期
の
学
問
構
想
と
方
法

（
一
）
「
現
実
科
学
」
と
し
て
の
社
会
科
学

ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、
「
客
観
性
論
文
」
の
あ
る
個
所
で
、

お
り
端
的
に
宣
言
し
て
い
る
。

．
 

「
わ
れ
わ
れ
が
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
社
会
科
学
S
o
z
i
a
l
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
 

•••• 

は
、
ひ
と
つ
の
現
実
科
学
e
i
n
e

W
i
r
k
l
i
c
h
k
e
i
t
s
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t

で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
編
入
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
を
取
り
囲
ん
で

つ
ぎ
の
と

•••••••• 

い
る
生
活
の
現
実
を
、
そ
の
特
性
に
お
い
て
ー
•
~
な
わ
ち
、
一
方
で
は
、

．．
 

そ
う
し
た
現
実
を
な
す
個
々
の
現
象
の
連
関
と
文
化
意
義
と
を
、
そ
の
今

日
の
形
態
に
お
い
て
、
他
方
で
は
、
そ
う
し
た
現
実
が
、
歴
史
的
に
か
く

(12) 

な
っ
て
他
と
は
な
ら
な
か
っ
た
根
拠
に
遡
っ
て
I

理
解
し
た
い
と
思
う
」
。

少
し
あ
と
の
と
こ
ろ
で
も
、
同
じ
趣
旨
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。「

社
会
科
学
的
関
心
の
出
発
点
は
紛
れ
も
な
く
、
わ
れ
わ
れ
を
取
り
囲
む

社
会
的
文
化
生
活
の
、
現
実
に
、
そ
れ
ゆ
え
個
性
的
に
形
成
さ
れ
た
姿
で

あ
る
。
社
会
科
学
は
、
こ
の
姿
の
、
普
遍
的
な
、
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ

て
個
性
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
も
と
よ
り
い
さ
さ
か
も
変
わ
り

は
な
い
連
関
と
、
そ
れ
が
、
他
の
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ま
た
個
性
的
性
質
を

そ
な
え
た
社
会
的
文
化
状
態
か
ら
生
成
さ
れ
て
き
た
経
緯
と
を
、
究
明
す

(13) 
る」。こ

こ
で
は
「
社
会
科
学
」
の
目
標
が
、
さ
し
あ
た
り
大
き
く
二
段

構
え
で
、
①
（
わ
れ
わ
れ
自
身
が
編
入
さ
れ
て
い
る
）
社
会
的
文
化

生
活
の
特
性
を
認
識
す
る
こ
と
、
②
そ
の
特
性
が
歴
史
的
に
「
か
く

な
っ
て
他
と
は
な
ら
な
か
っ
た
」
根
拠
を
先
行
状
態
に
遡
っ
て
因
果

的
に
説
明
す
る
こ
と
、
に
求
め
ら
れ
、
こ
う
し
た
目
標
を
追
求
す
る

(
U
)
 

学
問
的
営
為
に
「
現
実
科
学
」
と
い
う
呼
称
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

念
の
た
め
付
言
す
れ
ば
、
上
記
二
引
用
文
の
主
語
は
「
社
会
科
学
」

で
あ
っ
て
「
社
会
学
」
で
は
な
い
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
自
身
は
、
「
現
実

科
学
と
し
て
の
社
会
学
」
に
つ
い
て
語
っ
た
た
め
し
は
な
い
し
、

以
下
の
行
論
か
ら
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
お
り
、
そ
う
す
る
は
ず
が

な
い
。
む
し
ろ
、
同
じ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
さ
ら
に
あ
と
の
（
下
記
に

6
 



前
後
を
引
用
す
る
）
個
所
で
は
、
同
じ
趣
旨
を

「現
実
を
そ
の
文
化

．
 

意
義
と
因
果
連
関
に
お
い
て
認
識
す
る
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
意
味
に

(16
)
 

お
け
る
社
会
経
済
学
的
認
識
の
目
標
」
と
言
い
換
え
、

「社
会
科
学
」

と
し
て

「社
会
経
済
学
S
o
z
i
a
l娑
o
n
o
m
i
k
」
を
念
頭
に
置
い
て
い

る
。ち

な
み
に
、

「客
観
性
論
文
」
本
文
に
は
、

「社
会
学
」
と
い
う
表

記
は
ひ
と
つ
も
な
い
。
た
だ
、
同
じ

『
ア
ル
ヒ
ー
フ
』
第
一
九
巻
冒

頭
の
上
記
「
緒
言
」
に
は
、
「
社
会
学
」

へ
の
言
及
が
一
か
所
あ
る
。

•••• 

「今
日
、
わ
れ
わ
れ
の
雑
誌
は
、
資
本
主
義
発
展
の
普
遍
的
な
文
化
意
義

の
歴
史
的
ま
た
理
論
的
な
認
識
を
学
問
上
の
問
題
と
見
な
し
、
こ
の
問
題

の
究
明
に
役
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
さ
に
、

わ
れ
わ
れ
の
雑
誌
自
体
が
、
文
化
現
象
の
経
済
的
被
制
約
性
と
い
う
特
定

．．
 

の
観
点
か
ら
出
発
し
、
ま
た
、
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
わ
れ

わ
れ
は
、

一
般
国
家
学
、
法
哲
学
、
社
会
倫
理
学
と
い
っ
た
隣
接
諸
学
科
、

な
ら
び
に
社
会
心
理
学
的
研
究
、
お
よ
び

一
般
に
社
会
学
と
い
う
名
称
の

も
と
に
括
ら
れ
て
い
る
諸
研
究
と
、
緊
密
な
接
触
を
保
っ
て
い
か
ざ
る
を

え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
領
域
に
お
け
る
科
学
的
研
究
の
動
向

を
、
主
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
系
統
的
な
書
評
欄
で
、
立
ち
入
っ
て
追
跡
し

(17
)
 

て
い
く
で
あ
ろ
う
」。

要
す
る
に
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、
上
記
の
と
お
り

「資
本
主
義
発
展

の
普
遍
的
な
文
化
意
義
の
歴
史
的
ま
た
理
論
的
な
認
識
」
と
い
う
包

括
的
課
題
を
掲
げ
る

『
ア
ル
ヒ
ー
フ
』
が、

「
マ
ル
ク
ス
お
よ
び
ロ
ッ
シ
ャ
ー

以
降
の
社
会
経
済
科
学

s
o
z
ia
l
o
k
o
n
o
m
is
c
h
e

W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
ft

と

同
様
」
、
「
（
狭
義
の
）
経
済
的
穿
o
n
o
m
i
s
c
h
」
現
象
の
み
で
な
く
、

「経
済
を
制
約
す
る
宴
o
n
o
m
i
s
c
h

r
e
l
e
v
a
n
t
」
現
象
お
よ
び

「
経

済
に
制
約
さ
れ
る
娑
o
n
o
m
i
s
c
h
b
e
d
i
n
g
t
」
現
象
を
も
取
り
上
げ
、

「対
象
の
範
囲
が
、

ー

そ
の
と
き
ど
き
の
わ
れ
わ
れ
の
関
心
方
向

に
応
じ
て
流
動
的
で
は
あ
る
が
ー
ー
—

明
ら
か
に
あ
ら
ゆ
る
文
化

事
象

(18) 

の
総
体
に
ま
で
押
し
広
げ
ら
れ
」
、
そ
の
結
果

「
社
会
経
済
学
的
考

察
方
法
に
よ
る
研
究
の
領
域
は
、
ま
っ
た
く
見
渡
し
が
た
い
ま
で
の

、
、
、

(19
)

範
囲
に
お
よ
ぶ
」
の
で
、
狭
義
の
経
済
学
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
、
広
く

そ
の
境
界
ー
隣
接
諸
領
域
に
も
関
心
を
向
け
、
そ
れ
ら
の
現
況
を
新

『
ア
ル
ヒ
ー
フ
』
の
書
評
欄
で
取
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
の
で
あ

だ
か
ら
、
み
ず
か
ら
は
そ
う
し
た
社
会
経
済
学
者
と
し
て
、
外

(20) 
る
。

か
ら

「社
会
学
」
に
接
近
す
る
ス
タ
ン
ス
を
持
し
て
い
た
と
い
え
る
。

そ
の
さ
い

「社
会
学
」
は
、
上
記
の
と
お
り

「隣
接
諸
科
学
」
の
ひ

と
つ
に
は
数
え
ら
れ
ず
、
別
扱
い
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
を
ひ
く
。

し
か
し
こ
こ
で
「
社
会
学
」
に
、
な
に
か
特
別
の
（
た
と
え
ば
人
間

協
働
生
活
に
か
ん
す
る

「基
礎
学
」
と
し
て
、
上
記
三
種
の
現
象
を

架
橋
す
る
よ
う
な
）
役
割
が
期
待
さ
れ
、
予
感
さ
れ
て
い
る
、
と
ま

で
は
い
え
な
い
。

7
 

（
二
）
社
会
科
学
の
四
段
階
構
想
「
現
実
科
学
」
的
契
機

と
「
法
則
科
学
」
的
契
機
と
の
総
合

む
し
ろ
こ
の
と
き
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
「
現
実

科
学
」
と
「
法
則
科
学
G
e
s
e
t
z
e
s
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
」
と
の
区
別
で
あ
っ

た
。「
法
則
科
学
」
と
は
、

「法
則
的
に
反
復
す
る
も
の
」
を
探
究
し
、



個
別
的
事
実
を
「
法
則
」
の
例
証
と
し
て
取
り
扱
い
、
そ
の
個
性
は

捨
象
し
て
い
く
科
学
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
か
れ
が
、
両
者

の
区
別
を
、
な
に
か
二
者
択
一
的
な
対
立
と
し
て
措
定
し
、
「
わ
れ

わ
れ
の
社
会
科
学
」
な
い
し

「
わ
れ
わ
れ
の
社
会
経
済
学
」
を
、

も
っ
ぱ
ら

「
現
実
科
学
」
と
し
て
、

「法
則
科
学
」
的
要
素
を
含
ま

な
い
、
い
わ
ば
純
粋
「
現
実
科
学
」
に
見
立
て
、
こ
れ
に
「
加
担
」

し
た
の
か
と
い
う
と
、
け
っ
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
か
れ
は
、
こ
の

区
別
を
「
ロ
ッ
シ
ャ
ー
論
文
」
の
冒
頭
で
、
メ
ン
ガ
ー
、
デ
ィ
ル
タ

イ
、
ジ
ン
メ
ル
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
お
よ
び
リ
ッ
カ
ー
ト
に
言
及

し
な
が
ら
導
入
し
て
い
る
が
、
そ
の
さ
い
、
「
純
粋
力
学
と
歴
史
科

学
の
一
部
を
除
け
ば
、
諸
科
学
の
う
ち
、
も
っ
ば
ら
『
法
則
科
学
』

も
し
く
は

『現
実
科
学
』
の
目
的
観
点
の
も
と
に
概
念
を
構
成
で
き

る
よ
う
な
も
の
は
、
ひ
と
つ
も
な
い
」
と
は
っ
き
り
断
っ
て
い
る
。

し
て
み
る
と
、

「現
実
科
学
」
た
ら
ん
と
す
る
「
社
会
科
学
」
な
い

し

「社
会
経
済
学
」
も、

「法
則
科
学
」
的
概
念
構
成
を
含
ま
ざ
る

を
え
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

で
は
、
他
な
ら
ぬ
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会
科
学
に
お
い
て
、
「
法
則

科
学
」
的
概
念
構
成
と
は
い
か
な
る
も
の
で
、
い
か
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
れ
の
社
会
科
学
に
お
い
て
、
「
現
実
科
学
」

的
契
機
と

「法
則
科
学
」
的
契
機
と
は
、
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。

こ
の
点
に
か
け
て
、
ヴ
ェ
ー
パ
ー
は
、
リ

ッ
カ
ー
ト
ヘ
の
依
拠
を

明
言
し
て
い
る
。
そ
の
リ
ッ
カ
ー
ト
は
、
現
実
科
学
1
1

「
文
化
科
学
」

と
法
則
科
学
1
1

「
自
然
科
学
」
と
を
「
両
極
」
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

方
法
を
、
（
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
「
個
性
記
述
的
」
と
「
法
則
定

立
的
」
に
代
え
て
）

「個
性
化
的
」
と
「
一
般
化
的
」
と
規
定
し
、

両
極
間
の
「
中
間
領
域

M
i
t
t
e
l
g
e
b
i
e
t
e
」
に
各
個
別
科
学
を
位
置

(23) 

づ
け
、
両
方
法
の

「
混
成
形
式
」
を
問
う
と
い
う
方
針
を
と
っ
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
国
民
経
済
学
は
、
原
始
文
化
の
研
究
、
言
語
学
、

法
律
学
と
と
も
に
、
「
一
般
化
的
に
構
成
さ
れ
た
成
分
を
含
み
」、
し

か
も
そ
こ
で
は
「
し
ば
し
ば

[農
民
や
エ
場
労
働
者
と
い
つ
た
]
集

団
M
a
s
s
e
n

の
み
が
問
題
と
な
る
」
の
で
「
普
遍
的
概
念
が
も
っ
と

(24
)
 

も
大
き
い
場
所
を
占
め
る
」。

ま
た
、
か
れ
の
方
法
論
研
究
と
の
関

連
で
「
国
民
経
済
学
は
歴
史
的
1
1
個
性
化
的
科
学
か
、
そ
れ
と
も
一

般
化
的
科
学
か
」
が
争
点
と
し
て
論
議
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
問
題

は
「
あ
く
ま
で
も
個
別
科
学
研
究
者
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
な
け
れ
ば

(25) 

な
ら
な
い
」
と
し
て
、
か
れ
自
身
の
態
度
表
明
は
控
え
て
い
る
。

さ
て
、
一
個
別
科
学
研
究
者
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、
二
者
択
一
で
も
、

（
リ
ッ
カ
ー
ト
の
よ
う
な
）
両
極
間
の
単
一
尺
度
上
へ
の
位
置
づ
け

で
も
な
く
、
「
文
化
科
学
」

1
1

「
現
実
科
学
」
と
「
自
然
科
学
」

1
1

「
法
則
科
学
」
と
を
構
成
契
機
と
す
る
独
特
の
総
合
を
企
て
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
う
し
た
総
合
の
構
図
を
見
定
め
る
た
め
に
は
、
も
う
少

し
「
客
観
性
論
文
」
の
関
連
叙
述
に
分
け
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「社
会
経
済
学
的
認
識
の
目
標
」
に
つ
い
て
述
べ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト

で
、
ヴ
ェ
ー
パ
ー
は
、
か
れ
の
構
想
を
、
自
然
科
学
と
し
て
の
天
文

学
や
生
物
発
生
学
と
対
比
し
、
か
れ
と
し
て
は
も
っ
と
も
広
く
、
前

8
 



出
の
二
段
階
を
間
に
挟
む
四
段
階
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。
本
稿
に

と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
個
所
な
の
で
、
少
し
長
く
な
る
が
、
煩
を

い
と
わ
ず
全
文
引
用
し
よ
う
。

••
• 

「
天
文
学
に
と
っ
て
は
、
天
体
が
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
量
的
な
、
精
密
に
計

測
で
き
る
関
係
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
関
心
を
引
き
、
考
察
さ
れ
る
の

••• 

に
た
い
し
て
、
社
会
科
学
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
事
象
の
質
的
な

．．． 

色
彩
で
あ
る
。
そ
の
上
、
社
会
科
学
に
お
い
て
は
、
精
神
的
事
象
の
協
働

．．．． 

が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
精
神
的
事
象
を
追
体
験
し
つ
つ
「
理
解
す
る
」

こ
と
は
、
当
然
な
が
ら
、
お
よ
そ
精
密
自
然
認
識
の
定
式
に
よ
っ
て
解
決

で
き
、
ま
た
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
と
は
異
な
る
、
特
殊
な
性
質
を

そ
な
え
た
課
題
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
区
別
は
、
一

見
原
理
的
な
も

、
、
、
、
、
、
、
、

の
と
思
わ
れ
よ
う
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
さ
ほ
ど
で
も
な
い

。
精
密
自

然
科
学
と
い
え
ど
も
I

純
粋
力
学
を
別
と
す
れ
ば
—
ー
_

‘
質
を
考
慮
せ

ず
に
済
ま
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の

専
門
領
域
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
ー

も
と
よ
り
誤
っ
た
ー
ー
＇
見
解
に
出
会

う
。
す
な
わ
ち
、
少
な
く
と
も
、
わ
れ
わ
れ
の
文
化
に
と
っ
て
根
本
的
な

．．． 

現
象
で
あ
る
貨
幣
経
済
的
流
通
は
、
数
量
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
さ
に

．
 

そ
れ
ゆ
え

『法
則
的
」
に
把
握
で
き
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
数
量
化
で

き
な
い
た
め
に
数
量
的
把
握
が
で
き
な
い
規
則
性
を
も

「
法
則
」
概
念
の

も
と
に
理
解
す
る
か
ど
う
か
は
、
つ
き
つ
め
た
と
こ
ろ

「
法
則
」
概
念
を

狭
く
解
す
る
か
広
く
と
る
か
に
か
か

っ
て
い
る
。
と
く
に

「
精
神
的
J

動

、
、

.

.
 、

機
の
協
働
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
合
理
的
行
為
の
規
則
を

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

定
立
す
る
こ
と
は
排
除
さ
れ
な
い
し
、
と
り
わ
け
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
見
解

．．．

．
 

は
、
今
日
な
お
消
滅
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
個
々
の

「
精
神
科
学
」

．．．
 

に
た
い
し
て
数
学
に
相
当
す
る
役
割
を
演
ず
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
心
理
学

の
課
題
で
あ
っ
て
、
心
理
学
は
、
社
会
生
活
の
複
雑
な
諸
現
象
を
、
そ
の

心
的
な
条
件
と
結
果
と
に
分
解
し
、
こ
れ
ら
を
で
き
る
か
ぎ
り
単
純
な
心

的
諸
要
因
に
還
元
し
、
こ
の
諸
要
因
を
ふ
た
た
び
分
類
し
て
、
そ
れ
ら
の

機
能
的
連
関
を
探
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
に
し
て
、
社
会
生
活
の
「
力
学
』
と
ま
で
は
い
え
な
い
に
せ
よ
、
そ
の

心
的
基
礎
に
か
ん
す
る
一
種
の

「化
学
」
が
創
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
こ
の
種
の
研
究
が
、
い
つ
の
日
か
、
価
値
あ
り
、
か
つ
ー
'
|
こ
れ
と

．．
 

は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が

ー

~
化
科
学
に
利
用
で
き
る
、
個
々
の

成
果
を
提
供
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
あ
え
て
決
定
を
く
だ

さ
な
く
と
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
か
り
に
そ
う
し
た
成
果
が
提
供

さ
れ
る
と
し
て
も
、
現
実
を
そ
の
文
化
意
義
と
因
果
連
関
に
お
い
て
認
識

す
る
と
い
う
、
わ
れ
わ
れ
の
意
味
に
お
け
る
社
会
経
済
学
的
認
識
の
目
標

が
、
法
則
的
に
反
復
さ
れ
る
も
の

の
探
究
に
よ
っ

て
達
成
さ
れ
る
、
と
い

う
こ
と
に
は
な
る
ま
い
。
人
間
協
働
生
活
の
諸
事
象
に
つ
き
、
考
え
ら
れ

る
か
ぎ
り
の
因
果
結
合
が
、
心
理
学
に
よ

っ
て
、
あ
る
い
は
他
の
方
法
で
、

こ
と
ご
と
く
す
で
に
観
察
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
い
つ
の
日
に
か
観
察
さ

れ
、
な
ん
ら
か
の
単
純
な
究
極

r
要
因
』
に
分
析
さ
れ
た
上
で
、
概
念
お

よ
び
厳
密
に
法
則
的
に
妥
当
す
る
規
則
か
ら
な
る
巨
大
な
決
疑
論
に
編
成

さ
れ
て
、
焉
れ
な
く
把
握
さ
れ
た
、
と
仮
定
し
よ
う
。
そ
う
し
た
成
果
は
、

．．．． 

歴
史
的
に
与
え
ら
れ
た
文
化
世
界
の
認
識
に
と

っ
て
、
あ
る
い
は
そ
う
し

た
文
化
世
界
か
ら
選
び
出
さ
れ
た
な
ん
ら
か
の
個
別
現
象
た
と
え
ば
、

す
で
に
生
成
さ
れ
、
文
化
意
義
を
帯
び
た
資
本
主
義
ー
の
認
識
に
と

っ

て
、
い

っ
た
い
な
ん
の
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
成
果
の
意
味

、
、
、
、
、
、
、
、

は
、
認
識
の
手
段
と
し
て
、
ち
ょ
う
ど
有
機
化
学
に
お
け
る
化
合
例
の
辞

．．．．．

．
 

典
が
、
動
物
界
お
よ
び
植
物
界
の
生
物
発
生
学
的
認
識
に
た
い
し
て
も
つ

意
味
と
同

一
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
で
も
以
下
で
も
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

，
 



確
か
に
重
要
で
有
益
な
予
備
研
究

V
o
r
a
r
b
e
i
t
が
、
な
さ
れ
た
こ
と
に

は
な
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
ば
あ
い
に
も
、
い
つ
か
は
生
活
の
現
実

．．
 

が
そ
う
し
た
「
法
則
」
や
「
要
因
」
か
ら
演
繹
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ

と
は
、
け
っ
し
て
な
か
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
、
た
と
え
ば
、
な
に
か
高
次

の
神
秘
的
な

「諸
力
」（『
支
配
要
因
」
と
か
「
エ
ン
テ
レ
キ
ー
」
と
か
、

そ
の
他
い
か
な
る
名
称
で
呼
ば
れ
よ
う
と
も
）
が
、
な
お
生
活
現
象
に
は

潜
ん
で
い
る
に
ち
が
い
な
い
ーー＇
こ
れ
は
こ
れ
で
、
ま
た
ひ
と
つ
の
問
題

で
あ
る
が
ー
と
い
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
つ
ぎ
の
よ
う
な
単
純

な
事
情
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
に
と
り
現
実
の
認
識
と
し
て
問

．．
 

題
な
の
は
、
上
述
の
（
仮
定
上
の
！
）

「諸
要
因
」
が
歴
史
的
に
相
集
い
、

、
、
、
、

.

.

.

.

.
 、
、
、

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
文
化
現
象
と
し
て
現
れ
て
く
る
さ
い
の
、

そ
の
布
置
連
関

K
o
n
s
te
ll
a
ti
o
n

で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
、
そ
う
し
た
個

性
的
な
集
合

G
r
u
p
p
ie
r
u
n
g

を

「因
果
的
に
説
明
」
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

．．． 
つ
ね
に
他
の
ま
っ
た
く
同
様
に
個
性
的
な
集
合
に
潮
行
せ
ざ
る
を
え
ず
、

こ
こ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
う
し
た
個
性
的
な
集
合
を
、
も
と
よ
り
上

述
の
（
仮
定
上
の
！
）

「
法
則
」
概
念
を
用
い
て

「説
明
」
す
る
こ
と
に
な

る
、
と
い
う
事
情
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
上
述
の

（仮
定
上
の
！
）

「法
則
」

や

『要
因
」
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
い
ず
れ
に

せ
よ
、
わ
れ
わ
れ
の
追
求
す
る
認
識
に
到
達
す
る
た
め
の
い
く
つ
か
の
研

．．． 

究
段
階
の
う
ち
、
最
初
の
段
階
に
す
ぎ
な
い
。
上
述
の

「
諸
要
因
」
の、

そ
の
つ
ど
歴
史
的
に
与
え
ら
れ
た
個
性
的
な
集
合
と
、
そ
れ
ら

「
諸
要
因
」

の
、
こ
の
歴
史
的
集
合
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
た
、
具
体
的
な
、
独
特
の
意

．．．．．． 

義
を
そ
な
え
た
協
働
作
用
と
を
、
分
析
し
、
秩
序
づ
け
て
叙
述
す
る
こ
と
、

．．．．．．． 

そ
し
て
と
り
わ
け
、
こ
の
意
義
の
根
拠
と
性
質
と
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
、

第
二
の
段
階
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
な
る
ほ
ど
、
上
記
の
予
備
研
究
を
用
い

、
、
、
、
、
、
、
、

て
解
決
さ
れ
る
ぺ
き
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
た
い
し
て
ま
っ
た
く
新
し
い

独
立
の
課
題
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
す
で
に
生
成
し
た
こ
の
集
合
の
も
つ
、

．．
 現

在
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
個
々
の
個
性
的
特
徴
を
、
で
き
る
か
ぎ
り
過

去
に
遡
り
、
こ
れ
ま
た
個
性
的
な
先
行
の
布
置
連
関
か
ら
、
歴
史
的
に
説

明
す
る
こ
と
が
、
第
三
の
段
階
で
あ
ろ
う
し
、

ー

~
最
後
に
、
未
来
に
お

け
る
可
能
な
布
置
連
関
を
見
定
め
る
こ
と
が
、
考
え
ら
れ
る
第
四
の
段
階

と
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
す
べ
て
の
目
的
に
と
っ
て
、
明
晰
な
概
念
お
よ
び
上
述
の

（
仮

定
上
の
）

「法
則
」
の
知
識
は
、
あ
き
ら
か
に
認
識
の
手
段
と
し
て

l

た

．
．
．
．
．
．
 

だ
や
は
り
、
も
っ
ば
ら
手
段
と
し
て
の
み

ー
~

大
き
な
価
値
を
も
つ
で
あ

ろ
う
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
う
し
た
目
的
に
と
っ
て
は
端
的
に
不
可
欠

（
捻
）

で
も
あ
ろ
う
」。

こ
こ
で
ま
ず
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
が

「
社
会
科
学
」
的
研
究
を
、

I
．あ
る
種
の
基
礎
的
予
備
研
究
（
以
下
で
は

「
予
備
研
究
」

と

略

記
）
、

II.
歴
史
的
に
生
成
し
た
文
化
現
象
を
対
象
と
し
、
そ
れ
を

（
そ
れ
ぞ
れ
独
特
の
諸
要
素
の
）
独
特
の
個
性
的
布
置
連
関
と
し
て

認
識
し
、
そ
の
文
化
意
義
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
、
他
者
（
た
と
え
ば

『
ア
ル
ヒ
ー
フ
』
の
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
価
値
理
念
を
抱
い
て
い

る
共
同
編
集
者
・
執
筆
者
・
講
読
者
な
ど
）
に
も
理
解
さ
せ
る
こ
と

（
以
下
で
は
「
特
性
把
握
」
）
、

m．
こ
の
布
置
連
関
に
つ
き
、
歴
史

的
に
先
行
す
る
同
じ
く
個
性
的
な
布
置
連
関
に
遡
り
、
そ
こ
か
ら
歴

史
的
に
生
成
さ
れ
て
き
た
経
緯
を
、
具
体
的
な
因
果
関
係
と
し
て
説

明
す
る
こ
と
（
以
下
「
因
果
帰
属
」
）
、

W
現
在
の
布
置
連
関
か
ら
、

未
来
に
生
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
同
じ
く
個
性
的
な
布
置
連
関
を
予
測

(27) 

す
る
こ
と
（
以
下
「
未
来
予
測
」
）
、
の
四
段
階
に
分
け
て
考
え
て
い

10 



る
こ
と
を
確
認
し
よ
う
。
そ
の
上
で
、
か
れ
も
明
示
的
に
語
り
、
従

来
の
研
究
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
既
知
の
論
点
か
ら
見

て
い
く
と
、
順
不
同
に
は
な
る
が
、

m.
「
因
果
帰
属
」
の
さ
い
、

「
適
合
的
因
果
連
関
」
の
論
証
に

「
法
則
的
知
識
」
（
「
一
般
経
験
則
」

な
い
し

「
通
俗
心
理
学
的
知
識
」
）
が
援
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
周
知

の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
「
適
合
的
因
果
連
関
」
の
論
証
に
お
け
る

「
法
則
的
知
識
」
の
役
割
と
そ
の
合
目
的
的
編
成

こ
の
問
題
は
、
む
し
ろ

「
マ
イ
ヤ
ー
論
文
」
で
主
題
化
さ
れ
る
が
、

「
客
観
性
論
文
」
で
も
論
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
上
記
引
用

（ま
た
後
述
）
の
と
お
り
、

II.
「
特
性
把
握
」
が、

I
.
「
予
備
研

究
」
か
ら
は
導
き
出
せ
な
い
独
自
の
課
題
で
あ
り
、
研
究
者
が

「
価

値
理
念
」
に
照
ら
し
て
、
見
極
め
が
た
く
多
様
な
経
験
的
現
実
か
ら

「
知
る
に
値
す
る
」
（
特
性
を
そ
な
え
た
）
対
象
を
選
び
出
し
、
そ
の

「知
る
に
値
す
る
」
所
以
を
説
明
し
、
他
者
に
も
理
解
さ
せ
る
段
取

り
と
し
て
規
定
さ
れ
、
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、

そ
う
し
た
一
連
の
叙
述
の
あ
と
、
こ
ん
ど
は

「
歴
史
家
」
に
主
語
を

換
え
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

「
さ
て
、
以
上
に
述
べ
た
す
べ
て
の
こ
と
か
ら
、
い
か
な
る
帰
結
が
引
き

出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

.••• 

も
と
よ
り
、
文
化
科
学
の
領
域
で
は
、

一
般
的
な
も
の

d
a
s
G
e
n
e
r
e
l
l
e
 

．．． 

の
認
識
、
抽
象
的
類
概
念
の
構
成
、
規
則
性
の
認
識
、
お
よ
び
「
法
則
的
」

連
関
＾
gesetzliche"II 
N
 u
s
a
m
m
e
n
h
a
n
g
e

を
定
式
化
す
る
試
み
が
、

い
か
な
る
科
学
的
権
能
も
も
た
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
帰
結
が
引
き
出
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
正
反
対
に
、
歴
史
家
の
因
果
認
識
が
、
具
体
的
な

結
果
を
具
体
的
な
原
因
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
な
ん
ら

．．． 

か
の
個
性
的
結
果
の
妥
当
な
因
果
帰
属
は
、

『法
則
的
知
識
』
i

す
な
わ

ち
、
因
果
連
関
の
法
則
性
に
か
ん
す
る
知
識
ー
ー
よ
3

使
用
を
抜
き
に
し
て

.

.

 

(28
)
 

は
、
お
よ
そ
不
可
能
で
あ
る
」
。

「
い
か
な
る
ば
あ
い
に
も
、
し
た
が
っ
て
複
雑
な
経
済
事
象
の
領
域
に

．．． 

お
い
て
も
、
そ
う
し
た
帰
属
の
確
か
さ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
一
般
的
認
識

u
n
s
e
r
e

g
e
n
e
r
e
l
l
e
 
E
r
k
e
n
n
t
n
i
s
が
確
か
で
包
括
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
れ

(”) 

だ
け
大
き
く
な
る
」。

11 

こ
の
よ
う
に
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、

「
一
般
的
な
も
の
の
認
識
」（
さ
し

あ
た
り
類
概
念
と
一
般
経
験
則
、

「
類
的
理
念
型
」
に
つ
い
て
は
後

述
）
を
、

m.
「
因
果
帰
属
」
に
必
要
・
不
可
欠
と
認
め
る
。
そ
し

て
、
こ
の

「
因
果
帰
属
」
の
方
法
的
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

「
マ
イ

ヤ
ー
論
文
」
で
、
マ
ラ
ト
ン
の
戦
い
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
勢
の
勝
利

を
具
体
例
に
用
い
、
「
法
則
的
知
識
」
を
援
用
す
る
「
客
観
的
可
能

性
」
判
断
と
し
て
、
明
快
に
説
い
て
い
る
。

こ
の
「
客
観
的
可
能
性
」
と
「
適
合
的
因
果
連
関
」
の
理
論
は
、

ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
フ
ラ
イ
プ
ル
ク
時
代
の
同
僚
で
生
理
学
者
の
ク
リ
ー

ス
が
唱
え
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
私
講
師
ラ
ー
ト
プ
ル
フ
が
刑

（
凹
）

法
理
論
へ
の
応
用
を
企
て
て
い
た
も
の
で
あ
る

。
そ
れ
を
ヴ
ェ
ー

バ
ー
は
両
者
か
ら
学
び
、
（
ヘ
ー
ロ
ド
ト
ス
、
ト
ゥ
ー
キ
ュ
デ
ィ
デ
ー

ス
か
ら
ラ
ン
ケ
、
マ
イ
ヤ
ー
に
い
た
る
）
傑
出
し
た
歴
史
家
が
じ
っ



さ
い
に
は
お
こ
な
っ
て
い
た
歴
史
的
因
果
説
明
を
、
そ
れ
に
よ
っ
て

論
理
的

・
方
法
論
的
に
基
礎
づ
け
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
の
方
法
は
、
実
質
上
、
自
然
科
学
に
お
け
る
実
験
と

比
較
対
照
試
験
の
論
理
を
、
人
為
的
な
実
験
や
試
験
は
不
可
能
な
歴

(31) 

史
現
象
に
応
用
す
る
「
思
考
実
験
」
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

そ
の
具
体
的
手
続
き
の
例
解
も
兼
ね
、
こ
れ
ま
で
な
ん
ど
も
解
説
し

(32) 

て
き
た
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
問
題
は
む
し
ろ
、
「
一

般
的
な
も
の
の
認
識
」

「法
則
的
知
識
」
を
ど
の
よ
う
に
と
と
の
え

て
お
け
ば
、
皿
「
因
果
帰
属
」
に
援
用
し
や
す
く
、
研
究
上
目
的

に
適
う
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。

ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、
「
客
観
性
論
文
」
で
は
、

「（
も
っ
と
も
広
い
意

味
に
お
け
る
）
歴
史
家
が
、
自
分
個
人
の
生
活
経
験
に
よ
っ
て
培
わ

れ
、
方
法
的
に
訓
練
さ
れ
た
想
像
力
を
も
っ
て
、
ど
れ
ほ
ど
確
実
に
、

こ
の

[因
果
]
帰
属
を
な
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ヽ
ま
た
、
こ

の
帰
属
を
か
れ
に
可
能
に
し
て
く
れ
る
特
定
の
科
学
の
援
助
に
ど
こ

(33) 

ま
で
頼
る
か
は
、
個
々
の
ば
あ
い
に
応
じ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て

「
そ
の
さ
い
つ
ね
に
、
し
た
が
っ
て
す
べ

て
の
い
わ
ゆ
る
『
経
済
』
法
則
に
お
い
て
も
、
例
外
な
く
問
題
と
な

る
の
は
、
精
密
自
然
科
学
の

[例
外
の
な
い
依
存
関
係
と
い
う
]
意

味
に
お
け
る
狭
義
の
『
法
則
的
』
連
関
で
は
な
く
、
規
則
の
形
式
で

．
 

表
さ
れ
る
適
合
的
な
因
果
連
関
で
あ
り
、
…
…

『客
観
的
可
能
性
』

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
適
用
で
あ
る
」
と
断
っ
た
上
で
、
「
日
常
経

験
か
ら
知
ら
れ
る
因
果
結
合
の
規
則
性
を
『
法
則
』
と
し
て
定
式
化

し
て
お
く
こ
と
が
、
意
味
を
も
つ
か
ど
う
か
は
、
い
ず
れ
の
ば
あ
い(“)
 

も
、
そ
う
す
る
こ
と
が
目
的
に
適
う
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ
る
」

と
し
て
い
た
。

ヴ
ェ
ー
パ
ー
は
、
こ
こ
か
ら
出
発
し
て
、
日
常
経
験
と
（
こ
の
観

点
か
ら
は
「
補
助
学
」
と
な
る
）
歴
史
研
究
と
か
ら
知
ら
れ
る
「
因

果
結
合
の
規
則
性
」
を
（
上
記
広
義
の
）
「
法
則
」
と
し
て
定
式
化

し
、
決
疑
論
的
に
編
成
し
て
お
く
こ
と
を
、
や
が
て
「
目
的
に
適
う
」

と
認
め
て
実
施
す
る
よ
う
に
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
た
と
え
ば

「
ひ

と
が
悲
し
ん
で
い
る
の
を
見
て
『
は
し
ゃ
ぐ
』
人
間
は
、
た
い
て
い

人
に
嫌
わ
れ
る
」
と
い
っ
た
、
日
常
経
験
か
ら
割
り
出
さ
れ
て
身
に

つ
い
て
い
る
法
則
的
知
識
を
、
折
に
触
れ
、
必
要
に
応
じ
、
そ
の
つ

ど
そ
の
場
か
ぎ
り
で
適
用
し
て
生
き
て
い
る
。
方
法
的
に
獲
得
さ
れ
、

定
式
化
さ
れ
る

「法
則
」
と
い
っ
て
も
、
論
理
上
は
、
日
常
経
験
か

ら
え
ら
れ
る
そ
う
し
た
「
通
俗
心
理
学
的
」
知
識
と
異
な
ら
ず
、
そ

(35) 

の
貯
蔵
庫
の
い
わ
ば

「飛
地
E
n
c
l
a
v
e
」
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
。
ヴ
ェ
ー

（
邸
）

パ
ー
は
や
が
て
、
こ
の
「
飛
地
」
を
開
拓
し
始
め
る
。
そ
う
し
た
知

識
の
合
目
的
的
、
つ
ま
り
は
決
疑
論
的
な
編
成
が
、
か
れ
の

「社
会

(37) 

学
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
し
か
し
、
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
、
な
に
が

そ
の
さ
い
「
目
的
」
と
さ
れ
る
の
か
、
ど
う
い
う
「
決
疑
論
」
編
成

が
ど
う
し
て
「
合
目
的
的
」
な
の
か
、
と
い
っ
た
詳
細
を
解
き
明
か

す
ま
え
に
、
ま
た
そ
の
た
め
に
は
、
こ
こ
で
先
に
、

I
.
「
予
備
研

究
」
と
I
I
.「
特
性
把
握
」
と
の
関
係
を
見
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
上
記
の
引
用
文
中
、
こ
の
点
に
か
か
わ
る
叙
述
は
、
入
り
組
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ん
で
い
る
上
、
明
示
さ
れ
な
い
含
意
も
多
く
、
難
解
で
あ
る
が
、

ぎ
の
よ
う
に
も
解
釈
で
き
よ
う
。

（
四
）
社
会
科
学
の
「
基
礎
学
」
へ
の
要
請

上
記
の
引
用
個
所
で
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、
社
会
科
学
を
自
然
科
学
か

ら
区
別
す
る
規
準
を
、
ひ
と
ま
ず
①
対
象
の
「
質
」
へ
の
注
視
、

②
対
象
に
お
い
て
協
働
し
て
い
る

「精
神
的
動
機
」
の
「
理
解
」
に

求
め
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
、
こ
の
②
は
、
自
然
科
学
に
は
な
い
、
社

(38) 

会
科
学
独
自
の
課
題
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ふ
た
つ
だ
け
で

は
、
社
会
科
学
を
、
法
則
科
学
と
し
て
の
自
然
科
学
か
ら
原
理
的
に

区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
自
然
科
学
も
質
を
ま
っ

(39) 

た
く
無
視
し
は
し
な
い
し
、
逆
に
社
会
科
学
も
、
精
神
的
動
機
が

協
働
す
る
対
象
で
あ
る
人
間
行
為
に
つ
い
て
、
「
規
則
性
」
（
広
義
の

「法
則
」）

を
定
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
う
し
た

「
規
則
性
」
と
し
て
は
、
一
方
で
は
メ
ン

ガ
ー
が
、
（
た
と
え
ば

「経
済
的
交
換
」
の
よ
う
な
）

「合
理
的
行
為

の
規
則
を
定
立
」
し
て
い
た
。
そ
う
し
た

「
精
密
的
方
針
に
も
と
づ

＜
抽
象
理
論
」
的
概
念
構
成
は
、

「
い
ず
れ
に
せ
よ
」
そ
の
か
ぎ
り

で
は

「
排
除
さ
れ
な
い
」
。
こ
う
明
言
す
る
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、
明
ら

か
に
メ
ン
ガ
ー
理
論
を
、
条
件
付
き
で
i

後
述
の
「
理
念
型
」
的

概
念
構
成
と
し
て
、
そ
の
か
ぎ
り
で
I

受
け
入
れ
て
い
る
。
あ
る

い
は
、
病
前
の
講
義
に
お
け
る
受
け
入
れ
を
一
般
的
に
追
認
し
て
い

る
。
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
し
た
抽
象
理
論
の
構
成
を
、
（
メ
ン
ガ
ー つ

の
よ
う
に
）
社
会
科
学
的
研
究
の
目
的
と
認
め
る
の
で
は
な
く
、

「
合
理
性
」
と
い
う
前
提
を
み
た
さ
な
い
（
多
分
に
「
非
合
理
的
」

契
機
を
含
む
）
現
実
の
行
為
と
、
現
実
の
行
為
が
そ
う
し
た
「
合
理

性
」
を
帯
び
て
く
る
歴
史
的
経
緯
（
「
合
理
化
」
過
程
）
を
究
明
す

る
手
段
（
「
索
出
手
段
」
）
に
意
味
転
換
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
か
ぎ
り
で
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、
メ
ン
ガ
ー
流
の
「
精
密
理
論
」
を

受
け
入
れ
、
そ
の
成
果
と
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
自
身
に
よ
る
鋳
直
し
や
さ

ら
な
る
具
体
的
展
開
を
、
研
究
手
段
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
す
る
わ

け
で
あ
る
。

他
方
で
は
シ
ュ
モ
ラ
ー
が
、
片
や
か
れ
の

「
経
済
社
会
学
」
の

「
基
礎
学
」
を
求
め
、
片
や
「
利
己
心
」
や
「
営
利
衝
動
」
の
「
ド

グ
マ
」
を
経
験
的
に
相
対
化
す
べ
く
、
（
「共
同
感
情
」
を
措
定
す
る
）

デ
ィ
ル
タ
イ
の

「心
理
学
」
に
期
待
を
か
け
て
い
た
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー

に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
期
待
が
「
心
理
学
」
に
よ
っ
て
み
た
さ
れ
る

か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
人
間
の
協
働
生
活
に
見
ら
れ
る
「
因
果
結

合
の
規
則
性
」
を
、
「
心
理
学
」
か
、
あ
る
い
は
な
に
か

「
他
の
方

法
で
」
、
つ
と
め
て
網
羅
的
・
包
括
的
に
観
察
し
、
「
な
ん
ら
か
の
単

純
な
究
極
『
要
因
』
に
分
析
」
し
た
上
、
決
疑
論
的
に
編
成
す
る
こ

と
は
、
原
理
的
に
不
可
能
で
は
な
い
し
、
将
来
そ
こ
か
ら
、
文
化
科

学
に
も
利
用
で
き
る
成
果
が
提
供
さ
れ
な
い
と
も
か
ぎ
ら
な
い
。
こ

こ
で
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、
「
心
理
学
」
に
た
い
し
て
は
、
断
定
は
避
け

な
が
ら
も
否
定
に
傾
き
、
そ
れ
に
代
わ
る

「他
の
方
法
」
を
探
ろ
う

と
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
な
ん
で
あ
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る
か
は
、
ま
だ
語
り
出
さ
れ
な
い
。

こ
う
し
て
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
の
要
請
を
ひ
と
ま
ず
斥

け
る
。
こ
の
ス
タ
ン
ス
は
、
ふ
た
た
び
リ
ッ
カ
ー
ト
と
比
較
す
る
と
、

い
っ
そ
う
精
確
に
規
定
さ
れ
よ
う
。
ヘ
ル
マ
ン
・
パ
ウ
ル
は
、

「
歴

史
的
に
発
展
す
る
対
象
の
普
遍
的
な
生
活
諸
条
件
の
研
究
に
従
事
し
、

あ
ら
ゆ
る
変
化
の
な
か
に
一
様
に
存
在
す
る
諸
要
因
を
そ
の
本

性
と
作
用
と
に
か
ん
し
て
研
究
す
る
」
科
学
を
、
「
歴
史
学
の

あ
ら
ゆ
る
部
門
に
た
い
し
て
同
程
度
に
重
要
な
」
「
原
理
科
学

P
r
i
n
z
i
 p
i
e
n
 w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
 t
」
と
し
て
提
唱
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

リ
ッ
カ
ー
ト
は
、
こ
の
「
原
理
科
学
」
の
主
張
を
斥
け
る
。
と
い
う

の
も
「
語
の
も
っ
と
も
厳
密
な
意
味
で
一
回
的
な
特
殊
が
問
題
と
な

る
ば
あ
い
、
あ
る
原
理
科
学
の
普
遍
的
諸
概
念
は
、
せ
い
ぜ
い
概
念

●

●

（
い

）

要
素
と
し
て
使
用
さ
れ
う
る
に
す
ぎ
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら

に
リ

ッ
カ
ー
ト
は
、

「一

般
化
的
心
理
学
」
を

「
よ
り
高
い
意
味
に

．．．． 

解
さ
れ
た
す
べ
て
の
文
化
科
学
の
も
っ
と
も
主
要
な
基
礎
」
に
据
え

る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
一
般
化
的
心
理
学

「
の
意
義
は
、
純
粋
に
個
性
的
な
も
の
の
文
化
意
義
が
高
ま
っ
て
、

普
遍
概
念
的
諸
研
究
が
一
般
に
姿
を
消
す
の
に
比
例
し
て
、
減
少
す

る
」。

し
か
も
こ
の
こ
と
は
、
も
っ
と
も
重
要
な
文
化
事
象
に
つ
い

て
い
え
る

。
「
宗教
•
国
家
・
学
問
・
芸
術
の
歴
史
に
お
い
て
、
一

回
的
な
個
人
は
、
け
っ
し
て

『非
本
質
的
』
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ

れ
ら
の
ば
あ
い
に
も
、
新
し
い
文
化
財
創
造
の
衝
動
は
、
ほ
と
ん
ど

‘
 
.

.

 
‘
 

い
つ
も
個
々
人
の
人
格
か
ら
発
す
る
•
…
•
•。

そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
ら
人

格
は
、
歴
史
的
に
も
重
要
と
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
そ
れ
ら
を
叙
述
す

る
と
な
る
と
、
た
だ
相
対
的
に
歴
史
的
な
諸
概
念
で
は
す
ま
さ
れ
な

(42
)
 

い
」
か
ら
で
あ
る
。

リ
ッ
カ
ー
ト
の
こ
う
し
た
主
張
と
比
較
す
る
と
、
ヴ
ェ
ー
パ
ー
は
、

「
一
般
化
的
心
理
学
」
に
は
「
基
礎
学
」
と
し
て
の
意
義
は
認
め
な

い
が
、
さ
り
と
て

「
心
理
学
」
が
「
一
般
化
的
心
理
学
」
に
尽
き
る

と
は
速
断
し
な
い
。
他
方
、

「原
理
科
学
」
な
い
し
「
基
礎
学
」
へ

の
要
請
一
般
は
斥
け
ず
、
（
歴
史
に
お
け
る

「
創
造
的
個
人
」
の
取

(43) 

り
扱
い
と
い
う
重
要
な
論
点
は
し
ば
ら
く
お
く
と
し
て
）
歴
史
的

に
発
展
す
る
人
間
協
働
生
活
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
な
ん
ら
か
の

「基
礎
学
」
を
、
少
な
く
と
も

「
予
備
研
究
」
と
し
て
は
認
め
よ
う

と
す
る
わ
け
で
あ
る
。

（
五
）
文
化
科
学
と
価
値
解
釈

も
と
よ
り
ヴ
ェ
ー
パ
ー
も
、
リ
ッ
カ
ー
ト
と
と
も
に
、

「
現
実
科

学
」
と
し
て
の
社
会
科
学
を
、
「
文
化
科
学
」
と
し
て
捉
え
、
社
会

生
活
の
「
要
因
」
や
「
法
則
」
に
か
ん
す
る
「
予
備
研
究
」
が
ど
こ

ま
で
進
ん
で
も
、
そ
こ
か
ら
個
性
的
な
現
実
を

「演
繹
」
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、
「
支
配
的
要
因
」「
規
定
的
要

因
」「

エ
ン
テ
レ
キ
ー
」

「
民
族
精
神
」
「
集
団
表
象
」
「
人
格
性
」

「全
体
と
し
て
の
人
間
」「
生
産
諸
力
」
そ
の
他
な
ん
と
呼
ば
れ
よ
う

と
も
、
な
に
か

「高
次
の
神
秘
的
な
力
」
が
社
会
生
活
に
流
れ
込
み
、

こ
れ
を
駆
動
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
問
題
の
立
て
方
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が
端
的
に
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
社
会
科
学
は
、
文
化
科
学

と
し
て
、
対
象
の
特
性
・
個
性
・
文
化
意
義
を
問
う
。
そ
し
て
、
文

化
意
義
を
そ
な
え
た
特
性
・
個
性
は
、
経
験
的
所
与
の

「無
前
提
な
」

探
究
や
一
般
法
則
へ
の
関
係
づ
け
か
ら
で
は
な
く
、
「
法
則
科
学
」

と
は
原
理
的
に
異
な
る
仕
方
で
、

「
価
値
理
念
」
と
の
関
係
づ
け
に

よ
っ
て
、
選
び
出
さ
れ
、
規
定
さ
れ
る
。

「
…
…
文
化
と
は
、
現
実
の
う
ち
、
価
値
理
念
へ
の
関
係
づ
け
に
よ
っ
て

わ
れ
わ
れ
に
意
義
あ
る
も
の
と
な
る
、
そ
の
構
成
部
分
を
、
し
か
も
そ
れ

の
み
を
包
摂
す
る
。
そ
の
つ
ど
考
察
さ
れ
る
個
性
的
現
実
の
ほ
ん
の
わ
ず

か
な
部
分
が
、
そ
う
し
た
価
値
理
念
に
規
定
さ
れ
た
わ
れ
わ
れ
の
関
心
に

よ
っ
て
色
彩
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
の
み
が
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
意
義
を
も

つ
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
わ
ず
か
な
部
分
が
、
価
値
理
念
と
の
結
合
に
よ
っ

て
、
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
重
要
と
な
る
関
係
を
提
示
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
ま
た
そ
の
か
ぎ
り
で
、
そ
の
部
分
が
、
そ
の
個
性
的
特
性

に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
知
る
に
値
す
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

．．． 

と
こ
ろ
で
、
な
に
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
意
義
を
も
つ
か
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
経
験
的
に
与
え
ら
れ
た
も
の
を
『
無
前
提
に
』
研
究
す
る
こ

と
か
ら
は
推
論
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
意
義
を
確
定
す
る
こ
と
こ
そ
、

.

.
 

a
)
 

な
に
も
の
か
が
研
究
の
対
象
と
な
る
た
め
の
前
提
を
な
す
の
で
あ
る
」
。

．．． 
「な
に
が
研
究
の
対
象
と
な
り
、
そ
の
研
究
が
無
限
の
因
果
連
鎖
の
ど
こ
に

ま
で
お
よ
ぶ
か
、
を
規
定
す
る
の
は
、

研
究
者
お
よ
び
か
れ
の
時
代
を
支

(“
)
 

配
す
る
価
値
理
念
で
あ
る
」。

さ
て
、
あ
る
対
象
を

「
価
値
理
念
」
に
関
係
づ
け
、
「
知
る
に
値

す
る
」
所
以
を
説
明
す
る
こ
の
段
階
は
、

「
マ
イ
ヤ
ー
論
文
」
で
は
、

(“)
 

「
価
値
解
釈
」「
価
値
分
析
」
と
し
て
捉
え
返
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、

具
体
例
と
し
て
、
ゲ
ー
テ
の
シ
ュ
タ
イ
ン
夫
人
宛
て
書
簡
、
マ
ル
ク

ス
の
『
資
本
論
』
な
ど
の
個
別
文
化
財
が
挙
げ
ら
れ
、
か
り
に
そ
う

し
た
対
象
が
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
自
身
に
作
用
を
お
よ
ぼ
し
、
こ
れ

を
因
果
的
に
規
定
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
対
象
に

宿
る
独
自
の

「
固
有
価
値
」
を
理
解
可
能
な
よ
う
に
解
き
明
か
す
こ

と
は
、
わ
れ
わ
れ
を
啓
発
し
て
価
値
に
か
か
わ
る
感
受
性
を
豊
か
に

(
47
)
 

す
る
（
教
養
上
の
）
意
義
を
も
つ
と
さ
れ
る

。
そ
れ
に
た
い
し
て

「
客
観
性
論
文
」
で
は
、
こ
の

「価
値
分
析
」
に
対
応
す
る

II
.
「
特

性
把
握
」
に
つ
き
、
具
体
例
と
し
て
、
上
記
引
用
の
と
お
り
「
す
で

に
生
成
さ
れ
、
文
化
意
義
を
帯
び
た
資
本
主
義
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
同
じ
く
個
性
的
な
文
化
事
象
と
は
い
え
、
同
時
に
、

わ
れ
わ
れ
を
取
り
囲
み
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
規
定
し
て
い
る
包
括

的
現
実
で
あ
り
、
し
か
も

「
個
性
的
な
諸
要
因
の
個
性
的
な
布
置
連

関
」
か
ら
な
る

「
社
会
形
象
」
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、

「
マ
イ
ヤ
ー
論
文
」
で
も
、
文
化
科
学
の
研
究
対
象

か
ら
、
そ
う
し
た
包
括
的

「社
会
形
象
」
が
外
さ
れ
、
も
っ
ぱ
ら
個

別
文
化
財
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。

そ
こ
で
も
、
対
象
が

「
包
括
的

u
m
f
a
s
s
e
n
d
」
な
例
と
し
て
、

「『
近
代
』
文
化
の
総
体
、
す
な
わ
ち
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に

『端
を
発
す
る
』

わ
れ
わ
れ
の
文
化
、
現
在
の
段
階
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
的
I
資
本

主
義
的
ー
法
国
家
的
文
化
が
、
き
わ
め
て
多
種
多
様
な
観
点
の
も
と

に
文
化
諸
価
値
の
巨
大
な
糸
だ
ま
と
し
て
考
察
さ
れ
、
そ
の
因
果
的
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遡
源
が
、
中
世
を
へ
て
古
代
に
ま
で
お
よ
ぶ
」
ば
あ
い
、
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。

（
六
）
個
性
の
論
証
方
法
と
し
て
の
比
較

さ
て
、
そ
う
し
た
包
括
的

「
社
会
形
象
」
の
特
性
を
個
性
的
諸
要

因
の
個
性
的
「
布
置
連
関
」
と
し
て
把
握
す
る
と
い
う
ば
あ
い
、
そ

の
「
布
置
連
関
」
と
は
、
天
文
学
と
の
対
比
か
ら
持
ち
越
さ
れ
た
概

念
で
、
多
数
の
星
々
が
要
素
と
し
て
集
ま
っ
て
形
成
さ
れ
る
個
性
的

な

「
星
座
」

を
原
義
と
す
る

(
c
u
m
+
 
s
t
e
l
l
a
)
。

で
は
、
あ
る
研
究
者
個
人
に
と
っ
て

「知
る
に
値
す
る
」
対
象
の

特
性
を
、
そ
う
し
た
布
置
連
関
と
し
て
問
い
、
し
か
も
他
者
に
も
理

解
さ
れ
る
よ
う
に
ー
ー
土
そ
の
意
味
で
客
観
的
に
妥
当
な
仕
方
で
ー
ー
＇

解
き
明
か
し
、
論
証
す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
は
ま
ず
、
当
の
布
置
連
関
を
構
成
す
る
個
々
の
要
素
に
つ
き
、

別
の
布
置
連
関
を
構
成
し
て
い
る
同
類
の
要
素
と
比
較
し
て
、
当
の

要
素
の
、
他
に
は
な
い
独
自
の
特
性
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
き
、
最

後
に
は
そ
う
し
た
個
性
的
諸
要
素
が
相
寄
っ
て
ひ
と
つ
の
布
置
連
関

を
な
す
仕
方
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
他
の
布
置
連
関
と
比
較
し
て
、

当
の
布
置
連
関
に
の
み
特
有
の
構
成
を
確
認
す
る
、
と
い
う
手
順
を

(49) 

踏
む
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

と
こ
ろ
で
、
そ
う
し
た
比
較
に
は
、
な
に
に
つ
い
て
比
較
す
る
の

か
と
い
う
一
義
的
な
観
点
が
必
要
で
あ
る
。
と
く
に
、
た
と
え
ば
西

洋

「近
＇
現
代
」
の
「
資
本
主
義
」
を
、
「
古
代
」
や
「
中
世
」
の
そ

れ
と
比
較
す
る
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
西
洋

「文
化
圏
」

総
体
の
「
合
理
主
義
」
の
特
性
を
、
他
の
「
文
化
圏
」
総
体
と
多
面

的
に
比
較
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
比
較
の
項
目
が
増
え
、
そ
の
範
囲

も
広
く
な
る
ば
あ
い
、
そ
の
観
点
を
し
っ
か
り
定
め
、
基
礎
を
固
め

て
お
か
な
い
と
、
対
象
の
多
様
性
に
足
を
掬
わ
れ
、
思
わ
ず
別
類
の

要
素
と
の
比
較
に
ズ
レ
込
み
、
混
乱
に
陥
る
危
険
が
大
き
い
で
あ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、

「客
観
性
論
文
」
で
も
予
告
さ
れ
て
い
た
よ
う

に
、
「
マ
ル
ク
ス
お
よ
び
ロ
ッ
シ
ャ
ー
以
降
の
社
会
経
済
科
学
」
の

「対
象
の
範
囲
が
、
…
…
あ
ら
ゆ
る
文
化
事
象
の
総
体
に
ま
で
押
し

広
げ
ら
れ
」
、
「
研
究
の
領
域
が
、
ま
っ
た
く
見
渡
し
が
た
い
ま
で
の

範
囲
に
お
よ
」
ぶ
ば
あ
い
、
比
較
の
観
点
の
確
定
が
、
そ
れ
だ
け
い
っ

そ
う
重
要
と
な
る
。

さ
て
、
比
較
の
観
点
と
は
、
比
較
す
べ
き
要
素
の

「類
概
念
」
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
対
象
の

「特
性
把
握
」
と
い
っ
て
も
、

個
性
的
な
「
布
置
連
関
」
と
し
て
的
確
か
つ
確
実
に
把
握
し
、
他
者

に
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
論
証
す
る
に
は
、
こ
こ
で
も
や
は
り

「類

概
念
」
と
い
う
一
般
概
念
の
確
定
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ

う
し
た
上
で
、
当
の
「
類
概
念
」
に
該
当
す
る
、
広
範
囲
に
わ
た
る

諸
要
素
を
、
あ
く
ま
で
同
類
項
と
し
て
、
同
一
次
元
で
比
較
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
を
、
こ
ん
ど
は
「
類
的
理
念
型
」
を
構
成
し
て
捕
捉

(50) 

し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

ヴ
ェ
ー
パ
ー
流
の
概
念
構
成
と
い
え
ば
、
通
例
即
座
に
「
理
念
型
」

が
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
間
違
い
で
は
な
い
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ー
が
、
他
面
、
か
れ
に
お
け
る
「
類
概
念
」
の
意
義
が
看
過
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
具
体
的
な
例
証
と
し
て
、
か
れ
自
身
の

書
簡
か
ら
一
節
を
引
用
し
よ
う
。
こ
の
書
簡
は
、
「
客
観
性
論
文
」

か
ら
一

0
年
後
の
一
九
一
四
年
六
月
ニ
―
日
に
、
歴
史
家
ベ
ロ
ー
に

宛
て
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
本
稿
が
こ
れ
か
ら
論
証
を

重
ね
て
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
結
論
を
先
取
り
し
て
お
り
、
そ
の
意
味

で
は
か
え
っ
て
不
都
合
で
あ
る
が
、
例
解
と
し
て
こ
れ
以
上
の
も
の

は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
も
参
照
し
て
お
き
た
い
。

「
…
…
わ
た
し
は
こ
の
冬
に
は
、
『
社
会
科
学
綱
要
』
[
『
社
会
経
済
学
綱

要
』
の
誤
記

＇
折
原
]
へ
の
か
な
り
包
括
的
な
寄
稿
を
印
刷
に
付
す
こ
と
に

な
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
寄
稿
は
、
『
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
は
比
較
す
る
」
と
い

う
烙
印
を
押
さ
れ
る
の
も
覚
悟
で
、
も
ろ
も
ろ
の
政
治
団
体
の
形
態
を
、

比
較
し
つ
つ
体
系
的
に
取
り
扱
う
も
の
で
す
。
思
う
に
‘
[
西
洋
]
中
世
都

、
、
、
、
、

市
に
特
有
な
も
の
、
で
す
か
ら
、
ま
さ
に
歴
史
が
わ
れ
わ
れ
に
提
示
す
べ

き
も
の
（
こ
の
点
に
か
け
て
、
わ
れ
わ
れ
は
完
全
に
意
見
が
一
致
し
ま
す
！
）

は
、
他
の
（
古
典
古
代
、
中
国
、
イ
ス
ラ
ム
の
）
都
市
に
は
欠
け
て
い
た

も
の
を
確
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

他
の
す
べ
て
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
ま
す
。
そ
の
上
で
、
そ
う
し

た
中
世
都
市
に
特
有
な
も
の
を
因
果
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
歴

史
の
課
題
で
す
。
貴
台
も
こ
れ
と
根
本
的
に
異
な
る
考
え
を
お
持
ち
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
多
く
の
個
所
に
、
反
対
よ
り
も
む
し
ろ
賛
成
の
意
向
が

示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
わ
た
し
の
解
す
る
社
会
学

d
i
e

S
o
z
i
o
l
o
g
i
e
,
 w

i
e
 i
c
h
 
sie 
v
e
r
s
t
e
h
e

こ
そ
、
上
述
の
き
わ
め
て
さ
さ

や
か
な
予
備
研
究
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
さ
い
、
あ
ら
ゆ

る
研
究
領
域
の
専
門
家
に
な
る
こ
と
は
、
所
詮
は
不
可
能
で
す
か
ら
、
あ

る
ひ
と
つ
の
大
領
域
を
完
全
に
マ
ス
タ
ー
し
て
い
る
研
究
者
[
専
門
家
，
折

原
]
か
ら
不
興
を
買
う
こ
と
は
、
遺
憾
な
が
ら
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
も
わ
た
し
は
、
そ
う
し
た
研
究
が
、
学
問
上
無
益
で
は
な
い
と
確
信
し

(Sl) 

ま
す
。」。
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こ
こ
で
は
、
「
客
観
性
論
文
」
に
示
さ
れ
た
四
段
階
構
想
の
骨
組

み
は
維
持
さ
れ
た
上
で
、
た
だ
そ
の

I
.
「
予
備
研
究
」
と

II.
「
特

性
把
握
」
の
手
続
き
が
具
体
化
さ
れ
、

I
.
「
予
備
研
究
」
と
し
て

「
わ
た
し
の
解
す
る
社
会
学
」
が
登
場
し
て
い
る
。
ベ
ロ
ー
の
価
値

理
念
か
ら
も
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
価
値
理
念
か
ら
も
と
も
に

「
知
る
に
値

し
」
、
そ
れ
ゆ
え

II.
「
特
性
把
握
」
の
対
象
と
な
る
「
西
洋
中
世
都

市
」
の
個
性
的
特
質
は
、
西
洋
古
典
古
代
、
中
国
、
イ
ス
ラ
ム
の
、

同
類
の
都
市
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
確
証
さ
れ
る
。
し

か
し
そ
う
し
た
比
較
に
は
、
「
な
に
に
つ
い
て
比
較
す
る
の
か
」
が

予
め
確
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
都
市
と
い
う

「
社
会
形
象
」
の
比
較
で
あ
る
か
ら
に
は
、
当
の
社
会
形
象
に
共
通

の
要
素
を
抽
出
し
て
厳
密
に
規
定
す
る
、
都
市
の
「
類
概
念
」
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
「
類
概
念
」
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の

概
念
標
識
に
該
当
す
る
西
洋
中
世
都
市
、
西
洋
古
典
古
代
都
市
、
中

国
都
市
、
イ
ス
ラ
ム
都
市
な
ど
が
比
較
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
初
め
て
、

た
と
え
ば
西
洋
中
世
（
内
陸
）
都
市
（
と
い
う
社
会
形
象
）
の
特
性

が
、
〈
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
し
て
政
治
的
自
律
を
獲
得
し
な
が
ら
、
（
西
洋

古
典
古
代
都
市
や
中
世
沿
海
都
市
の
よ
う
に
）
政
治
的

・
軍
事
的

・



外
延
的
膨
張
は
追
求
せ
ず
、
経
済
的
・
経
営
的
・
内
包
的
発
展
に
向

か
っ
た
自
治
都
市
〉
と
い
う
ふ
う
に
、
「
類
的
理
念
型
」
概
念
に

よ
っ
て
把
握
さ
れ
、
叙
述
さ
れ
る
。
そ
の
上
、
こ
の
「
類
的
理
念
型
」

概
念
は
、
そ
う
し
た
特
性
（
内
包
的
発
展
に
向
か
う
政
治
的
自
律
）

の
特
異
な
発
生
条
件
へ
の
問
い
を
卒
み
、
都
市
が
そ
う
し
た
自
律
を

か
ち
え
る
の
に
有
利
な
、
四
囲
の
政
治
支
配
構
造
（
と
い
う
い
っ
そ

う
包
括
的
な
社
会
形
象
）
の
特
徴
を
、
た
と
え
ば
（
ふ
た
た
び
同
類

項
•
同
一
次
元
の
比
較
に
お
い
て
、
他
文
化
圏
の
〈
世
界
帝
国
〉
的

文
化
統
一
と
鮮
や
か
な
対
照
を
な
す
）
〈
文
化
的
統
一
の
欠
落
〉
に

求
め
、
さ
ら
に
こ
の
条
件
を
、
同
じ
く
西
洋
中
世
の
政
治
支
配
構
造

に
特
有
の
〈
権
力
分
割
〉
に
探
る
、
と
い
う
ふ
う
に
「
索
出
手
段
」

と
し
て
機
能
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
か
れ
の

「
社
会
学
」
、
す
な
わ
ち

「
一
九
一

O
S
一
四
年
草
稿
」
の
世
界
に
入
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
価
値
理
念
と
の
関
係
づ
け
か
ら
「
知
る
に
値
す
る
」

す
べ
て
の
社
会
形
象
に
つ
き
、
歴
史
的
に
因
果
帰
属
さ
れ
る
べ
き
特

性
を

「
比
較
し
つ
つ
体
系
的
に
展
開
す
る
」
「
予
備
研
究
」
が
、
「
わ

た
し
（
ヴ
ェ
ー
バ
ー
）
の
解
す
る
社
会
学
」
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、

「客
観
性
論
文
」
段
階
の

I
.
「
予
備
研
究
」
が
、
抽
象
的
な
方
法
論

上
の
構
想
の
域
を
脱
し
て
「
社
会
学
」
に
具
体
化
さ
れ
て
き
て
い
る

と
い
え
る
。
た
だ
し
本
稿
で
は
、
ふ
た
た
び
出
発
点
に
戻
り
、

一
九
一

0
年
以
降
の
か
れ
の
社
会
学
に
お
け
る
方
法
上
の
基
礎
で
あ

る

「
類
概
念
」
と
「
類
的
理
念
型
」
が
、
す
で
に

「
客
観
性
論
文
」

で
も
、
「
理
念
型
」
論
中
に
姿
を
現
し
て
い
る
事
実
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。

（
七
）
類
概
念
と
「
類
的
理
念
型
」

「
客
観
性
論
文
」
の
理
念
型
論
で
、
ヴ
ェ
ー
パ
ー
は
、
抽
象
的
経

済
理
論
を
「
近
代
交
換
経
済
社
会
」
の
「
理
念
」

1
1

「
理
念
型
」
と

し
て
捉
え
返
す
と
こ
ろ
か
ら
説
き
起
こ
し
、

(
1
)
中
世
「
都
市
経
済
」

「
手
工
業
」

や
近
代

「
資
本
主
義
的
産
業
組
織
」
の
よ
う
な
歴
史
的

「
社
会
形
象
」

と、

(
2
)
「
中
世
キ
リ
ス
ト
教
」

「
自
由
主
義
」
「
社
会

主
義
」
の
よ
う
な
「
時
代
の
理
念
」
（
あ
る
時
代
の
大
衆
や
重
要
人

物
の
念
頭
に
あ
り
、
か
れ
ら
の
行
為
を
と
お
し
て
そ
の
時
代
の
文
化

を
規
定
し
た
思
想
や
理
想
）
の
理
念
型
構
成
を
論
じ
、
国
家
と
国
家

観
の
理
念
型
に
触
れ
た
あ
と
、
「
類
的
理
念
型
」
の
論
議
に
入
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら

(
l
)
と
(
2
)
は
、
「
た
と
え
ば
キ
リ
ス
ト
教
や
資
本

主
義
の
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
で
唯
一
無
二
の
特
性
が
意
義
を

も
つ
連
関
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
測
定
し
、
体
系
的
に
性
格
づ
け
る
た

(52) 

め
の
思
想
的
構
成
物
」
、
す
な
わ
ち
「
歴
史
的
個
性
体

h
i
s
t
o
r
i
s
c
h
e
s

I
n
d
i
v
i
d
u
u
m
と
し
て
の
理
念
型
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、

「歴
史
叙
述
な
ら
び
に
具
体
的
な
歴
史
的
概
念
の
構
成
要
素
と
し
て
た
え

ず
見
い
だ
さ
れ
る
類
概
念
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
う
し
た
叙
述
や

概
念
に
と
っ
て
概
念
上
本
質
的
な
特
定
の
要
素
を
抽
出
し
、
思
考
の
上
で

高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
理
念
型
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

は
、
理
念
型
概
念
の
適
用
例
の
う
ち
、
じ
っ
さ
い
上
と
く
に
頻
繁
で
重
要
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な
ば
あ
い
で
さ
え
あ
る
。
そ
し
て
、
個
性
的
な
理
念
型
は
い
ず
れ
も
、
類

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

.

.
 、
、
、
、
、
、
(
g
)

的
で
理
念
型
と
し
て
構
成
さ
れ
た
概
念
要
素
か
ら
合
成
れ
る
。」

ウ
ェ
ー
バ
ー
自
身
が

「
客
観
性
論
文
」
で
挙
げ
て
い
る
具
体
例
を

引
け
ば
、

「
交
換
」
と
い
う
概
念
は
、
「
財
の
相
互
的
譲
渡
」
と
い
う

日
常
的
慣
用
の
意
味
で
は
、
「
数
多
の
現
象
に
共
通
に
見
出
さ
れ
る

(54) 

標
識
の
一
複
合
体
と
い
う
意
味
に
お
け
る
単
純
な
類
概
念
」
、
「
経

(55) 

験
的
現
象
に
共
通
な
も
の
を
た
ん
に
総
括
す
る
単
純
な
類
概
念
」

に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を

「
限
界
効
用
の
法
則
」
に
関
係
づ

け
、
経
済
的
に
合
理
的
な
経
過
と
し
て

「
経
済
的
交
換
」
の
概
念
を

構
成
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
そ
う
し
た
交
換
の
類
型
的
条
件
に

か
ん
す
る
判
断
を
内
包
と
し
て
含
む
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

①
あ
る
経
済
主
体
の
支
配
下
に
あ
る
財
数
量
が
、
か
れ
に
と
っ
て
、

い
ま
ひ
と
り
の
主
体
の
支
配
す
る
他
の
財
数
量
よ
り
も
価
値
が
小
さ

く
、
後
者
に
お
い
て
は
、
同
一
財
の
価
値
評
価
に
こ
れ
と
逆
の
関
係

が
成
立
す
る
、
②
双
方
の
経
済
主
体
が
こ
の
関
係
を
認
識
す
る
、

③
か
れ
ら
が
、
こ
の
財
交
換
を
じ
っ
さ
い
に
遂
行
す
る
力
を
も
っ
て

（
祁
）

い
る
、
と
い
う
三
条
件
で
あ
る
人
間
は
、
実
生
活
に
お
い
て
、
あ

た
か
も
「
交
換
性
向
」
（
と
い
う
心
理
的
要
因
）
に
駆
ら
れ
る
か
の

(51) 

よ
う
に
「
む
や
み
や
た
ら
と
」
交
換
す
る
の
で
は
な
く
、
条
件
①
に

よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
、
双
方
に
と
っ
て
利
益
と
な
る
「
限
界
」
内
で
、

条
件
②
③
に
か
か
わ
る
「
障
害
」
を
克
服
し
て
初
め
て
、

「
経
済
行

、
「
交
換
」

(58) 

為
」
と
し
て
「
交
換
」
の
関
係
に
入
る
。
こ
の
よ
う
に

の
概
念
は
、

「経
済
的
交
換
」
の
概
念
に
鋳
直
さ
れ
て
、
（
「
近
代
交

換
経
済
社
会
」
の
歴
史
的
形
成
条
件
を
開
示
す
る
）
発
生
的
概
念
と

な
り
、
同
時
に
（
三
条
件
が
す
べ
て
の
個
人
に
つ
い
て
完
全
に
み
た

さ
れ
る
社
会
は
な
い
か
ら
）

「
理
念
型
」
と
な
る
。

ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
さ
ら
に
、
上
記

「総
体
へ
の
志
向
」
に
も
と
づ
き
、

経
済
現
象
だ
け
で
は
な
く
、
別
の
生
活
領
域
の
現
象
に
つ
い
て
も
、

類
概
念
を
設
定
し
、
類
的
理
念
型
を
構
成
し
て
い
く
の
で
、
そ
う
し

た
別
領
域
か
ら
具
体
例
を
引
く
こ
と
も
で
き
る
。
た
と
え
ば
宗
教
に

つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
定
義
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
あ
ら
ゆ
る

〈宗

教
的
行
為
〉
に
共
通
の
メ
ル
ク
マ

ー
ル
を
取
り
出
し
、

〈
「
精
霊
」

「霊
魂
」「
神
々
」

「デ
ー
モ
ン
」
と
い
っ
た
《
超
自
然
的
諸
力
》
と

人
間
と
の
関
係
の
秩
序
づ
け
に
準
拠
す
る
行
為
〉
と
い
う
類
概
念
を

設
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
、
特
定
の
価
値
理

念
か
ら
見
た
宗
教
の
「
本
質
」
に
関
係
づ
け
、
〈
超
自
然
的
諸
力
〉

の
な
か
か
ら
〈
神
々
〉
と
く
に
〈
唯
一
の
人
格
神
〉
を
取
り
出
し
、

そ
の
〈
神
へ
の
奉
仕

G
o
t
t
e
s
d
i
e
n
s
t
〉
も
、
神
に
嘉
せ
ら
れ
る

〈
内
面
的
志
操
〉
の
（
結
果
を
顧
慮
し
な
い
）
自
己
目
的
的
堅
持
と

い
う
と
こ
ろ
に
ま
で

「
思
考
の
上
で
高
め
（
つ
き
つ
め
）
」
て
い
く

と
、
〈
倫
理
的
宗
教
性
〉
と
い
う
概
念
が
え
ら
れ
る
。
こ
の
概
念
は
、

当
の
宗
教
性
と
「
近
代
的
人
格
性
」
（
統
一
的
で
持
続
的
な
生
き
方
）

と
の
関
連
を
開
示
し
、
発
生
的
性
格
を
帯
び
る
が
、
同
時
に
（
「
現

世
利
益
」
を
求
め
て
多
分
に
非
「
倫
理
的
」
な
）
現
実
の
経
験
的
な

宗
教
的
行
為
か
ら
は
遠
ざ
か
り
、
こ
れ
と
の
距
離
を
比
較
し
つ
つ
測
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定
す
る
概
念
的
手
段
、
す
な
わ
ち
理
念
型
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

た
と
え
ば
〈
禁
欲
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
〉
の
よ
う
な
「
歴
史

的
個
性
体
と
し
て
の
理
念
型
」
も
、
こ
の
〈
倫
理
的
宗
教
性
〉
と
い

ぅ

「
類
的
理
念
型
」
と
、
〈
神
の
「
容
器
」
で
な
く
「
道
具
」
に
な

る
救
済
目
標
〉

〈
世
俗
内
的
救
済
道
〉
〈
顕
示
的
信
仰

f
i
d
e
s

e
x
p
l
i
c
i
t
a
〉
そ
の
他
、
い
く
つ
か
の

「類
的
理
念
型
」
を
概
念
要
素

と
し
て
合
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

．． 

な
お
、

「
…
…
単
純
な
類
概
念
と
類
的
な
理
念
型
…
…
と
の
対
立

.

.

.

.

.

.

.

.

 
、

、

、

（

59
)

は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
個
々
の
ば
あ
い
に
は
流
動
的
で
あ
る
」
。

こ
の
点
は
、
い
ま
挙
げ
た
宗
教
一
般
と
〈
倫
理
的
宗
教
性
〉
の
例

か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
両
者
の
中
間
に
は
、
た
と
え
ば

〈
呪
術
的

「
神
強
制
」
か
ら
は
抜
け
出
て

「
神
奉
仕
」
に
い
た
り
な
が
ら
も
、

そ
の
動
機
は

「
与
え
ら
れ
る
た
め
に
与
え
る

d
o

u
t
 
d
e
s
」
と
い
う

利
己
的
な
原
生
状
態
に
と
ど
ま
る
〉
と
い
っ
た
過
渡
形
態
が
あ
り
、

そ
う
し
た
概
念
指
標
を
「
類
的
理
念
型
」
と
し
て
定
立
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
宗
教
性
の
経
験
的
現
実
は
流
動
的
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ

ば
こ
そ
、
一
義
的
で
鋭
い
理
念
型
概
念
が
構
成
さ
れ
、
尺
度
と
し
て

持
ち
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
八
）
理
念
型
の
経
験
的
妥
当
性

さ
て
、
理
念
型
的
に
構
成
さ
れ
た
概
念
な
い
し
理
論
に
は
、

「
現

．
 

、
‘

.

.

.

.

.

 
、

、
、
、

実
を

『
法
則
』
か
ら
演
繹
で
き
る
と
い
う
意
味
に
お
け
る
経
験
的
妥

•

(
6
0
)、

当
」
は
求
め
ら
れ
な
い
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
メ
ン
ガ
ー
批
判
は
、
メ
ン

ガ
ー
が
法
則
的
認
識
と
歴
史
的
認
識
と
を
区
別
し
な
が
ら
、
精
密

的
方
針
に
よ
る
抽
象
理
論
の
諸
定
理
に
こ
の
意
味
の
経
験
的
妥
当
を

要
求
し
た
点
に
向
け
ら
れ
た
。
抽
象
理
論
の
方
法
的
捉
え
返
し
で
あ

る
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
理
念
型
も
、
こ
の
意
味
の
経
験
的
妥
当
を
要
求
す

る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
理
念
型
が
、
お
よ
そ
い
か

な
る
意
味
で
も
経
験
的
妥
当
性
を
問
わ
れ
な
い
ー

|
こ
の
点
に
か
ん

す
る
検
証
を
受
け
付
け
な
い
観
念
形
象
な
の
か
と
い
う
と
、
け
っ

し
て
そ
う
で
は
な
い
。
か
れ
自
身
、

「
客
観
性
論
文
」
で
も
、
そ
う

し
た
解
釈
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
は
っ
き
り
斥
け
て
い
る
。

「[
手
工
業
か
ら
資
本
主
義
へ
の
転
形
の
理
念
型
的
構
成
に
つ
い
て
]
経

験
的
ー
歴
史
的
な
発
展
の
経
過
が
、
事
実
上
こ
の
構
成
さ
れ
た
経
過
と
同

一

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
こ
の
構
成
を
索
出
手
段
と
し
て
援
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
初
め
て
、
理
念
型
と
『
事
実
』
と
を
比
較
す
る
と
い
う
や
り
方

で
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
理
念
型
が

「正
し
く
』
構
成
さ
れ
て
い
て
、

、

.

.

 

事
実
上
の
経
過
が
こ
の
理
念
型
の
経
過
に
対
応
e
n
t
s
p
r
e
c
h
e
n

し
な
い
と

す
れ
ば
、
よ
っ
て
も
っ
て
、
中
世
の
社
会
は
、
ま
さ
し
く
あ
る
関
係
に
お

い
て
は
厳
密
に
『
手
工
業
的
』
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
証
明

B
e
w
e
is
が

••••• 

な
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
…
…
…
そ
の
ば
あ
い
、
当
の
理
念
型
は
同
時

．．
 

に
、
中
世
社
会
の

『手
工
業
的
』
で
な
い
構
成
部
分
を
、
そ
の
特
性
と
歴

史
的
意
義
と
に
お
い
て
い
っ
そ
う
鋭
く
把
握
す
る
道
へ
と
、
研
究
を
導
く

で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
理
念
型
は
、
ま
さ
し
く
そ
れ
自
体
の
非
現

．．．． 

実
性
を
露
呈
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
論
理
的
な
目
的
を
果
た
し
た
と

い
え
る
。
つ
ま
り
|

|
こ
の
ば
あ
い
に
は
ーー’
、
あ
る
ひ
と
つ
の
仮
説
が

(62
)
 

検
証
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。」
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「
理
念
型
」
が
、

概
念
的
に
純
粋
な
姿
で
は
現
実
の
ど
こ
に
も
見

出
さ
れ
な
い

「
思
想
像
」
「
（
論
理
的
）
理
想
像
」
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」

で
あ
る
と
い
っ
て
も
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
ま
さ
に
そ
う
で

．．
 

あ

れ

ば

こ

そ

、

「
個
々
の
ば
あ
い
ご
と
に

in
jed
e
m
 ein
z
e
ln
e
n
 

Fal
芯
現
実
が
、
ど
の
程
度
こ
の
理
想
像
に
近
い
か
、
ま
た
は
遠

(g) 

い
か
」
、
あ
る
い
は

「
事
実
上
の
経
過
が
こ
の
理
念
型
に
対
応
」
す

る
か
い
な
か
、
が
た
え
ず
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
じ
っ
さ
い

の
経
験
科
学
的
研
究
に
お
い
て
は
、
あ
る
理
念
型
に
つ
い
て
、
そ
の

経
験
的
妥
当
性
が
問
わ
れ
、
そ
の
結
果
む
し
ろ
、
経
験
的
事
実
と
の

不
対
応
が
見
出
さ
れ
、
（
当
の
経
験
的
事
実
に
い
っ
そ
う
よ
く
対
応

す
る
）
つ
ぎ
の
理
念
型
構
成
に
道
を
開
き
、
そ
の
よ
う
に
し
て
、
よ

り
い
っ
そ
う
現
実
に
迫
る
総
合
像
へ
と
自
己
止
揚
を
遂
げ
て
い
く
と

(g 

こ
ろ
に
、
理
念
型
的
方
法
の
本
領
が
発
揮
さ
れ
る

(65) 

こ
の
点
、
お
そ
ら
く
は

「客
観
性
論
文
」
末
尾
の
誤
訳
と
も
結
び

つ
い
て
、
理
念
型
が
経
験
的
妥
当
性
を
問
わ
れ
な
い
観
念
形
象
で
あ

る
か
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
ヴ
ェ
ー
バ
ー
が

「客
観
性
」
を
「
断
念

V
e
r
z
i
c
h
t
」
し
た

「新
観
念
論
」
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
解
す
る
言

説
が
、
い
ま
な
お
影
響
力
を
保
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
こ
こ
で
と

(S
)
 

く
に
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
と
い
う
の
も
、
い
っ
た
ん
そ

う
し
た
陥
穿
に
落
ち
込
む
と
、

「
理
念
型
」
が
、
経
験
的
事
実
に
よ

る
検
証
を
怠
る
独
善
の
隠
れ
蓑
、
あ
る
い
は
経
験
的
事
実
を
提
示
し

た
批
判
を
か
わ
す
遁
辞
、
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
か
ら

で
あ
る
。

（
九
）
「
解
明
」
の
方
法
的
意
義

「
流
出
論
理
」
批
判
と
「
原
子
論
」
的
説
明
方
針

さ
て
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、

「
客
観
性
論
文
」
か
ら
の
上
記
引
用
個

所
で
は
、
精
神
的
事
象
の
追
体
験
的
理
解
を
社
会
科
学
に
固
有
の
課

題
と
認
め
な
が
ら
、

「
さ
ほ
ど
原
理
的
で
は
な
い
」
と
し
て
あ
っ
さ

り
引
っ
込
め
て
し
ま
い
、
そ
の
可
能
性
を
さ
ら
に
追
求
し
て
い
こ
う

と
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
精
神
的
事
象
と
い
う
対

象
的
・
素
材
的
契
機
に
よ
っ
て

「精
神
科
学
」
を
自
然
科
学
か
ら
区

別
し
よ
う
と
す
る
デ
ィ
ル
タ
イ
に
た
い
し
て
、
個
性
記
述
（
特
殊
化
）

か
法
則
定
立
（
一
般
化
）
か
、
と
い
う
方
法
的
契
機
に
よ
っ
て
、
歴

史
（
文
化
科
学
）
と
自
然
科
学
と
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
、
ヴ
ィ
ン

デ
ル
バ
ン
ト
ー
リ
ッ
カ
ー
ト
流
の
見
地
を
優
先
さ
せ
て
い
た
、
と
い

う
事
情
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
ヴ
ェ
ー
パ
ー
は
、
諸
科
学
の
抽
象
的
区
分
自
体
を
自

己
目
的
と
し
た
の
で
は
な
く
、
区
分
原
理
に
則
っ
た
諸
科
学
の
適
切

な
組
み
合
わ
せ
と
総
合
に
よ
り
、
具
体
的
な
経
験
科
学
的
研
究
成
果

に
到
達
す
る
こ
と
こ
そ
肝
要
と
見
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
い
っ
た

ん
方
法
的
区
分
原
理
に
則
っ
た
四
段
階
構
想
が
上
記
の
と
お
り
定
立

さ
れ
、

「特
性
把
握
」
に
お
い
て
も
「
因
果
帰
属
」
に
お
い
て
も
、

人
間
の
協
働
生
活
と
そ
こ
で
生
成
さ
れ
る
諸
形
象
（
一
方
で
社
会
形

象
、
他
方
で
は
文
化
形
象
と
し
て
の
文
化
財
）
と
い
う
対
象
と
取
り

、

、

、

、

、

、

、

、

、

組
む
段
に
な
る
と
、
こ
ん
ど
は
そ
う
し
た
対
象
の
特
質
に
即
し
て
、

そ
れ
だ
け
適
切
な
対
象
認
識
に
到
達
す
る
方
法
を
編
み
出
す
こ
と
が
、
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新
た
な
課
題
と
な
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、
「
ロ
ッ

シ
ャ
ー
論
文
」
の
注
で
は
、
「
他
人
の
精
神
生
活
を
解
明
す
る
こ
と

は
原
理
的
に
不
可
能
」
と
い
う
リ
ッ
カ
ー
ト
の
命
題
に
反
対
し
て
、

「
ど
ん
な
種
類
の
人
間
行
為
な
い
し
人
間
表
現
の
経
過
も
、
意
味
の

ヽ

ヽ

●

●

あ
る
解
明

sinnvolle
D
e
u
t
u
n
g
が
可
能
で
あ
る
」
と
主
張
し
、

「
そ
う
し
た
解
明
を
方
法
と
し
て
使
用
す
る
諸
科
学
を
、
ひ
と
つ
の

特
別
の
部
類
（
精
神
科
学
）
に
括
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ

(
W
u
G
:
 1
2
 ,
 3
 

A
n
m
., 
松
井
訳
I
、
三
一
）
、
む
し
ろ
デ
ィ
ル
タ
イ

の
見
地
に
傾
い
て
い
た
。

こ
こ
に
さ
ら
に
、
つ
ぎ
の
事
情
が
加
わ
る
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、

「客
観
性
論
文
」
で
理
念
型
に
か
ん
す
る
論
議
を
結
ぶ
に
あ
た
り
、

「農
業
の
利
害
」

「
国
家
の
利
害
」「
階
級
の
利
害
」
と
い
っ
た
「
日

常
の
話
し
言
葉
で
使
い
慣
れ
て
い
る
未
分
化
な
集
合
態
概
念
」

(
W
L
:
 2
1
2
,
 富
永
•

立
野
訳
、
一
五
七
）
の
も
と
に
、
い
か
に
多

様
な
事
態
が
曖
昧
に
包
み
込
ま
れ
、
現
実
に
あ
る
差
異
や
対
立
や
矛

盾
が
隠
蔽
さ
れ
、
思
考
の
混
濁
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
か
（
ま
た
、

も
た
ら
さ
れ
か
ね
な
い
か
）
を
例
示
し
、
そ
う
し
た
集
合
態
概
念
に

代
え
て
一
義
的
で
鋭
い
理
念
型
概
念
を
用
い
る
必
要
を
力
説
し
て
い

た
。
し
か
し
か
れ
は
、
「
客
観
性
論
文
」
で
は
、

「
理
念
型
概
念
の
集

(61
)
 

合
態
概
念
に
た
い
す
る
関
係
」
へ
の
論
及
を
「
端
的
に
断
念
」
し
、

集
合
態
（
す
な
わ
ち
社
会
形
象
）
に
か
か
わ
る
理
念
型
概
念
が
い
か

に
構
成
さ
れ
、
用
い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
に
つ
い
て
は
語

ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
他
の
方
法
論
文
を

(68) 

顧
み
る
と
、
や
は
り
「
ロ
ッ
シ
ャ
ー
論
文
」
に
お
け
る
「
流
出
論
理
」

批
判
が
注
目
さ
れ
る
。

、、

.

.

.
 

そ
こ
で
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、
「
歴
史
的
ー
社
会
的
な
諸
連
関
の
『
有

機
体
』
的
統
一
性
を
因
果
的
に
分
析
し
説
明
す
る
こ
と
は
、
自
然
の

諸
有
機
体
に
つ
い
て
そ
う
す
る
以
上
に
困
難
」
で
あ
る
ば
か
り
か
、

歴
史
ー社
会
形
象
の
「
全
体
を
、
個
別
現
象
か
ら
因
果
的
に
説
明
す

る
こ
と
は
（
事
実
上
の
み
で
な
く
）
原
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
」
と

い
う
ロ
ッ
シ
ャ
ー
の
見
地
を
、
「
ド
グ
マ
」
と
し
て
斥
け

(
W
u
G
:

3
5
 ,
6》
松
井
訳
I

、
七
四
—
五
）
、
こ
れ
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
見
解
を
対

置
す
る
。
す
な
わ
ち
「
わ
れ
わ
れ
は
、
社
会
科
学

Gesellschafts'

w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t

の
領
域
で
は
、
社
会
が
そ
れ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

社
会
諸
関
係
の
す
べ
て
の
糸
が
そ
こ
を
通
り
抜
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
『
も
っ
と
も
微
細
な
部
分

kleinste
Teile
』
の
内
側
を
覗
き
込

む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
幸
福
な
状
態
に
あ
る
か
ら
、
ほ
ん
と
う
の

と
こ
ろ
は
事
態
は
逆
で
あ
る
、
と
い
う
異
論
が
、
す
で
に
メ
ン
ガ
ー

に
よ
っ
て
、
ま
た
そ
の
後
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
て
い
る
」

(
W
u
G
:
 3
5
 
A
n
m
.l)
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
（
ヴ
ェ
ー
バ
ー

の
用
語
に
置
き
換
え
れ
ば
）
、
メ
ン
ガ
ー
に
お
い
て
は
、
「
も
っ
と
も

微
細
な
部
分
」
す
な
わ
ち
社
会
を
織
り
な
す
人
間
諸
個
人
の
内
面
的
・

精
神
的
「
動
機
」
を、

「有
意
味
的
に
解
明
」
な
い
し
「
追
体
験
的

に
理
解
」
す
る
可
能
性
が
、
た
だ
た
ん
に
消
極
的
に
認
め
ら
れ
る
だ

け
で
な
く
、
む
し
ろ
自
然
科
学
に
は
な
い
社
会
科
学
の
有
利
さ
、
自

然
科
学
に
た
い
す
る
社
会
科
学
の
プ
ラ
ス
（
社
会
科
学
で
は
、
自
然
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科
学
の
観
察
に
加
え
て
、
解
明
も
可
能
で
あ
る
）
と
し
て
、
積
極
的

に
捉
え
返
さ
れ
て
い
る

。

と
す
れ
ば
、
歴
史
—
社
会
形
象
の
因
果
的

説
明
を
め
ざ
す
社
会
科
学
は
、

「
解
明
」「
理
解
」
「
意
味
」
と
い
っ

た
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
取
り
出
し
て
検
討
し
、
「
意
味
」
を
も
因
果
連
関

の
一
環
に
組
み
入
れ
る
「
解
明
」
的
説
明
の
手
続
き
を
、
科
学
の
方

法
と
し
て
鍛
え
上
げ
て
い
く
に
如
く
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
「
ロ
ッ
シ
ャ
ー
論
文
」
は
、
流
出
論
理
の
拒
否
と

い
う
消
極
面
の
み
で
な
く
、
そ
れ
に
と
っ
て
代
わ
る
新
展
開
へ
の
萌

芽
と
い
う
積
極
面
に
つ
い
て
も
、
注
目
に
値
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
メ
ン
ガ
ー
は
、
社
会
形
象
が
、
目
的
意
識
的
な
立
法

に
よ
っ
て

「
実
用
主
義
的
p
r
a
g
m
a
t
i
s
c
h
」
に
設
立
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
と
な
ら
ん
で
、
歴
史
の
経
過
の
な
か
で
「
無
反
省
的

u
n
r
e
f
l
e
c
t
i
r
t
」
に
成
立
す
る
と
い
う
事
実
に
注
目
し
た
。
そ
し
て
、

歴
史
学
派
と
同
様
、
そ
う
し
た
社
会
形
象
を
「
有
機
的
o
r
g
a
n
i
s
c
h
」

と
呼
ぶ
こ
と
も
容
認
し
た
上
で
、
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
、
か
れ
の

「精
密
的
e
x
a
c
t
」
方
針
に
よ
っ
て

「
原
子
論
的
a
t
o
m
i
s
t
i
s
c
h
」
に

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
貨
幣

制
度
の
発
生
は
、
直
接
交
換
の
（
そ
れ
ぞ
れ
特
定
量
の
特
定
財
貨
を

他
人
の
他
種
•
特
定
量
の
財
貨
と
直
接
交
換
し
よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
、

互
い
の
需
求
に
合
致
す
る
相
手
を
見
出
す
の
は
至
難
と
い
う
）
難
点

を
、
だ
れ
か
あ
る
個
人
が
、
い
っ
た
ん
第
三
の
（
自
分
の
需
求
を
直

接
充
足
し
は
し
な
い
が
、
「
販
売
力
」
「
流
通
力
」
は
あ
る
）
財
貨
と

交
換
し
、
そ
の
上
で
こ
の
第
三
の
財
貨
の
特
定
量
を
、
希
求
し
て
い

た
当
の
財
貨
と
交
換
す
る
、
間
接
交
換
へ
の
突
破
口
を
開
い
て
克
服

し
（
革
新
）
、
こ
の
新
機
軸
が
、
（
同
じ
く
直
接
交
換
の
難
点
に
直
面

し
て
困
っ
て
は
い
た
が
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
）

周
辺
の
諸
個
人
に
模
倣
さ
れ
、
普
及
し
て
、
や
が
て
慣
習
化
す
る
、

と
い
う
ふ
う
に
基
本
的
に
は
タ
ル
ド
の

「
発
明
I
模
倣
」
図
式

に
則
る
よ
う
な
仕
方
で
説
明
で
き
る
。
し
か
も
メ
ン
ガ
ー
は
、

貨
幣
制
度
の
み
で
な
く
、
集
落
、
市
場
、

言
語
、
国
家
、
法
な
ど

（
の
う
ち
、
立
法
に
よ
る
創
設
態
と
し
て

「
実
用
主
義
的
」
に
説
明

で
き
る
形
象
を
除
く
）
数
多
の
社
会
制
度
も
、
そ
の
始
源
と
変
遷
を
、

こ
の
よ
う
に
個
人
的
な
諸
努
力
の

「
無
反
省
的
」
産
物
、

「
意
図
さ

れ
な
い
合
成
果
」
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
唱
え
て
い
た
。

こ
の
方
針
を
説
く
叙
述
の
あ
る
個
所
で
、
メ
ン
ガ
ー
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
注
記
し
て
い
る
。

「
自
然
現
象
の
精
密
的
な
理
論
的
解
釈
の
帰
着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最

後
の
要
素
は
、
『
原
子
』
と

「力
」
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
両
者
と
も
非
経

験
的
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
『
原
子
』
と
い
う
も
の
を
ま

る
で
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
自
然
力
は
比
喩
と
し
て
し
か

思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
じ
っ
さ
い

に
は
現
実
の
運
動
の
わ
れ
わ
れ
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
原
因
を
自
然
力
だ

と
心
得
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
自
然
現
象
の
精
密
的
理

解
に
は
、
け
っ
き
ょ
く
の
と
こ
ろ
、
ま
っ
た
く
大
変
な
困
難
が
生
ま
れ
る
。
だ

が
、
精
密
社
会
科
学
で
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
分
析

.

.

.

.

.
 、
、
、

.

.

.

 

の
最
後
の
要
素
で
あ
る
人
間
諸
個
人
と
そ
の
諸
努
力
d
i
e
m
e
n
s
c
h
l
i
c
h
e
n
 

I
n
d
i
v
i
d
u
e
n
 
u
n
d
 i
h
r
e
 B
e
s
tre
b
u
n
g
e
n

と
は
、
経
験
的
な
性
質
を
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そ
な
え
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
精
密
的
な
理
論
的
社
会
科
学
は
、
精
密
的

な
自
然
科
学
に
く
ら
べ
て
ず
っ
と
有
利
で
あ
る
。
じ
っ
さ
い
、
『
自
然
認
識

の
限
界
』
と
そ
こ
か
ら
自
然
現
象
の
理
論
的
理
解
に
た
い
し
て
生
ま
れ
る

困
難
は
、
社
会
現
象
の
領
域
で
の
精
密
的
研
究
に
は
な
い
。
し
た
が
っ
て

A

・
コ
ン
ト
が
、
「
社
会
」
を
現
実
的
な
有
機
体
、
し
か
も
自
然
的
有
機
体

よ
り
も
い
っ
そ
う
複
雑
な
有
機
体
と
し
て
理
解
し
、
そ
の
理
論
的
解
釈
を
、

比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
ず
っ
と
複
雑
で
、
ず
っ
と
困
難
な
、
科
学
的
問
題

で
あ
る
と
し
て
い
る
と
き
、
か
れ
は
重
大
な
誤
謬
に
陥
っ
て
い
る
。
」

(M
e
n
g
er 
1
8
8
3
:
 
1
5
7
 
A
n
m
.
 

5
1
,
 

吉
田
訳
、
一
四
五
l

六
注
五
一
）

ヴ
ェ
ー
バ
ー
が

「
ロ
ッ
シ
ャ
ー
論
文
」
で
、
上
記
の
と
お
り
メ
ン

ガ
ー
に
言
及
す
る
と
き
、
か
れ
は
こ
の
（
「
精
密
自
然
科
学
」
に
た

い
す
る

「精
密
社
会
科
学
」
の

「有
利
」
さ
を
説
き
、
そ
の
根
拠
を

最
終
分
析
単
位
と
し
て
の
個
人
の
諸
努
力
の

「
経
験
的
」
性
質
に
求

め
る
）

主
張
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、

こ
の
主
張
を
積
極
的
に
受
け
止
め
、
一
方
で
は
（
社
会
形
象
に
か
ん

す
る
流
出
論
理
に
代
え
て
）

「
原
子
論
的
」
説
明
方
針
を
採
用
す
る

(69
)
 

と
同
時
に
、
他
方
で
は
、
メ
ン
ガ
ー
が
や
や
ナ
イ
ー
ヴ
に

「
経
験

的
」
と
称
し
て
い
る
（
現
実
に
直
接
体
験
さ
れ
、
明
証
を
も
っ
て

理
解
さ
れ
る
と
い
う
）
性
質
に
つ
き
、
「
経
験
」
「
体
験
」

「
明
証
」

「
理
解
」
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
掘
り
下
げ
て
検
討
し
、
当
の

「
有
利
さ
」
を
十
全
に
活
か
せ
る
よ
う
な
方
法
を
模
索
し
、
編
み
出

し
、
鍛
え
上
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

(

I

 

0
)
自
由
と
合
理
性
ロ
マ
ン
主
義
的
人
間
観
批
判

と
合
理
的
解
明
の
方
法
的
意
義

さ
て
、
こ
の
方
向
へ
の
思
考
展
開
に
立
ち
は
だ
か
る
障
壁
と
し
て
、

一
方
に
社
会
形
象
全
体
の

「
流
出
論
」
的
神
秘
化
が
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
他
方
に
は
逆
に
、
社
会
形
象
の

「
も
っ
と
も
微
細
な
部
分
」
と

し
て
の
個
人
を
、
解
明
や
予
測
を
超
え
、
ま
さ
に
そ
の
意
味
の
計
算

不
可
能
性

・
非
合
理
性
に
独
特
の

「尊
厳
」
を
宿
す

「自
由
な
人
格
」

と
し
て
、
「
聖
域
」
に
見
立
て
、
（
起
点
と
結
果
に
お
い
て
外
的
状
況

に
か
か
わ
る
行
為
に
つ
い
て
も
）
因
果
的
解
明
の
道
を
閉
ざ
し
て
し

(10
)
 

ま
う
ロ
マ
ン
主
義
的
人
間
観
が
あ
っ
た

。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、
学
生

時
代
の
経
済
学
の
師
ク
ニ
ー
ス
を
、
そ
う
し
た
思
潮
の
歴
史
学
派
内

に
お
け
る
代
表
者
に
見
立
て
、
ロ

ッ
シ
ャ
ー
と
な
ら
べ
て
批
判
の
俎

上
に
乗
せ
る
。
そ
し
て
、
ク
ニ
ー
ス
本
人
を
そ
っ
ち
の
け
に
し
て
、

「解
明
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
か
か
わ
る
他
の
諸
家
と
つ
ぎ
つ
ぎ
に
対

決
し
、
正
反
対
の
結
論
に
達
す
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
状
況
で
、
明

晰
に
意
識
し
て
設
定
さ
れ
た
目
的
を
、
外
か
ら
の
強
制
に
よ
っ
て
攪

乱
さ
れ
た
り
、
内
か
ら
の
抗
い
が
た
い
情
動
に
よ
っ
て
曇
ら
さ
れ
た

り
せ
ず
に
、
経
験
則
に
照
ら
し
て
も
っ
と
も
適
合
的
と
判
断
さ
れ
る

手
段
を
選
択
ー
採
用
し
て
貫
徹
す
る
「
目
的
合
理
的
」
行
為
こ
そ
、

行
為
者
当
人
に
と
っ
て
自
由
な
（
経
験
的
に
自
由
と
感
得
さ
れ
る
）

行
為
で
あ
り
、
と
同
時
に
、
観
察
者
に
と
っ
て
も
、
当
の
状
況
に
お

け
る
目
的
ー手
段
関
係
の
合
理
性
か
ら
、
合
理
的
に
「
解
明
可
能
」

で
、
し
か
も
最
高
度
の
「
（
合
理
的
）
明
証
性
」
を
そ
な
え
た
行
為
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で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
人
間
諸
個
人
の
行
為
は
、
現
実
に
は
つ
ね
に
、
そ
の

意
味
で
自
由
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
多
分
に
不
自
由
で
あ
る
こ
と
は
い
な

め
な
い
。
す
な
わ
ち
、
状
況
や
経
験
則
の
認
識
を
誤
る
客
観
的

「
整

合
非
合
理
性
」
と
、
惰
性
や
衝
動
や
感
情
に
囚
わ
れ
翻
弄
さ
れ
る
主

観
的

「
目
的
非
合
理
性
」
と
い
う
二
種
の
非
合
理
的
契
機
に
よ
っ
て

も
、
規
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
非
合
理
的
契
機
も
、
直
接

直
観
的
あ
る
い
は
追
体
験
的
に
把
握
さ
れ
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
じ
つ

は
合
理
的
契
機
の
認
識
を
媒
介
と
し
て
、
つ
ま
り
当
の
状
況
で

完
全
に
合
理
的
に
行
為
が
な
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
行
為
は

い
か
な
る
経
過
を
た
ど
っ
た
で
あ
ろ
う
か
と
問
い
、
客
観
的
に

可
能
な
合
理
的
極
限
事
例
（
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
文
」
で

「
整
合
型

R
i
c
h
t
i
g
k
e
i
t
s
t
y
p
u
s
」
と
今
叩
々
O

さ
れ
る
）
を
仮
構
（
理
念
型
と
し
て

構
成
）
し
、
現
実
の
行
為
を
そ
の
整
合
型
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
い
っ
そ
う
よ
く
索
出
さ
れ
、
論
証
さ
れ
よ
う
。
こ
の
点
に
か
け

て
も
ヴ
ェ
ー
パ
ー
は
、
メ
ン
ガ
ー
の
精
密
的
方
針
を
継
受
し
、
ロ
マ

ン
主
義
的
な
、
個
人
の
神
秘
的
実
体
化
を
破
砕
す
る
と
同
時
に
、

翻
っ
て
メ
ン
ガ
ー
理
論
を
意
味
転
換
し
、

「
（
経
済
的
に
）
合
理
的
な

理
念
型
」
と
し
て
捉
え
返
す
こ
と
に
よ
り
、
経
済
行
為
以
外
の
「
非

合
理
的
」
行
為
領
域
に
も
ー
ー
し
た
が
っ
て
人
間
行
為
一
般
に
I

索
出
手
段
と
し
て
転
移
し
、
展
開
し
て
い
く
道
を
切
り
開
い
た
の
で

あ
る
。

（
十
一
）
客
観
的
意
味
（
規
範
学
）
と
主
観
的
意
味
（
経
験
科
学
）

と
の
峻
別
「
社
会
」
概
念
の
救
出
と
再
構
成

さ
て
、

「
国
家
」
「
階
級
」
と
い
っ
た
社
会
形
象
に
、
日
常
生
活
上

の
慣
用
語
が
か
ぶ
せ
ら
れ
、
学
問
的
に
追
認
さ
れ
、

「
流
出
論
理
」

の
上
塗
り
が
施
さ
れ
る
と
、
社
会
形
象
が
、
（
そ
れ
を
構
成
し
て
い

る
）
諸
個
人
の
解
明
可
能
な
行
為
に
ま
で
分
析
さ
れ
、
多
少
と
も
秩

序
づ
け
ら
れ
た
協
働
行
為
と
し
て
再
構
成
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の

ま
ま
一
個
の

「集
合
単
体
」
と
し
て
実
体
化
・
神
秘
化
さ
れ
、
こ
の

実
体
化

・
神
秘
化
が
翻

っ
て
そ
う
し
た
分
析
ー
解
明
I

再
構
成
へ
の

道
を
閉
ざ
す
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
ヴ
ェ
ー
パ
ー
が
、
メ
ン
ガ
ー
の

「
原
子
論
」
「
方
法
的
個
人
主
義
」
を
採
用
し
て
悪
循
環
を
断
ち
、
デ
ィ

ル
タ
イ
の
解
明
的
方
法
と
結
び
つ
け
て
展
開
し
た
こ
と
、
は
上
述
し

た
と
お
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
い
ま
ひ
と
つ
、
社
会
諸
形
象
に
、
先

行
学
問
と
し
て
の
法
学
の
諸
概
念
が
転
用
さ
れ
、
法
学
的
概
念
構
成

と
社
会
科
学
的
概
念
構
成
と
の
違
い
が
鋭
く
意
識
さ
れ
な
い
ま
ま
だ

と
、
社
会
形
象
が
こ
ん
ど
は
「
法
人
格
」
と
し
て
実
体
化
さ
れ
た
り
、

「規
範
学
（
な
い
し
教
義
学
）

D
o
g
m
a
t
i
k
」
的
思
考
の
紛
れ
込
み
と

混
滑
に
よ
り
、
そ
の
「
経
験
科
学
e
m
p
i
r
i
s
c
h
e
 

W
 
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
 t
」

的
分
析
—

解
明
—
再
構
成
が
や
は
り
妨
げ
ら
れ
た
り
、
歪
め
ら
れ
た

(72
)
 

り
す
る
。
当
時
こ
う
し
た
弊
害
が
、
「
史
的
唯
物
論
の
克
服
」
を
謳
っ

た
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
の
著
書
『
経
済
と
法
』

(
S
t
a
m
m
l
e
r
1
9
0
6
)

に

よ
り
、
半
ば
意
図
し
て
曖
昧
な
認
識
論
の
上
塗
り
を
施
さ
れ
、
増
幅

さ
れ
て
い
る
と
見
た
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
と
徹
底
的
に
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対
決
し
、
こ
の
ば
あ
い
に
も
そ
う
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
シ
ュ

タ
ム
ラ
ー
の
「
社
会
」
「
社
会
科
学
」（
お
よ
び
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
が
そ

れ
ら
に
対
置
し
た
「
自
然
」
「
自
然
科
学
」
）

概
念
に
と
っ
て
代
わ
る

か
れ
自
身
の
当
該
概
念
を
打
ち
出
し
、
（
混
滑
に
舞
い
戻
ら
な
い
よ

う
に
）
精
細
に
規
定
し
て
い
っ
た
。

シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
の
主
張
は
、

I
.
「
社
会
科
学
」
の
対
象
と
し
て
措

定
さ
れ
る
「
人
間
の
社
会
生
活
s
o
z
i
a
l
e
s
L
e
b
e
n
 d
e
r
 M
e
n
s
c
h
e
n
」

を、

「
自
然
」

と
対
置
し
、
し
た
が
っ
て

「
社
会
科
学
」
を

「
自
然

科
学
」
と
の
二
者
択
一
的
な
対
立
関
係
に
お
い
て
捉
え
、

II
．
当
の

「
社
会
生
活
」

の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を

「
外
的
に
規
制
さ
れ
た
協

働
ii
u
J3
e
rli
c
h
g
e
r
e
g
e
lt
es 
Z
u
s
a
m
m
e
n
w
ir
k
e
n
」
に
求
め
、

m．そ

う
し
た
外
的
規
制
を
「
社
会
生
活
」
の
「
形
式
F
o
r
m
」
と
し
て
、

（
経
済
な
ど
の
）
「
質
料

M
a
ter
ie
」
と
対
置
す
る
も
の
で
あ
っ
た

(
S
t
a
m
m
l
e
r
 
1
9
0
6
,
 

Z
w
e
i
t
e
s
 Buch• 

D
e
r
 
G
e
g
e
n
s
t
a
n
d
 
d
e
r
 

S
o
z
i
a
l
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
:
 
7
5
 ,
 15
8
)

。
そ
こ

で
ヴ
ェ
ー
パ
ー
の
糾
岱
判
は
、

シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
の
矛
盾
や
曖
昧
さ
を
暴
露
す
る
の
み
で
な
く
、

I
．
当
時
の
主
た
る
「
自
然
」
「
自
然
科
学
」
（
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の

対
極
）
概
念
を
批
判
的
に
集
約
し
て
、

(
1
)
「
客
観
的
意
味
」
に
つ

い
て

「
理
念
な
い
し
当
為
と
し
て
の
妥
当
性
」
を
問
う

「規
範
学
」

と

(
2
)
「
主
観
的
意
味
」
に
つ
い
て
そ
の

「
存
在
と
因
果
的
意
義
」

を
問
う

「
経
験
科
学
」
と
い
う
独
自
の
学
問
分
類
を
提
示
し

(
W
L
:

3
2
0
 ,2》

3
3
6
,

3
5
7
 ,
 9
,
 3

8
2
 ,3
『
い
i
廿
k

印ぃ
‘
=-―-|-＝
-g
]
、
g
]
l
i
1
+
ハ‘

六
一
—
四
）
、I
I
．
こ
の
論
理
的
区
別
を
堅
持
し
つ
つ
「
規
則
R
e
g
e
l
」

概
念
を
吟
味
し
、
①
規
範
学
の
対
象
と
し
て
の
「
規
範

Z
o
r
m
」

「
命
令
I
m
p
e
r
a
t
i
v
」
と
、
②
経
験
科
学
の
対
象
と
し
て
の
「
経
験

的
規
則
性
」
以
外
に
、
③
行
為
の
因
果
的
一
契
機
と
し
て
「適
合
的
」

に
は
経
験
的
規
則
性
を
引
き
起
こ
す
「
規
範
表
象
」
1
1

「
格
率

M
a
x
i
m
e
」
（
精
確
に
は
、
他
に

「目
的
論
的
格
率
」
も
あ
る
の
で
、

そ
の
一
部
類
と
し
て
の
「
規
範
的
格
率
」）

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を

定
立
し

(
W
L
:
3
2
2
 ,
 
4
5
,
 :

 松
井
訳
、
三
四
I

五
三
）
、
こ
の
観
点
か

ら
、
皿
「
法
」
な
い
し
「
慣
習
律
」
も
、
「
社
会
生
活
」
の

「
形
式
」

で
は
な
く
、
「
格
率
」
と
し
て
そ
の
「
内
容
」
の
一
部
を
な
す
こ
と

を
示
し
た

(
W
L
:
3
3
6
,
 3

5
3
,
 

松
井
訳
、
四
五
、
五
九
）
。
と
い
う

こ
と
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
批
判
が
、
否
定
的
に
は
、
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー

に
よ
る
規
範
学
と
経
験
科
学
と
の
混
同
（
前
者
の
後
者
へ
の
押
し
か

ぶ
せ
）
、
論
理
と
現
実
と
の
混
同
、
考
察
の
主
体
（
わ
れ
わ
れ
観
察

者
）
と
客
体
（
対
象
を
な
す
行
為
者
）
と
の
混
同
（
主
題
転
移
）
、

ま
た
客
体
に
つ
い
て
い
え
ば
、
た
と
え
ば

「
規
制
さ
れ
た
協
働
生
活
」

の
対
極
と
し
て
、
「
孤
立
的
個
人
」
と
複
数
個
人
の
「
孤
立
的
棲
息
」

（
「
空
間
的
—
時
間
的
併
存
」
）
と
の
半
ば
意
図
的
な
混
同
、
な
ど
を

逐
一
克
明
に
暴
き
な
が
ら
も
、
積
極
的
に
は
、
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
自
身

の
意
図
し
て
い
た
「
社
会
科
学
」
と
そ
の
基
礎
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
、
そ

う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
混
同
か
ら
救
い
出
し
、
解
き
放
ち
、
経
験
科
学

と
し
て
整
合
的
に
再
構
成
す
る
と
ど
う
な
る
か
、
と
問
い
、

「シ

ュ

タ
ム
ラ
ー
が
考
え
ら
れ
た
は
ず
の
こ
と
」
(
W
L
:
3
6
8
,
 4

2
7
)

を
シ
ュ

タ
ム
ラ
ー
に
代
わ
っ
て
考
え
、
経
験
科
学
と
し
て
の
社
会
科
学
の
可
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能
性
を
追
求
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
三
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、

シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
が
、
「
制
定
律
S
a
t
z
u
n
g
に
よ
っ
て
外
的
に
規
制
さ

れ
た
協
働
生
活
」
と

「規
制
の
な
い
併
存
」
と
い
う
論
理
上
は
非
和

解
的
な
対
立
を
経
験
的
現
実
に
投
射
し
（
論
理
と
現
実
と
の
混
同
）
、

「
孤
立
的
併
存
」
か
ら

「
社
会
生
活
」

へ
の

「
経
験
的
移
行
」
も

「
絶
対
に
不
可
能
」
で
、
中
間
に

「
第
三

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
が
存
立

す
る
余
地
も
な
い
、
と
説
い
て
い
た
の
に
た
い
し
て
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー

は
か
れ
の
諸
概
念
を
、
そ
う
し
た
ス
コ
ラ
学
的
硬
直
化
の
窮
地
か
ら

救
い
出
し
、

(
1
)
①
「
事
実
上
の
規
則
性
」
（
慣
習
）
‘
②
「
慣
習

律
」
、
③

「制
定
律
」
と
い
っ
た

「類
的
理
念
型
」
概
念
に
鋳
直
し

て、

①
か
ら
②
を
へ
て
③
に
い
た
る
経
験
的

「
発
展
」

を
問
う
論
理

的
可
能
性
を
開
き
、

(
2
)
当
初
は
も
っ
ぱ
ら

「
神
の
賜
物
」
と
し

て
あ
っ
た
制
定
律
が

「人
間
の
創
作
物
」
と
し
て
再
編
制
さ
れ
る
経

緯

(
「
-
九
一

O
S
一
四
年
草
稿
」
の
術
語
で
言
い
な
お
せ
ば
、
〈
法

予
言
者
〉
に
よ
る

〈
カ
リ
ス
マ
的
〉
〈
神
聖
法
〉〈
創
造
〉
か
ら
、

〈
法
名
望
家
〉
〈
法
律
専
門
家
〉
に
よ
る
〈
世
俗
（
的
実
定
）
法
〉

の
目
的
意
識
的
〈
定
立
〉
と
〈
法
典
編
纂
〉
へ
の
〈
固
有
法
則
的
〉

発
展
）
を
問
う
歴
史
的
。
ハ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ー
フ
を
開
き
、

(
3
)
あ
る

制
定
律
が

「
客
観
的
意
味
」
規
範
と
し
て
存
立
し
て
い
る
と
し
て
も
、

「主
観
的
意
味
」
の
次
元
で
は
、
そ
の
遵
守
と
し
て
経
験
的
規
則
性

が
対
応
す
る
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
あ
る
い
は
逆
に
、
「
命
令
」
的
規
範

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
主
観
的
意
味
」
の
上
で
は
同
一
の
経
験

的
規
則
性
が
存
在
す
る
（
た
と
え
ば
、
母
親
に
授
乳
を
命
ず
る
制
定

律
の
あ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
で
、
母
親
が
き
ま
っ
て
授
乳
す
る
と
し
て
も
、

ほ
と
ん
ど
の
ば
あ
い
、
当
の
制
定
律
を
知
っ
て
そ
れ
に
し
た
が
う
わ

け
で
は
な
い
し
、
同
類
の
制
定
律
は
な
い
多
く
の
国
々
で
も
、
母
親

た
ち
は
「
あ
た
か
も
そ
う
し
た
制
定
律
に
し
た
が
う
か
の
よ
う
に
」

(
＂
）
、
、
、
、
、
、

同
一
の
経
験
的
規
則
性
を
も
っ
て
授
乳
し
て
い
る
）
事
実
の
意
味
を

掘
り
起
こ
し
て
、

「
合
意
V
e
r
s
t
a
n
d
i
g
u
n
g
」
「
合
意
に
も
と
づ
く
協

働
」
と
い
う
概
念
を
設
定
し
て
い
る
。
「
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
論
文
」
の

「
補
遺
」
で
言
及
さ
れ
る
、
①
「
『
孤
立
的
な
』
（
主
観
的
意
味
関
係

の
な
い
）
空
間
的
—

時
間
的
併
存

」
か
ら
〈
同
種
の
大
衆
的
行
為

〉
、

②
「
合
意
」
「
合
意
に
も
と
づ
く
協
働
」
か
ら
〈
諒
解
行
為
〉
〈
諒
解

ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
〉
、
③
「
制
定
律
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
た
協
働

生
活
」
か
ら
〈
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
行
為
〉
と
〈
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
関

係
〉
と
い
っ
た
（
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
文
」
の
）
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
定

式
化
さ
れ
る
に
は
、
も
う
あ
と
ほ
ん
の
一
歩
（
語
棠
の
整
備
の
み
）

と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、

「社
会
科
学
の
領
域
と
問
題
の
画

定
と
い
う
、
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
み
ず
か
ら
設
定
し
た
問
題
」
に
、
他
な

ら
ぬ
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
が
数
々
の
混
同
に
よ
っ
て

「乗
り
越
え
が
た
い

障
壁
」
(
W
L
:
3
8
2
)

を
築
い
て
し
ま
っ
て
い
た
の
に
た
い
し
て
、

明
晰
で
執
拗
な
区
別
に
よ
っ
て
当
の
障
壁
を
取
り
払
い
、
当
の
課
題

を
達
成
す
る
道
を
開
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、

そ
う
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
「
社
会
生
活
」
の
対
極
と
目
さ
れ
た

「
自
然
」
の
概
念
と
、
そ
う
し
た
対
比
に
も
と
づ
く
学
問
分
類
を
再
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検
討
し
、
①
「
『
死
せ
る
自
然
』
か
ら
人
間
が
動
植
物
と
共
有
す
る

生
命
活
動
に
い
た
る
自
然
」
と
「
高
次
の
精
神
的
生
命
活
動
」
と
の

対
象
的
・
素
材
的
区
別
に
よ
る
デ
ィ
ル
タ
イ
の
分
類
、
②
「
法
則
定

立
1
1

一
般
化
」
と
「
個
性
記
述
1
1
特
殊
化
」
と
の
方
法
的
区
別
に
よ

る
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
—
リ
ッ
カ
ー
ト
流
の
分
類
、
③
「
経
験
的
—

因
果
的
説
明
」
と

「
規
範
的
概
念
分
析
」
と
の
（
判
断
の
範
疇
に
準

拠
す
る
）
区
別
に
も
と
づ
く
イ
ェ
リ
ネ
ク
I

ラ
ス
ク
流
の
（
「経
験
科

学
」
と

「規
範
学
」
と
の
）
分
類
、
に
加
え
て
、
④
ヴ
ェ
ー
バ
ー
自

身
の

「
意
味
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
導
入
に
よ
り
、
ふ
た
た
び
対
象
的
ー

素
材
的
契
機
に
も
と
づ
い
て
、

「意
味
の
あ
る
」
現
象
（
非
自
然
）

と、

「意
味
を
抜
き
去
っ
た
（
没
意
味
的
）
」
現
象
（
自
然
）
と
を
区

分
し
、

最
後
に
、
⑤
そ
の

「
意
味
」
を

「客
観
的
意
味
」
と

「
主
観

(75) 

的
意
味
」
と
に
分
け
、
前
者
に
つ
い
て
「
規
範
学
」
の
成
立
を
認
め

る
と
同
時
に
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
「
自
然
」

1
1

「経
験
的

存
在
」
の
一
部
と
見
て
因
果
的
説
明
を
企
て
る
「
経
験
科
学
」
に
振

り
あ
て
た
。
そ
し
て
、
こ
の

「
経
験
科
学
」
の
下
位
分
類
と
し
て
、

「法
則
科
学
」
と

「
歴
史
科
学
」
と
を
区
別
し
、
「
社
会
学
」
を
前
者

に、

「
歴
史
学
」
を
後
者
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー

は
こ
う
し
て
、

「
前
人
未
踏
の
哲
学
的
境
地
に
到
達
し
」
、
そ
れ
ま

で
の
分
類
の
難
点
を
最
終
的
に
克
服
し
た
と
い
わ
れ
る
（
向
井

二
0
0
0、
二
五
六
）
。

さ
て
、

「
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
論
文
」
は、

『
科
学
論
集
』
の
な
か
で
も

と
く
に
難
解
で
、
リ
ッ
カ
ー
ト
も
辟
易
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

筆
者
は
、
向
井
の
論
考
（
向
井
二

0
0
0
)
に
依
拠
し
て
こ
の
論

文
に
挑
み
、
辛
う
じ
て
要
旨
上
記
の
大
筋
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

た
。
向
井
は
、
論
考
を
結
ぶ
に
あ
た
り
、
「
私
は
『
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー

論
文
』
の
な
か
の
重
要
と
思
わ
れ
る
ほ
ん
の
一
面
を
論
及
し
た
に
す

ぎ
な
い
」
（
同
上
）
と
述
懐
し
て
い
る
。
こ
れ
は
謙
遜
に
す
ぎ
る
言

で
は
あ
る
が
、
か
れ
の
力
点
が
、
こ
の
論
文
に
「
沈
殿
」
し
て
い
る

ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
「
全
哲
学
」
、
と
く
に

「
自
然
」
概
念
と
学
問
分
類

に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
の
点
こ
そ
か
れ
の
論
考

の
優
れ
た
特
長
を
な
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に
た
い
し
て
筆

者
は
、
本
稿
の
限
定
さ
れ
た
問
題
設
定
に
し
た
が
い
、
む
し
ろ
ヴ
ェ
ー

パ
ー
の
「
社
会
」
概
念
と
「
社
会
学
」
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
生
成
と
い

う
未
完
の
一
面
に
力
点
を
置
い
て
解
釈
し
、
内
容
上
の
密
接
な
関
連

か
ら
、
む
し
ろ

「補
遺
」
に
注
意
を
向
け
た
。
他
面
、
向
井
が
、
①

か
ら
⑤
に
い
た
る
「
自
然
」
概
念
と
学
問
分
類
の
論
理
的
発
展
を
精

細
に
跡
づ
け
、
⑤
を
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
に
企
て
ら
れ
た
諸
分
類

の
問
題
点
を
最
終
的
に

「克
服
」
な
い
し

「解
決
」
し
た

「到
達
点
」

と
見
る
の
に
た
い
し
て
、
筆
者
は
、
そ
の
と
お
り
と
認
め
な
が
ら
も
、

そ
の
⑤
「
到
達
点
」
に
お
い
て
も
な
お
か
つ
、
「
法
則
科
学
」
と

「歴
史
科
学
」
、
「
社
会
学
」
と
「
歴
史
学
」
と
の
対
立
が
、
最
終
的

に
、
い
ぜ
ん
と
し
て
止
揚
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
事
柄

と
し
て
は
当
然
の
）
事
実
の
意
義
を
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
思
想
発
展
全

体
ー
ー
＇
そ
の
一
環
と
し
て
か
れ
の
社
会
学
の
生
成
も
あ
る
ー
ー
＇のな

か
で
重
視
し
た
い
。
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こ
う
し
た
仮
説
的
解
釈
視
点
か
ら
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
述
べ

る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
向
井
の
全
業
績
か
ら
は
、
や
は
り

ど
う
し
て
も
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
方
法
論
的
思
考
が
、
す
べ
て
社
会
学

に
収
敏
し
て
い
く
か
の
よ
う
に

—
|
．

社
会
学
者
に
と
っ
て
あ
ま
り
に

も
好
都
合
に
|
|
l
描
き
出
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
印
象
を
い
な
め
な

い
。
筆
者
が
思
う
に
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
む
し
ろ
、

「
社
会
学
」
と

「歴
史
学
」
と
を
論
理
的
に
区
別
し
な
が
ら
、
両
者
の
緊
張
を
生
き

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。「
歴
史
社
会
学
」
と
括
っ
た
と
た
ん
に
脱

落
す
る
よ
う
な
緊
張
を
。
か
れ
が
晩
年
、
「
倫
理
論
文
」
を

『
宗
教

社
会
学
論
集
』
に
収
録
し
た
の
も
、

「倫
理
論
文
」
は、

「社
会
学
」

と
し
て
な
ら
事
実
上
も
原
理
上
も

「
世
界
宗
教
の
経
済
倫
理
」
の
起

点
ま
た
一
環
と
し
て
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
「
歴
史
学
」
と
し
て

は
、
末
尾
に
提
示
さ
れ
（
改
訂
稿
で
も
保
存
さ
れ
）
て
い
る
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
R
S
1
:
 

2
0
4
 ,
5》
梶
山
訳
•
安
藤
編
、
三
五
九
）
を

実
施
す
る
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
自
己
限
定
の
証
左
と
は

読
め
ま
い
か
。
こ
う
し
た
問
題
の
立
ち
入
っ
た
検
討
は
続
篇
に
留
保

す
る
と
し
て
、
向
井
著
と
向
井
論
文
が
学
界
の
共
有
財
産
と
な
っ
て

い
る
現
在
、
そ
れ
以
外
に
本
稿
を
、
ヴ
ェ
ー
パ
ー
の
科
学
方
法
論
に

か
ん
す
る
研
究
論
文
と
し
て
発
表
す
る
の
も
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら

な
お
問
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
問
題
が

「社
会
学
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ

」
に
と
っ
て
重
要
と
判
断
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
前
篇

で、

「
客
観
性
論
文
」
か
ら
四
段
階
構
想
を
意
義
強
調
的
に
取
り
出

し
て
お
い
た
の
も
、
「
社
会
学
」
に
収
敏
し
き
ら
な
い
、
む
し
ろ

「
社
会
学
」
が
そ
の
な
か
の
限
定
的
位
置
価
ゆ
え
に
か
え
っ
て
活
か

さ
れ
る
、
そ
う
し
た
包
括
的
な
枠
組
み
と
し
て
、
ま
え
も
っ
て
確
認

し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
（
つ
づ
く
）
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[付
記
こ
の
あ
と
、
こ
う
し
た
一
九

0
三

S
O七
年
期
学
問

構
想
が
、

「
一
九
一

O
S
一
四
年
草
稿
」
以
降
の

「
社
会
学
」
の

展
開
に

「
吸
収
」
さ
れ
る
の
か
、

「再
編
成
」
さ
れ
る
の
か
、
そ

れ
と
も
そ
の
ま
ま
生
き
残
り
、

「社
会
学
」
は
あ
く
ま
で
同
構
想

の

「予
備
学
」

「
補
助
学
」
と
し
て
か
え
っ
て
本
領
を
発
揮
す
る

の
か
、
と
い
う
主
題
に
入
っ
て
い
く
予
定
で
あ
っ
た
。
筆
者
と
し

て
は
、
大
筋
で
結
論
は
出
て
い
る
の
で
、
論
稿
を
指
定
の
紙
幅
に

収
め
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
脱
稿
で
き
る
と
当
初
は
考
え
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
い
ざ
執
筆
に
着
手
し
、
主
題
に
か
か
わ
る
最
近
の
方

法
論
文
献
に
も
目
を
通
す
と
、

「客
観
性
論
文
」
に
つ
い
て
も
、

重
大
な
問
題
点
が
な
お
多
々
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

こ
の
現
状
を
素
通
り
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
本
稿
自
体
に
と
っ

て
も
出
発
点
を
固
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
、
そ
う
し
た
問
題

点
に
つ
き
、
逐
一

「客
観
性
論
文
」
他
の
関
連
文
献
を
引
用
し
、

論
拠
を
示
し
な
が
ら
叙
述
を
進
め
た
。
そ
の
た
め
、
思
わ
ず
時
間

と
紙
幅
を
費
や
し
、
本
題
に
入
る
ま
え
に
力
尽
き
た
。
問
題
設
定

で
は

「社
会
学
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
い
う
本
特
集
の
趣
旨

を
受
け
止
め
た
つ
も
り
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
個
所
で
「
結
論
の

大
筋
」
は
示
唆
し
て
い
る
も
の
の
、
中
身
は
実
質
上
「
一
九

0
三



ー
〇
七
年
期
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
学
問
構
想
と
社
会
学
へ
の
ス
タ
ン
ス

（
難
関
突
破
と
助
走
）
」
と
も
題
す
べ
き
前
段
で
、
「
尻
切
れ
蜻
蛉
」

に
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
を
前
篇
と
し
、
後
段
を
続
篇

に
ま
わ
す
措
置
を
編
集
部
に
願
い
出
、
本
稿
の
採
否
を
含
め
て
編

集
部
の
決
定
に
委
ね
た
。
本
稿
（
が
前
篇
と
し
て
採
用
さ
れ
る
と

す
れ
ば
、
こ
）
の
不
首
尾
を
編
集
者
・
読
者
・
関
係
者
各
位
に
お

詫
び
す
る
。
二

O
O二
年
十
二
月
三
一
日
記
]

註(
l
)
た
と
え
ば
「
。
フ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
『
精

神
』
」
（
以
下
「
倫
理
論
文
」
と
略
記
）
も
、
後
に
『
宗
教
社
会
学
論
集
』

に
収
録
さ
れ
は
し
た
が
、
本
文
に
は
（
初
版
に
も
改
訂
版
に
も
）
「
社
会

学
」
の
表
記
は
な
く
、
著
者
自
身
「
こ
の
純
然
た
る
歴
史
叙
述

d
i
e
s
e

r
e
i
n
 
h
i
s
t
o
r
i
s
c
h
e
 
D
a
r
s
t
e
l
l
u
n
g
」
と
呼
ん
で
い
る

(
R
S

I: 
2
0
4
,
 

安
藤
編
・
梶
山
訳
、
三
五
九
。
訳
文
は
か
な
ら
ず
し
も
既
訳
に
し
た
が
っ

て
い
な
い
。
以
下
同
様
）
。
経
済
学
者
・
経
済
学
史
家
の
う
ち
、
住
谷
一

彦
は
、
「
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ

ー
は
、
今
日
で
は
社
会
学
と
い
う

一っ

の
専
門
的
な
学
科
を
創
り
出
し
た
開
拓
者
の
一
人
と
し
て
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

と
並
び
称
さ
れ
：
：
・
・
ド
イ
ツ
社
会
学
会
の
創
設
に
尽
力
し
た
主
要
な
人
物

で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
み
ず
か
ら
を
経
済
学
な
ら
び
に
経
済

・

社
会
政
策
の
両
分
野
で
活
動
し
て
い
る
人
々
の
一
人
と
考
え
て
い
た
」
と

位
置
づ
け
て
い
る
（
住
谷
二

0
0
1
、
一
三
七
）
。
八
木
紀
一
郎
も
、
ヴ
ェ
ー

バ
ー
を
「
歴
史
学
派
か
ら
出
な
が
ら
メ
ン
ガ
ー
の
問
題
提
起
を
受
け
止
め

た
社
会
経
済
学
者
」
と
解
し
て
い
る
（
八
木

一
九
九
八
、
一
九
五
）
。

ヴ
ェ
ー
バ
ー
を
「
哲
学
者
」
「
宗
教
理
論
家
」「
政
治
学
者
」
と
見
る
（
あ

る
い
は
そ
う
し
た
側
面
に
力
点
を
置
い
て
捉
え
る
）
代
表
者
と
し
て
は
そ

れ
ぞ
れ
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
／
浜
井
修
、
金
井
新
二
、
モ
ム
ゼ
ン
／
雀
部
幸
隆

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
2
)

形
式
的
に
は
同
じ
趣
旨
で
、
ジ
ン
メ
ル
研
究
か
ら
も
、
反
省
材
料
が

提
供
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
す
で
に
提
供
さ
れ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。

(
3
)
病
前
の
初
期
に
は
、
本
稿
で
は
立
ち
入
れ
な
い
が
、
上
記
の
問
題
設

定
と
の
関
連
で
、
さ
し
あ
た
り
つ
ぎ
の
三
点
に
止
目
し
て
お
き
た
い
。
す

な
わ
ち
か
れ
が
、
①
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
に
属
す
る
法
制
史
家
な
い
し
経
済

史
家
と
し
て
精
力
的
に
歴
史
研
究
を
進
め
、
学
位
論
文
『
中
世
商
事
会
社

の
歴
史
」
(
-
八
八
九
）
、
教
授
資
格
請
求
論
文
『
ロ
ー
マ
農
業
史
』

（
一
八
九
一
）
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
西
洋
の
古
代
と
中
世
に
か
ん
す

る
か
ぎ
り
、
両
論
文
に
結
実
す
る
以
上
に
豊
富
な
歴
史
的
知
識
（
後
に
概

念
的
に
加
工
さ
れ
る
素
材
）
を
習
得
し
て
い
た
こ
と
、
②
取
引
所
お
よ
び

エ
ル
ベ
河
以
東
の
農
業
労
働
関
係
に
か
ん
す
る
調
査
研
究
に
従
事
し
、
欧

米
主
要
地
域
の
農
業
労
働
制
度
お
よ
び
取
引
所
に
か
ん
す
る
比
較
研
究
に

手
を
染
め
て
い
た
こ
と
、
③
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
お
け
る
一
般
理
論

経
済
学
の
講
義
(
-
八
九
八
年
度
要
綱
）
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
の

限
界
効
用
学
説
を
受
け
入
れ
、
（
シ
ュ
モ
ラ
ー
に
代
表
さ
れ
る
ド
イ
ツ
歴

史
学
派
と
の
）
「
社
会
科
学
方
法
論
争
」
に
コ

ミ
ッ

ト
し
て
、
メ
ン
ガ
ー

の
「
精
密
的
方
針
に
よ
る
抽
象
理
論
」
を
実
質
的
に
は
（
西
欧
近
代
の
合

理
的
「
経
済
人
」
を
前
提
と
す
る
）
「
理
念
型
」
的
概
念
構
成
と
し
て
捉

え
返
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
三
点
で
あ
る

（③
に
つ
い
て
は
、

W
e
b
e
r

1
9
9
0
:
 2
9
 ,
 30
;
 

c: ハ
士
小
一
ヤ
~
+
｛
ハ
、
―

1
0八ハ
ー
一
―
-
、
会
多
四
E
)

。

(
4
)
と
い
う
の
も
、
テ
ン
プ
ル
ッ
ク
の
よ
う
に
、
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
文
」
と

「
基
礎
概
念
」
は
、
同
じ
『
科
学
論
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
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「
（
社
会
学
）
理
論
（
の
）
論
文
」

で
あ
っ
て
狭
義
の
「
方
法
論
文
」

で
は
な
い
と
見
る

(
T
e
m
b
r
u
c
k
1
9
9
9
:
 
8
,
 住

谷
他
訳
、
二
六
）
論
者

も
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(
5
)

そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
小
林
純
二

0
0二
、
一
七
九
ー
ニ
―
一
、
を

参
照
。

(
6
)

論
点
を
先
取
り
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
論
文
で
、

「
社
会
形
象

s
o
z
i
a
l
e
s
 
G
e
b
i
l
d
e
」
が
、
い
っ
た
ん
も
っ
と
も
単
純
な
エ
レ
メ
ン
ト

で
あ
る
〈
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
行
為
〉
に
分
解
さ
れ
、
〈
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ

ト
行
為
〉〈
諒
解
行
為
〉
と
い
っ
た
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
と
も
に
定
義
さ

れ
る

。

そ
し
て
、
ほ
ぼ
同
時
に
執
筆
さ
れ
た
上
記

G
d
S

寄
稿
の

「一

九
一

〇
＼

一
四
年
草
稿
」（
従
来
版

『
経
済
と
社
会
』
「
旧
稿
」

・
「
第

二
部」
）

で
、
こ
の
基
礎
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
、
翻
っ
て
複
雑
な
「
社
会
諸
形

象
」
に
順
次
適
用
（
分
節
ー
展
開
）
さ
れ
て
い
き
、
家
、
近
隣
、
氏
族
、

種
族
、
宗
教
ゲ
マ
イ
ン
デ
（
教
団
）、
市
場
（
圏
）
、
政
治
団
体
、
身
分
、

階
級
、
正
当
的
な
（
世
俗
的
な
ら
び
に
教
権
制
的
）
支
配
団
体
、
都
市

（と
く
に
、
正
当
的
支
配
団
体
の
内
部
で
支
配
権
力
を
〈
墓
奪
〉
し
、
政

治
的
自
律
性
を
取
得
し
た
非
正
当
的
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
し
て
の
西
洋
中
世
内

陸
都
市
）
、
近
代
国
家
、
お
よ
び
近
代
政
党
、
と
い
っ
た
、
そ
れ
ら
の

①
「
類
概
念

G
a
t
t
u
n
g
s
b
e
g
r
i
f
f
e
」
（

た
と
え
ば
〈
都
市
〉
）

と

②
「
類
的
理
念
型

g
a
t
t
u
n
g
s
m
a
f3ig
e

I
d
e
a
l
t
y
p
e
n
」
（
た
と
え
ば

〈非
正
当
的
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
し
て
の
自
治
都
市
〉
）
が
構
成
さ
れ
、
あ
わ

せ
て
経
済
と
の
関
連
に
か
ん
す
る
③

「一

般
経
験
則

a
l
l
g
e
m
e
i
n
e

E
r
f
a
h
r
u
n
g
s
r
e
g
e
l
n
」
が
定
式
化
さ
れ
る
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
自
身
、
「
社

会
学
」
を
「
経
験
的
規
則
性

e
m
p
i
r
i
s
c
h
e

R
e
g
e
l
m
器
i
g
k
e
i
t
e
n
と

類
型

T
y
p
e
n
を
探
究
す
る
学
科
」

(
W
u
G
:
1
9
5
)

と
規
定
し
て
い
る

が
、
こ
の

「一

九

一
0
1
一
四
年
草
稿
」

こ
そ
、
そ
の
最
初
の
自
覚
的
展

開
で
あ
り
、
実
質
的
内
容
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
ヴ
ェ
ー
バ

ー
社
会
学

が
、
一
方
で
は
、
一
九

0
三

-o七
年
期
の
方
法
論
文
に
見
ら
れ
る
学
問

構
想
か
ら
、
い
か
な
る
理
由
で
求
め
ら
れ
、
他
方
で
は
、
（
予
期
せ
ざ
る
）

死
以
後
に
予
定
さ
れ
て
い
た
研
究
構
想
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
、
を

解
き
明
か
す
こ
と
が
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

(
7
)

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
お
け
る
一
九

一
九
年
度
夏
学
期
の
講
義
は
、

「
社

会
科
学
の
も
っ
と
も
一
般
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー

D
i
e

a
l
l
g
e
m
e
i
n
s
t
e
n
 

K
a
t
e
g
o
r
i
e
n
 
d
e
r
 G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
s
w
i
s
s
e
n
s
c
h
f
t
」
と
題
さ
れ
て
い

た
と
い
う

(
W
e
b
e
r
,
M
a
r
i
a
n
n
e
,
 1

9
5
0
:
 
7
0
9
,
 

大
久
保
訳
JI
、

四
九
二
）
。

(
8
)

こ
の
改
訂
の
さ
い
、
基
礎
概
念
に
か
か
わ
る
用
語
法
も
、
た
と
え
ば

「
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
文
」
の

〈ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
行
為
〉
が
、

「基
礎
概
念
」

で
は
〉
社
会
的
行
為
〈
に
変
更
さ
れ
る
。
原
著
者
ヴ
ェ
ー
パ
ー
は
、
こ
う

し
た
変
更
の
事
実
を
、

「
基
礎
概
念
」
冒
頭
の
注
で
は
っ
き
り
断
っ

て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
「
経
済
と
社
会
」
の
編
纂
者
マ
リ
ア
ン
ネ
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
、

後
に
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
は
、
当
の
変
更
内
容
を
跡
づ
け
て

注
釈
を
加
を
る
義
務
を
怠
り
、
変
更
後
の

「基
礎
概
念
」
を
、
『
経
済
と

社
会
』

「第
一
部
」
の
冒
頭
に
置
き
、
（
じ
つ
は
変
更
前
の
「
カ
テ
ゴ
リ
ー

論
文
」
の
基
礎
概
念
が
適
用
さ
れ
て
い
る
）
遺
稿
「
一
九
一
〇
＼
一
四
年

草
稿
」
を
「
第
二
／
三
部
」
に
収
録
し
て
、
「
基
礎
概
念
」
を
こ
の
「
第

二
／
三
部
」
へ
の
概
念
的
導
入
部
と
称
し
た
。
こ
の
配
置
（
「
体
系
」
捏

造
）
に
よ
り
、
読
者
は
、
変
更
後
の
基
礎
概
念
で
変
更
前
の
具
体
的
諸
章

を
読
む
無
理
を
強
い
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
は
、
こ
と
が
基
礎
概
念
に
か
か

わ
り
、
同
一
語
が
別
の
意
味
に
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
複
雑

か
つ
重
大
で
あ
る
（
折
原
一
九
九
六

a
、
五
ー
八
）
。
こ
う
し
た
事
情
か

ら
、
ヴ
ェ
ー
パ

ー
社
会
学
の
最
初
の
自
覚
的
展
開
で
あ
る
「
一
九
一
〇
＼

31 



―
四
年
草
稿
」
は
、
い
ま
だ
に
原
著
者
自
身
の
基
礎
概
念
に
即
し
て
体
系

的
に
解
読
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
う
し
た
解
読
へ
の
文
献

上
の
基
礎
条
件
も
と
と
の
え
ら
れ
て
い
な
い
。
現
在
、
五
分
巻
に
分
け
て

、
、
、
、

刊
行
さ
れ
て
い
る
『
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
全
集
」
版
も
、
原
著
者
自

身
の
基
礎
概
念
に
即
し
た
全
体
の
再
構
成
と
い
う
先
決
問
題
を
見
送
り
、

誤
編
纂
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
従
来
版
が

「
合
わ
な
い
頭
を
つ
け
た
ト
ル

ソ
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
『
全
集
』
版
は
、
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
文
」
を
除

外
し
、
ト
ル
ソ
本
体
も
、
体
系
的
関
連
の
定
か
で
な
い
「
（
頭
の
な
い
）

五
肢
体
部
分
」
に
解
体
し
て
し
ま
っ
た
。
従
来
版
の
「
体
系
」
捏
造
に
た

い
し
て
、
こ
ん
ど
は
「
体
系
」
放
棄
（
の
同
位
対
立
）
に
陥
っ
た
の
で
あ

る
。
筆
者
は
現
在
、
『
全
集
』
版
編
纂
に
た
い
す
る
批
判
を
独
／
英
文
で

発
表
す
る
と
と
も
に
、
独
自
に
「
一
九
一

〇
＼
一
四
年
草
稿
」
の
再
構
成

を
進
め
て
い
る
。

(
9
)

原
題
は

S
0
z
1
0
l
o
g
i
s
c
h
e

G
r
u
n
d
 be
g
r
i
f
f
e

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

従
来
、
こ
の
篇
の
邦
訳
は
、
『
社
会
学
の
基
礎
概
念
（
な
い
し
根
本
概
念
）
」

と
題
す
る
単
行
本
と
し
て
出
回
り
、
あ
た
か
も
原
題
が

D
e
r

G
r
u
n
d
b
e
g
r
i
f
f
 d
e
r
 S
o
z
i
o
l
o
g
i
e
で
、
社
会
学
の

一
大
家
が
当
該
専

門
学
科
の
基
礎
概
念
を
そ
の
か
ぎ
り
で
体
系
的
に
解
説
し
た
古
典
的
教
科

書
で
あ
る
か
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
印
象
が
、
死

の
直
前
に
仕
上
げ
ら
れ
た
最
後
の
著
作
と
い
う
（
じ
つ
は
偶
然
の
）
事
情

や
、
マ
リ
ア
ン
ネ
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
や
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
が
、

こ
の
篇
を
冒
頭
に
置
く
『
経
済
と
社
会
』
に
、
「
著
者
畢
生
の
主
著
」
と

の
お
墨
付
き
を
与
え
て
き
た
事
実
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
「
こ
う

い
う

『
白

鳥
の
歌
」
を
遺
し
た
ヴ
ェ
ー
バ

ー
と
は
、
や
は
り
他
の
な
に
に
も
ま
さ
っ

て
社
会
学
者
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
」
と
す
る
通
念
を
補
強
し
て
き
た

と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
通
念
を
問
題
と
す
る
の
で
、
慣
例
の

表
題
は
避
け
、
原
題
の
直
訳
に
改
め
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
表
題
は
、

ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
な
ん
の
た
め
の
基
礎
諸
概
念
を
、
な
ぜ
社
会
学
的
に
設
定

し
た
の
か
、
と
い
う
問
い
を
投
げ
か
け
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

(10)

ま
た
最
近
、
ゴ
ッ
ト
ル
と
の
関
係
を
主
軸
に
据
え
た
本
格
的
研
究
が
、

若
い
世
代
か
ら
現
れ
、
筆
者
の
「
客
観
性
論
文
」
解
説
に
も
批
判
が
浴
び

せ
ら
れ
て
い
る
（
森
川
二

0
0
0
、
一
九
二
、
M
o
r
i
k
a
w
a
2
0
0
1
:
 

1
8
1
)

。
竿
手
ギ
臼
は
、
こ
う
し
た
批
判
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、
本
稿
で
も
で

き
る
か
ぎ
り
応
答
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
他
の
先
行
文
献
に
つ
い
て
は
、

適
宜
参
照
し
、
注
記
す
る
。

(11)

と
は
い
え
、
筆
者
は
、
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
や
テ
ン
プ
ル
ッ
ク
と
は
異
な
り
、

ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
「
客
観
性
論
文
」
に
お
い
て
す
で
に
統
一
的
科
学
論
を
完

成
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
そ
の
主
要
な
論
点
は
す
べ
て

「
客
観
性
論
文
」

に
出
尽
く
し
て
い
る
、
と
は
考
え
な
い
。
向
井
が
、
論
旨
の
矛
盾
や
術
語

の
語
義
変
化
に
い
た
る
ま
で
精
細
に
調
べ
上
げ
て
論
証
し
て
い
る
と
お
り
、

ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
科
学
方
法
論
は
、
上
記
の
対
決
を
通
し
て
一
歩
一
歩
発
展

し
て
い
る
。
た
だ
本
稿
は
、
そ
う
し
た
発
展
の
精
神
史
的
追
跡
で
は
な
く
、

そ
の
結
果
と
し
て
成
立
し
た
学
問
構
想
の
骨
組
み
を
取
り
出
し
、
こ
れ
と

の
関
連
で
、
そ
の
後
具
体
的
に
展
開
さ
れ
る
か
れ
の
社
会
学
を
位
置
づ
け

る
こ
と
に
、
課
題
を
限
定
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
見
る
と
、

「
客
観
性
論
文
」
に
は
、
そ
こ
で
は
主
題
化
さ
れ
な
い
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

つ
い
て
も
、
す
で
に
そ
の
規
定
内
容
は
相
当
程
度
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
唆
す
る
「
限
定
句
兼
黙
示
的
参
照
指
示
」
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、

旧

「
ア
ル
ヒ
ー
フ
」
第
一
八
巻
の
巻
末
に
は
、
新
編
集
に
移
行
す
る
第

一
九
巻
の
掲
載
論
文

一
覧
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
ヴ
ェ
ー
バ
ー

に
「
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
マ
イ
ヤ
ー
の
歴
史
理
論
と
方
法
論
に
寄
せ
て
」
と

「
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
資
本
主
義
」
の
二
篇
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
じ
っ
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さ
い
に
は
、
新
編
集
の
綱
領
文
書
と
も
い
う
べ
き

「客
観
性
論
文
」
が
第

一
九
巻
に
割
り
込
み
、

「
マ
イ
ヤ
ー
論
文
」
は
改
題
さ
れ
、
二
年
後
の
第

二
二
巻
に
掲
載
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
事
前
に
予
告
さ
れ
て
い

た
事
実
か
ら
推
し
て
も
、
マ
イ
ヤ
ー
批
判
の
骨
子

（「
客
骰
的
可
能
性
」

判
断
に
よ
る

「
適
合
的
因
果
連
関
」
の
論
証
）
は、

「
客
観
性
論
文
」
執

筆
時
に
は
す
で
に
熟
し
て
念
頭
に
あ

っ
た
と
見
る
こ
と
も
許
さ
れ
よ
う
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
本
稿
は
、

「客
観
性
論
文
」
を
主
た
る
典
拠
と
し
、

そ
こ
で
黙
示
的
に
参
照
を
指
示
さ
れ
た
諸
論
点
に
つ
い
て
は
他
の
諸
論
文

か
ら
補
完
す
る
こ
と
に
し
て
、
ま
ず
は
一
九

0
三
I
O
七
年
期
の
学
問
構

想
と
方
法
を
取
り
出
し
た
い
。
向
井
に
よ
る
発
展
の
掘
り
起
こ
し
を
無
視

し
、
そ
の
研
究
以
前
に
戻
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
研
究
成
果
を
、

筆
者
の
責
任
に
お
い
て
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
社
会
学
の
位
置
づ
け
に
応
用
し
た

い
と
願
う
わ
け
で
あ
る
。

(12
)
 W
L
:
 1
7
0
-
1
,
 富
永
•
立
野
訳
、
七
三
（
引
用
文
中
の
強
調
に
つ
い
て
、

原
文
の
隔
字
体
は
イ
タ
リ

ッ
ク
体
に
統

一
し
、
邦
訳
文
で
は
右
付
き
圏
点

．．
 （

）

で
示
す
。
傍
点
は
筆
者
の
強
調
。
以
下
同
様
）。

(13
)
 WL: 1
7
2
 ,
 
3
,
 富
永
•
立
野
訳
、
七
七
。

(14
)
こ
の

「
現
実
科
学
」
と
い
う
語
そ
の
も
の
は
、

二
年
後
の
「
ク
ニ
ー

ス
論
文
Il
」
と

「
マ
イ
ヤ
ー
論
文
」
で
そ
れ
ぞ
れ
一
回
用
い
ら
れ

(
W
L
:

1
1
3
,
 2

3
7
,
 

$#::¥訳
Il
、
八
九
、
森
岡
訳
、
一

三
四
）
、
以
後
方
法
論
文

献
か
ら
も
姿
を
消
す
。「

マ
イ
ヤ
ー
論
文
」
で
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、
ヴ
ィ
ン

デ
ル

バ
ン

ト
と
リ

ッ
カ
ー
ト
の
二
分
法
を
引
き
な
が
ら
、

「
歴
史
を
現
実

科
学
と
名
づ
け
う
る
た
だ
ひ
と
つ
の
正
当
な
意
味
」
は
、
文
化
世
界
か
ら

と
り
出
し
た
個
性
的
事
実
を
、
抽
象
概
念
の
例
証
・
認
識
手
段
に
用
い
る

の
で
は
な
く
、
現
実
の
具
体
的
因
果
連
関
の

一
環
と
し
て
認
識
目
的
と
す

る
点
に
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る

（「
ク
ニ
ー
ス
論
文
Il
」
で
も
同
趣
旨
）
。

「
客
観
性
論
文
」
か
ら
の
引
用
だ
け
で
は
、

「
わ
れ
わ
れ
を
取
り
囲
む
」

「
今
日
の
姿
」
と
い
う
表
記
か
ら
、
「
現
実
科
学
」
の
「
現
実
科
学
」
た
る

所
以
は
、
も
っ
ぱ
ら
現
在
の
文
化
現
実
を
問
う
点
に
あ
る
と
も
解
さ
れ
る

が
、
過
去
の
文
化
世
界
が

「
現
実
の
具
体
的
因
果
連
関
の

一
環
」
と
し
て

認
識
目
的
と
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
そ
う
し
た
純
然
た
る
歴
史
研
究
も
ま
た

「
現
実
科
学
」
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

ち
な
み
に
リ

ッ
カ
ー
ト
は
、

「
現
実
科
学
」
と
い
う
表
現
に
は

「
誓
戒

が
必
要
」
で
あ
る
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
な
る
ほ
ど
歴
史
が
、
直
接
的
直

観
か
ら
個
性
を
保
有
し
よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
、
個
性
を
捨
象
す
る
自
然
科

学
に
比
し
て
、
（
直
観
的
描
写
を
め
ざ
す
）
芸
術
と
と
も
に

「
現
実
に
近

い
w
i
r
k
l
i
c
h
k
e
i
t
s
n
a
h
」
か
ら
、
歴
史
を

「
現
実
科
学
」
と
称
す
る
の

は

「相
対
的
に
は
正
当
」
で
あ
る
が
、
歴
史
も
科
学
で
あ
る
か
ぎ
り
、
直

観
を
概
念
に
加
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
形
式
的
原
理
は
、
芸
術
と

は
関
係
が
な
い
ば
か
り
か
、
直
観
に
は
由
来
し
な
い
か
ら
で
あ
る

(
R
i
c
k
e
r
t
 1
9
2
1
:
 8
6
 ,8
『
佐
竹
他
訳
、
一

三
二
I

五
）。

(15)

こ
れ
は
、
ハ
ン
ス
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
主
著
(
-
九
三

0
)
の
表
題
で

あ
る
が
、

一
九
二
0
年
に
没
し
た
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
は

な
か
っ
た
。
テ
ン
プ
ル

ッ
ク
が
、

「法
則
科
学
と
し
て
の
社
会
学
」
と
い

う
土
俵
の
上
で
ヴ
ェ
ー

パ
ー
の
到
達
点
を
た
と
え
ば
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
そ

れ
と
並
べ
る
と
い
っ
た
取
り
扱
い
に
反
発
す
る
の
は
当
然
と
し
て
も
、
さ

り
と
て
「
現
実
科
学
と
し
て
の
社
会
学
」
を

「
対
抗
構
想

G
e
g
e
n
,
 

k
o
n
z
e
p
t」

(
T
e
n
b
r
u
c
k
1
9
9
9
:
 
1
7
1
,
 
:lti~ 
合
帥
四
叩
5

、―
-
C〉
六
）
レ

J
L
て

立
て
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
に
帰
す
る
の
で
は
、
同
位
対
立
の

一
面
化
に
陥
り
は

す
ま
い
か
。「
社
会
学
」
と
い
う
土
俵
自
体
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

ヘ
ニ

ス
と
な
る
と
、
テ
ン
プ
ル

ッ
ク
と
同
じ
よ
う
な
動
機
か
ら
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー

を
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
に
戻
し
て
し
ま
う
か
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
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(
H
e
n
m
s
 
1
9
8
7
:
 
v
.
 

a
.
 

1
1
7
-
6
6
,
 

雀
部
他
訳
、

ニ
O
六
）
が
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

(16) 
W
L
:
 1
7
4
,
 富
永
•
立
野
訳
、
七
九
。

(17
)
 A
r
c
h
i
v
,
 1

9
0
4
:
 
v
,
 富
永
•
立
野
訳
付
録
三
、
一
八

一
。
ま
た
、

第
一
八
巻
の
巻
末
に
は
、
「
社
会
学
」
へ
の
言
及
は
な
い
が
、
同
じ
趣
旨

の
予
告
が
見
え
る
。
「
そ
れ
（
国
民
経
済
学
の
方
法
論
）
と
同
時
に
、
わ

れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
学
科
の
隣
接
領
域
と
の
関
連
を
、
わ
れ
わ
れ
に

と
っ
て
重
要
な
研
究
成
果
と
の
批
判
的
対
決
を
と
お
し
て
維
持
し
て
い
く

．．．．．．．．．．．．．． 

必
要
に
迫
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
文
献
に
か
ん
す
る
報
告
と

．．
 

批
判
と
を
、
こ
の
課
題
の
達
成
に
役
立
つ
よ
う
に
編
成
し
、
社
会
諸
科
学

の
全
域
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
境
界
領
域
を
も
、
理
論
的
側
面
（
一
般
的
な

科
学
論
と
認
識
批
判
、
法
哲
学
、
一
般
国
家
学
、
社
会
心
理
学
、
社
会
人

類
学
、
社
会
倫
理
学
）
と
実
践
的
側
面
（
社
会
衛
生
学
な
ど
）
の
両
面
に

わ
た
っ
て
取
り
扱
い
、
わ
れ
わ
れ
の
読
者
が
、
こ
れ
ら
の
領
域
に
お
け
る

．．．．．．．． 

重
要
な
進
展
に
継
続
的
に
精
通
し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
で
あ
ろ
う
」

(

A
r
c
h
i
v
,
 1

9
0
3
:
 
巻
末
、
ノ
ン
プ
ル
欠
、
富
永
•
立
野
訳
付
録
一
、

一
六
七
）
。

(18) 
W
L
:
 1
6
3
,
 富
永
•
立
野
訳
、
五
九
。

(19) 
W
L
:
 1
6
4
,
 富
永
•
立
野
訳
、
六
一
。

(20)

こ
こ
に
明
言
さ
れ

て
い
る
と
お
り
、
ヴ
ェ
ー

バ
ー
は
、
総
体
へ
の

志
向
そ
の
も
の
は
、
唯
物
史
観
（
マ
ル
ク
ス
）
お
よ
び
歴
史
学
派
（
ロ
ッ

シ
ャ
ー
）
か
ら
引
き
継
ぎ
、
分
析
的
・
経
験
科
学
的
に
再
構
成
す
る
。

(21) 
W
L
:
 6
,

:
 松
井
訳
I
、

一
八
。

(22
)
「
現
実
科
学
」
と

「
法
則
科
学
」
と
の
区
別
の
導
入
個
所
に
付
し
た
注

で
、
ヴ
ェ
ー
パ
ー
は
、

「
リ
ッ
カ
ー
ト
の
研
究
の
本
質
的
な
観
点
に
か
な

り
忠
実
に
し
た
が
っ
た
」
と
断
り
、
「
わ
れ
わ
れ
の
学
科
に
た
い
す
る
こ

と
く
に
一
三
九
ー

の
著
者
の
思
想
の
有
効
性
を
検
証
す
る
こ
と
が
、
本
研
究
の
目
的
の
ひ
と

つ
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る

(WL:
7
 A

n

m

.
 1
,
 松

井
訳
I
、
一
八
）
。

(23)

本
来
な
ら
、
ヴ
ェ

ー
バ
ー
も
参
照
し
た
浩
綸
な
主
著

『
自
然
科
学
的

概
念
構
成
の
限
界
」
（
初
版
、
一
九
〇
二
）
に
当
た
る
べ
き
で
あ
る
が
、

い
ま
は
そ
の
余
裕
が
な
い
の
で
、
そ
の
梗
概
を
述
べ
た
と
い
わ
れ
る
『
文

化
科
学
と
自
然
科
学
」
（
第
四
／
五
版
、
一
九
ニ
―
)
の
参
照
を
も
っ
て

代
え
る
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
方
法
論
文
を
知
っ
た
上
で
執
筆
さ
れ
（
も
し
く

は
改
訂
さ
れ
）
た
で
あ
ろ
う
こ
の
書
の
関
連
論
点
と
比
較
す
る
こ
と
で
、

か
え
っ
て
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
ス
タ
ン
ス
の
独
自
性
を
（
リ
ッ
カ
ー
ト
の
影
響

が
も
っ
と
も
濃
厚
と
い
わ
れ
る
「
客
観
性
論
文
」
に
つ
い
て
さ
え
）
浮
き

彫
り
に
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
。

(24) 
R
i
c
k
e
r
t
 1
9
2
1
:
 
1
2
9
-
3
 0
-
i紅
研
リ
抽
心
叩
i

、
一
バ
ハ

li
。
"
ノ
ッ
カ
ー
ト
に
は
、

こ
の
よ
う
に
「
集
団
ー
個
人
」
軸
と
「
普
遍
ー
特
殊
」
軸
と
を
重
ね
合
わ

せ
る
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
か
ら
見
れ
ば
、

「「
社

会
学
者
」
の
頭
の
な
か
で
も
望
む
ら
く
は
も
は
や
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
で
あ
ろ
う
」

「自
然
主
義
的
な
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
の
古
く
て
愚
か
な
先

入
観
」

(
W
u
G
:
,蕊
松
井
訳
I
、

10
三
）
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、

リ
ッ
カ
ー
ト
は
、
（
経
験
科
学
と
し
て
の
）
国
民
経
済
学
と
（
規
範
学
と

し
て
の
）
法
律
学
と
を
無
造
作
に
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
こ
と
は
、
両
者
に
通
じ
た
ヴ
ェ
ー
バ
ー
に
は
、
容
易
に
は
な
し

が
た
い
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
。
現
に
「
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
論
文
」
で
は
、
両
者

の
区
別
が
定
式
化
さ
れ
た
上
で
、
経
験
科
学
の
見
地
か
ら
「
規
範
」
を
ど

う
扱
う
か
と
い
う
問
題
が
、
主
題
化
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
後
述
本
文
の

(
+
-
）

節
、
参
照
。

(25) 
R
i
c
k
e
r

こ
9
2
1
:

1
3
0
 A

n

m

.
 1
,
 佐

竹
他
訳
、

(26) 
W
L
:
 1
7
3
 ,
5ー
富
永
•
立
野
訳
、
七
八
ー

八
二
。

一
八
五
注
。
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(27
)
本
稿
で
は
、
こ
の
IV
.
「未
来
予
測
」
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
折
原

一
九
九
九
、
一
八
ー一

九
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(28
)
 W
L
:
 
1
7
8
 ,
9」
富
永
•
立
野
訳
、
八
九
。

(29
)
 W
L
:
 
1
7
9
,
 富
永
•
立
野
訳
、
九

0
。

(30
)
村
井
久
ニ
―

九
九
八
、
向
井

一
九
九
七
、

三
八
八
ー
四
O
-
、
参
照
。

(31
)
ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
、
自
然
主
義
的
一
元
論

（
も
っ
ば
ら
法
則
的
な
も
の

を
追
求
し
、
や
が
て
い
つ
の
日
か
、
法
則
か
ら
現
実
を
演
繹
で
き
よ
う
と

信
ず
る
向
き
）
を
排
撃
し
た
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
の
側
面
に
目
を
奪

わ
れ
る
あ
ま
り
、
か
れ
の
社
会
科
学
に
お
け
る
「
法
則
科
学
」
的
契
機
を

看
過
し
た
り
、
過
小
評
価
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
繰
り
返
し
に
な
る

が
、
か
れ
は
、

「現
実
科
学
」
と

「法
則
科
学
」
と
の
区
別
を
な
に
か
二

者
択

一
的
な
対
立
と
し
て
措
定
し
、
前
者
に

「加
担
」
し
て
後
者
を
捨
て

た
の
で
は
な
い
。
前
者
を
目
的
に
、
後
者
は
手
段
に
編
入
す
る
一
種
独
特

の
総
合
を
企
て
た
の
で
あ
る
。
こ
の
総
合
の
構
図
を
見
定
め
、
そ
の
な
か

に
か
れ
の
「
社
会
学
」
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

(32
)
折
原

一
九
九
六
b
、
四
二
i
八
i

「
客
観
性
論
文
」
解
説

一
九
九
八
、

富
永
•

立
野
訳
、
二
三
六
ー
四
五
、
な
ど
参
照
。

(33
)
 W
L
:
 1
7
9
,
 富
永
•

立
野
訳
、
九
0
。
リ
ッ
カ
ー
ト
が
挙
げ
て
い
る

具
体
例
で
は
、
歴
史
上
の
あ
る
敗
戦
を
取
り
上
げ
、
将
兵
の
疲
労
と
飢
餓

に
因
果
帰
属
す
る
に
は
、
疲
労
と
栄
養
の
生
理
学
を
参
照
す
る
に
は
お
よ

ば
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
フ
リ
ー
ト
リ
ヒ

・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

IV
世
の
（
歴
史

上
意
義
あ
る
）
王
冠
拒
否
を
理
解
す
る
に
は
、
精
神
病
理
学
の
知
識
が
必

要
と
さ
れ
る

(
R
i
c
k
e
r
t
1
9
2
1
:
 
7
6
 
,
 9
,
 

佐
竹
他
訳
、

ー
ニ
〇
ー
三）。

(34
)
 W
L
:
 1
7
9
,
 富
永
•

立
野
訳
、
九
O
I
-
。

(35
)
 W
L
:
 114
,
 松井

訳
II
、
九

0
。

(36
)
向
井
一
九
九
七
、
三
七
六
、
四

0
三
、
参
照
。

(37
)
こ
こ
ま
で
は
、
金
子
栄

一
の
研
究

（金
子

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

(38
)
「
基
礎
概
念
」
で
は
、
こ
の

「
解
明
的
説
明
」
が、

「
自
然
科
学
」

に

た
い
す
る

「社
会
学
」
の
種
差
と
し
て
、

「
観
察
的
説
明
」
以
上
の
こ
と
、

ど
ん
な
自
然
科
学
も
永
遠
に
な
し
え
な
い
こ
と
、
と
し
て
強
調
さ
れ
る

(W
u
G
:
 
2
2
 

,
 3
)

。
し
か
し
、

「
客
観
性
論
文
」
の
こ
の
個
所
を
、
以
下
、

本
稿
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、

「基
礎
概
念
」
と
の
間
に

「
矛
盾
」
が
あ

る
と
は
い
え
な
い
。
後
述

（九
）
節
も
参
照
さ
れ
た
い
。

(39
)
た
と
え
ば
天
文
学
も
、
あ
る
星
座
の
個
性
を
問
い
、
そ
れ
が
他
の
同

じ
く
個
性
的
な
星
座
か
ら
生
成
す
る
経
緯
を
、
力
学
を
援
用
し
な
が
ら
因

果
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
、

（価
値
や
意
味
に
は
か
か
わ
ら
な

い
か
ら
文
化
科
学
で
は
な
い
と
し
て
も
、
方
法
上
は
）
個
性
化
的
科
学
で

あ
る
。

(40
)
田
村

一
九
九
三
、

三
三
二
I

四

一。

(41
)
 R
i
c
k
e
r
t
 1
9
2
1
:
 
1
2
5
'
6
,
 

佐
竹
他
訳
、

一
八

O
I
-
。
ヴ
ェ
ー

バ
ー

に
と

っ
て
は
、
以
下
で
解
き
明
か
す
と
お
り
、
こ
の

「
概
念
要
素
と
し
て

使
用
さ
れ
う
る
」
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

(42
)
 R
i
c
k
e
r
t
 1
9
2
1
:
 1
2
6
,
 

:lt!{リ帥匹叩吹

一
バハ

一。

(43
)
論
点
を
先
取
り
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
点
に
か
け
て
ヴ
ェ
ー
バ
ー

は
、
メ
ン
ガ
ー
の
「
方
法
的
個
人
主
義
」
、
す
な
わ
ち

（貨
幣
制
度
の
よ

う
な
）

「
有
機
的
」
社
会
形
象
の
歴
史
的
・
「
無
反
省
的
」
成
立
を
、
い

わ
ば
「
独
創
的
個
人
の
突
破
」（
シ
ュ

ン
ペ
ー
タ
ー
の

「
創
造
的
破
壊
」

に
連
な
る
）
と
そ
の
成
果
の
慣
習
化
か
ら
説
明
し
よ
う
と
す
る
「
精
密
的
」

•
「
原
子
論
的
」
方
針
(
M
e
n
g
e
r
1
8
7
1
:
 
2
5
0
 f
f
., 

安
井
・
八
木
訳
、

二―

九
以
下
;
D
e
r
s
.
 

1
8
8
3
:
 1
5
3
f
f
., 

吉
田
訳
、
一
四
二
以
下
）
を
引

き
継
ぎ
、
一
般
化
す
る
方
向
で
展
開
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
出

一
九
五
七
）
以
来
、
す
で
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本
文
（
九
）
節
と
注

(69)
で
詳
述
す
る
。

(44
)
 W
L
:
 1
7
5
-
6
,
 富
永
•
立
野
訳
、
八
三
。

(45
)
 W
L
:
 184
,
 
富
永
•
立
野
訳
、
九
九
。

(46
)
そ
の
間
の
経
緯
と
し
て
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は

「
ク
ニ
ー
ス
論
文
II
」
で、

ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
ベ
ル
ク
の

「主
観
化
的
科
学
」
と
対
決
し
、

「
因
果
的
解

明
」
と

「
評
価
的
解
明
」
と
を
区
別
し
、
第
三
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て

．．． 

「
あ
る
客
体

（た
と
え
ば
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
）
の
可
能
的
価
値
関
係
の
分
析

に
よ

っ
て
評
価
を
準
備
す
る

『解
釈
』
と
い
う
意
味
の

『解
明
』
」

(WL:

怠

松

井

訳

II
、
四
三）

を
定
立
し
て
い
る

（向
井
、

三一

八
ー
九
）。

(47
)

こ
の
「
価
値
解
釈
」「
価
値
分
析
」
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
追
体
験
」

に
き
わ
め
て
近
く
、
そ
れ
を
も

っ
て
ヴ
ェ
ー

バ
ー
は

「
リ
ッ
カ
ー
ト
の

『
価
値
関
係
』
を
さ
ら
に
哲
学
的
に
基
礎
づ
け
、
リ

ッ
カ
ー
ト
を
超
え
る

新
し
い
認
識
論
的
立
場
に
到
達
し
た
」
と
い
わ
れ
る
向
井

一
九
九
七
、

二
九
九
、

三
八
八
）。
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
問
題
関
心
は
、
そ
う
し

た

「
価
値
解
釈
」
「
価
値
分
析
」
（
当
該

「固
有
価
値
」
の
他
な
ら
ぬ
固
有

性
の
究
明
・

論
証
）
を
、
と
り
わ
け
包
括
的
な

「社
会
形
象
」
へ

の
適
用

を
念
頭
に
置
き
、
さ
ら
に
経
験
科
学
的
に
基
礎
づ
け
、
具
体
化
し
よ
う
と

す
る
と
ど
う
な
る
か
、
と
い
う
方
向
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

(48
)
 W
L
:
 
2
5
7
,
 森
岡
訳
、

一
六
三
—
四
。
『
宗
教
社
会
学
論
集
』
「序
言
」

（一

九
二
0
)
の
冒
頭
に
表
明
さ
れ
る
、

「近
代
ョ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
世
界
の

子
」
(
R

S
1
:
 1
-
1
2
,
 

大
塚
久
雄
他
訳
、

五
ー
ニ
三
）

と
し
て
の
問
題
設

定
は
、
遡
れ
ば
す
で
に
こ
こ
に
（

一
例
と
し
て
）

定
式
化
さ
れ
て
い
た

と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
中
国
、
イ

ン
ド
、
古
代
パ
レ
ス
チ
ナ
と
い

っ
た

非
西
洋
文
化
圏
と
の
比
較
と
い
う
視
座
は
、
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。

(49
)

こ
の
方
向

へ
の
思
考
展
開
に
か
け
て
、
ヴ
ェ
ー

バ
ー
は
、
実
質
上

（直
接
の
継
承
関
係
が
文
献
的
に
証
明
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
）、

一
時
期
の
デ
ィ
ル
タ
イ
の
発
想
を
引
き
継
い
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
デ
ィ

ル
タ
イ
は
、
で
き
あ
が
っ
た
「
個
性
」
の
静
態
的
記
述
を
説
く
ヴ
ィ
ン
デ

ル
バ
ン
ト
の
批
判
に
抗
し
、

一
般
心
理
学
・
「
記
述
的
分
析
的
心
理
学
」

に
加
え
、
特
殊
心
理
学
・
「
比
較
心
理
学
」
を
構
想
し
、
精
神
生
活
の
同

形
性
•
普
遍
的
法
則
性
と
い
う
基
礎
の
上
に
、
「
個
性
」
を

「
個
性
化
」

と
し
て
、
比
較
を
と
お
し
て
動
態
的
に
捉
え
よ
う
と
し
た
、
と
い
わ
れ
る

（向
井

一
九
九
七
、
九
六
ー
一
〇
七
、
参
照
）
。
こ
の
点
で
も
ヴ
ェ
ー
バ
ー

は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
同
じ
道
を
歩
み
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
目
指
し
た
こ
と
を
、

方
法
論
に
お
い
て
の
み
で
な
く
、
具
体
的
・
経
験
科
学
的
研
究
成
果
と
し

て
も
、
実
現
す
る
方
向
に
あ
っ
た
、
と
い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(50)

こ
の
点
は
な
に
も
、
「
布
置
連
関
」
の
特
性
把
握
に
か
ぎ

っ
て
の
こ
と

で
は
な
い
。
あ
る
個
別
文
化
財
た
と
え
ば
書
籍
の

「比
類
な
い
特
性
」
は、

そ
こ
に
表
出
さ
れ
て
い
る

「精
神
内
容
」
を
、
他
の
類
例
と
比
較
し
、

（「
価
値
関
心
」
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
）
共
通
の
地
平
に
お
け
る
差
異
を
際

立
た
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
も
っ
と
も
よ
く
論
証
さ
れ
よ
う

（
宇
都
宮

一
九
九
二
、
三
0
、
参
照
）。

(51) 
B
e
lo
w
 1
9
2
5
:
 

xxiv
.
 筆

者
は
、
こ
の
書
簡
へ
の
着
目
を
、
ヴ
ェ
ー

バ
ー
全
体
像
の
構
築
を
明
示
的
に
企
て
た
、

金
子
栄

一
の
先
駆
的
研
究
に

負
っ
て
い
る

（金
子

一
九
五
七
、

一
四
ー
五
）。

(52
)
 W
L
:
 
2
0
1
,
 富
永
•
立
野
訳
、

一
三
四
。

(53) 
W
L
:
 2
0
1
,
 富
永
•
立
野
訳
、

一
三
五
。

(54
)
 W
L
:
 2
0
2
,
 富
永
•
立
野
訳
、

一
三
五
°

(55) 
W
L
:
 
2
0
2
,
 富
永
•
立
野
訳
、

一
三
六
。

(56) 
M
e
n
g
e
r
 1
8
7
1
:
 1
5
9
 ,
 6
0
,
 安
井
・
八
木
訳
、

一
三
六
—七
、
参
照
。

(57
)
 M
e
n
g
e
r
 1
8
7
1
:
 
1
6
8
,
 安
井
•
八
木
訳
、

一
四
五
。

(58)
と
い
う
こ
と
は
つ
ま
り
、

「財
の
稀
少
性
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
で
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き
る
か
ぎ
り
の
需
求
充
足
を
め
ざ
す
、
先
慮
に
も
と
づ
く
行
為
」

(
M
e
n
g
e
r
 1
8
7
1
:
 

ix 
u
s
w
., 
安
井
•

八
木
訳
、
•
V
I他
）
と
し
て
、
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

(59) 
W
L
:
 2
0
2
,
 富
永
•
立
野
訳
、
ニ
ニ
六
。

(60
)
 W
L
:
 1器
富
永
•
立
野
訳
、

一
〇
七
。

(61) 
M
e
n
g
e
r
 1
8
8
3
,
 

吉
田
訳
一
九
八
六
、
一
九
ー
ニ
二
。
ヴ
ェ
ー
パ
ー

が
、
メ
ン
ガ
ー
理
論
と
歴
史
学
派
と
の
双
方
か
ら
、
な
に
を
摂
取
し
、
な

に
を
斥
け
た
か
に
つ
い
て
、
概
括
的
な
要
約
•
一
覧
が
ほ
し
い
。
こ
の
要

請
に
応
え
る
に
は
、
筆
者
に
は
遺
憾
な
が
ら
、
両
者
と
く
に
歴
史
学
派
に

か
ん
す
る
研
究
が
不
足
し
て
い
る
。

(62) 
W
L
:
 2
0
3
,
 富
永
•
立
野
訳
、
一
三
八
ー
九
。

(63) 
W
L
:
 
1
9
1
,
 !)am, 氷
•
立
野
訳
、

一
―
三
。

(64)

折
原

一
九
八

一
上
、
九
二
＇
五

下
、
四
六
ー
七
、
参
照
。

(65) 
W
L
:
 
2
1
3
,
 富
永
•
立
野
訳
、
一
五
九
、
三

0
八
、
三
四
〇
ー
四
。

(66)

こ
の
点
に
か
ん
し
て
、
筆
者
も
、
牧
野
雅
彦
の
見
解
に
賛
同
す
る

（牧
野
二

0
0
0、
一―

-

I

二）。

(67
)
そ
れ
と
な
ら
ん
で
明
示
的
に
断
念
さ
れ
て
い
る
の
が
、
い
ま
ひ
と
つ

重
要
な
「
理
念
型
的
認
識
の
『
法
則
的
」
認
識
に
た
い
す
る
関
係
」
で
あ

る
。
こ
の
「
『
法
則
的
』
認
識
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
上
述
し
た
。

(68)

こ
こ
で
は

「流
出
論
理
」
の
思
想
史
的
背
景
に
は
立
ち
入
ら
ず
、

「国

家
や
国
民
経
済
の
よ
う
な
『
社
会
形
象
』
を
『
有
機
体
』
に
な
ぞ
ら
え
、

『
民
族
精
神
』
の
表
出
態
と
み
な
す
な
ど
、
い
ず
れ
に
せ
よ

一
種
の

「聖

域
』
に
見
立
て
、
そ
れ
以
上
の
分
析
や
説
明
を
断
念
す
る
思
考
様
式
」
と

規
定
し
て
お
く
。

(69
)
細
か
な
経
緯
は
と
も
か
く
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
こ
の
方
針
を
受
け
入
れ
、

か
れ
の
社
会
学
に
止
揚
し
、
社
会
形
象
の

一
見
「
有
機
的
」
な
生
成
を
説

明
し
て
い
く
、
と
い
う
大
筋
だ
け
は
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（中
間
段
階
は
端
折
っ
て
後
期
の
著
作
か
ら
文
献
上
の
一
証
拠
を
挙
げ
る

と
）
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ベ
ド
ゥ
イ
ン
や
半
遊
牧
的
小
家
畜
飼
育
者
層
に

お
い
て
、

〈氏
族
〉
の
域
を
超
え
る
政
治
的

〈部
族
〉
結
集
は
、
人
口
増

加
•
牧
草
地
の
稀
少
化
に
と
も
な
う
氏
族
単
位
定
住
へ
の
分
散
傾
向
を
免

れ
ず
、
い
ち
じ
る
し
く
不
安
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
諸
氏
族
が

「宗
教

的
兄
弟
団
」
な
い
し
は
「
兄
弟
団
的
な
礼
拝
団
体
」
に
結
集
す
る
ば
あ
い

に
は
、
そ
う
し
た
部
族
に
か
ぎ
り
、
他
の
そ
う
で
な
い
部
族
の
不
安
定
性

と
鮮
や
か
な
対
照
を
な
し
て
、
長
期
に
わ
た
る
安
定
と
存
続
を
享
受
し
て

い
た

(
R
S
3
:
 
8
7
 ,8》

1
匁
3
9

内
田
訳
、
二

O
六
ー
八
、
四
三
九
）
。
こ

の
事
実
は
、
唯
物
論
的
に
（
砂
漠
•
草
原
地
帯
の
物
質
的
生
活
条
件
が
そ

の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
的
「
上
部
構
造
」
と
し
て
お
の
ず
か
ら
「
宗
教
的

兄
弟
団
」
を
「
生
み
出
し
た
」
と
い
う
ふ
う
に
）
は
説
明
で
き
な
い
（
そ

の
よ
う
に
説
明
で
き
る
の
は
、
む
し
ろ
分
解
傾
向
の
ほ
う
で
あ
る
）
。
他

方
、
氏
族
連
合
が
、
自
分
た
ち
の
生
活
条
件
に
由
来
す
る
分
解
傾
向
を
認

識
し
、
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
目
的
意
識
的
に
「
宗
教

的
兄
弟
団
」
を
設
立
し
た
、
と
い
う
ふ
う
に

「実
用
主
義
的
」
に
解
釈
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
ヴ
ェ
ー
パ
ー
が
こ
の
先
行
二
方
針
を
考
慮
に
い
れ
、

明
示
的
に
は
唯
物
論
的
解
釈
を
批
判
し
つ
つ
説
く
と
こ
ろ
は
、
こ
う
で
あ

る

(
R
S
3
:
 
8
8
'
9
,
 内

田
訳
、
二

0
八
ー
九
）
。
す
な
わ
ち
、
ひ
と
た
び

「
宗
教
的
兄
弟
団
」
が
創
始
さ
れ
れ
ば
、
そ
う
し
た
宗
教
政
治
的
〈
部

族
〉
結
集
態
は
、
当
の
社
会
層
の
生
活
条
件
の
も
と
で
淘
汰
に
耐
え
て
生

き
延
び
る
（
他
の
不
安
定
な
政
治
諸
形
象
に
く
ら
べ
て
）
は
る
か
に
高
い

客
観
的
可
能
性
を
取
得
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
は
た
し
て
創
始
さ
れ
る

か
ど
う
か
は
、
「
ま
っ
た
＜
具
体
的
な
宗
教
史
的
、
し
か
も
し
ば
し
ば
き

わ
め
て
個
人
的
な
事
情
と
運
命
」
に
よ
っ
て
き
ま
る
。
そ
の
上
で
、
そ
う
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し
た
「
宗
教
的
兄
弟
団
」
の
結
成
が
、
政
治
的
I

経
済
的
権
力
手
段
と
し

て
有
効
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
、
認
識
さ
れ
る
と
、
こ
の
認
識
が
翻
っ
て
そ

の
普
及
に
は
寄
与
し
た
（
し
た
が
っ
て
事
後
的
な
経
過
は
「
実
用
主
義
的
」

に
解
釈
で
き
る
）
。
レ
カ
プ
の
子
ヨ
ナ
タ
プ
の
告
知
も
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の

告
知
も
、
そ
う
し
た
帰
結
を
と
も
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
の
告
知
自

、
、
、
、
、
、
、
、
、

体
は
、
あ
く
ま
で
「
個
人
的
な
体
験
や
意
図
の
表
白
」
で
あ
り
、
し
か
も

そ
の
意
図
た
る
や
、
政
治
的
ー
経
済
的
権
力
手
段
の
取
得
を
目
的
と
し
、

そ
の
手
段
と
し
て

「宗
教
的
兄
弟
団
」
の
結
成
を
企
て
る
と
い
っ
た
態
の

「
目
的
合
理
性
」
を
帯
び
て
は
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
そ
の
意
味
で
は

「
目
的
非
合
理
的
」
な
、
宗
教
的
自
己
目
的
と
し
て
の
「
兄
弟
団
」
の
結

成
が
、
政
治
的

〈部
族
〉
結
成
態
と
し
て
の
勢
力
獲
得
や
存
続
に
は
か
ら

ず
も
最
適
の
（
客
観
的
に
も
っ
と
も
「
整
合
合
理
的
」
な
）
生
活
形
式
を

創
り
出
し
、
こ
の
意
図
せ
ざ
る
「
無
反
省
的
」
効
果
が
認
識
さ
れ
る
と
、

当
の
生
活
形
式
自
体
が
（
当
初
の
意
図
か
ら
離
れ
て
）
こ
ん
ど
は
「
目
的

合
理
的
」
に
模
倣
さ
れ
、
こ
れ
が
こ
れ
で
そ
の
普
及
に
は
寄
与
す
る
（
さ

ら
に
は
こ
の
普
及
が
か
え
っ
て
当
初
の
宗
教
的
意
図
を
の
込
み
、
薄
れ
さ

せ
て
し
ま
う
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の

（遡
れ
ば

す
で
に
「
倫
理
論
文
」
に
も
貫
徹
さ
れ
、
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
文
」
と
「
一

九

一
〇
＼

一
四
年
草
稿
」
の
概
念
的
導
入
部
で

一
般
的
に
定
式
化
さ
れ
て

い
る
）
説
明
方
針
に
は
、
一
方
で
は
メ

ン
ガ
ー
の

「
原
子
論
」
的
方
針
が

引
き
継
が
れ
、
他
方
で
は
こ
れ
が
、
唯
物
論
ま
た
歴
史
学
派
の
総
体
志
向

の
影
響
下
に
、
宗
教
を
含
む
い
っ
そ
う
広
汎
な
領
域
に
適
用
さ
れ
て
、
メ

ン
ガ
ー
に
お
け
る
合
理
主
義
的
偏
向
が
是
正
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ェ

ー
バ
ー

は、

一
方
で
は
歴
史
学
派
の
総
体
志
向
そ
の
も
の
は
引
き
継
ぎ
、

「
流
出

論
理
」
に
よ
る
神
秘
化
か
ら
解
き
放
ち
、
「
原
子
論
」
的
方
針
に
よ
る
因

果
的
説
明
を
企
て
る
が
、
他
方
で
は
こ
の
方
針
を
、
メ
ン
ガ
ー
に
お
け
る

経
済
的
I

合
理
的
行
為
へ
の
適
用
制
限
か
ら
解
放
し
て
、
広
く
人
間
行
為

の
諸
領
域
に
転
移
し
、
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
論

点
を
社
会
学
史
の
地
平
に
移
し
て
み
る
と
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
社
会
学
で
は
「
集
団
表
象
」
の
質
•
個
性
の
発
生
は
説
明
で
き
な
い

（折
原
一
九
八
一
、
上

一
八
三
、
下
―
―
八
l

二
八
、
一

四
六
I

五
0
、

二
―
ニ
ー
三
、
参
照
）
と
見
て
、
基
本
的
に
は
タ
ル
ド
の

「
発
明
ー
模
倣
」

理
論
に
与
し
た
、
と
い
う
事
情
が
示
唆
さ
れ
よ
う
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
観
点

か
ら
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
社
会
学
は
、
論
理
上
は
旧
歴
史
学
派
と
等
価
の

位
置
に
あ
る
、
と
見
え
た
に
ち
が
い
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
れ
は
も
と
よ

り
、
独
立
の
論
稿
の
主
題
と
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

(70)

ヴ
ェ

ー
バ
ー
が
こ
の
神
秘
化
を
暴
い
て
い
う
に
は
、
解
明
と
予
測
と

い
う
意
味
に
お
け
る
計
算
を
受
け
付
け
な
い
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ

「狂

人
の
原
理
」
「
狂
人
の
特
権
」
で
あ
る

(
W
L
:
6
7
 ,
 9
,
 1

3
2
 ,
 7
,
 

2
2
6
 ,
 7
,
 

松
井
訳
I

、
一
三
八
—

四
三
、

1
1
‘
―
二
七
I

三
八
、
森
岡
訳
、
一

―
七
ー

九）
。

(71)

こ
う
し
た
取
り
扱
い
が
ク
ニ
ー
ス
に
た
い
し
て
公
正
で
あ
っ
た
か
ど

う
か
に
は
、
確
か
に
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
い
ま
は
、
そ
う
し

た
問
題
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
八
木
に
よ
る
研
究

(K
n
i
e
s
2
0
0
0
;
 

Y
a
g
i
 

2
0
0
0
)

の
進
展
を
見
守
り
た
い
。

(
7
2
)「
客
観
性
論
文
」
で
も
、
「
形
式
的
—
法
学
的
思
考
が
文
化
科
学
の
領
域

に
紛
れ
込
ん
だ
た
め
に
生
じ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
混
乱
」

(
W
L
"
 18
2
,
 

富

永
•
立
野
訳
、
九
六
）
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
敷
術
さ
れ
て
は
い
な
い
。

(73)

こ
の
対
決
は
、
相
手
方
に
つ
い
て

「
曖
昧
な
言
い
回
し
で
読
者
を
欺

＜
駆
け
引
き
」
（
「
詐
欺
」
）
や
「
思
想
的
火
事
場
泥
棒
」
（
「
犯
罪
」
）
を
云
々

す
る
ま
で
に
尖
鋭
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
言
表
に
倫
理
的
裁
断
を
く
だ

、
、
、
、
、

す
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
そ
の
ま
え
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
諸
点
が
、
最
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大
限
事
実
問
題
と
し
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、
①
特

定
の
争
点
に
か
ん
す
る
相
手
の
言
表
な
り
立
論
な
り
を
、
そ
の
か
ぎ
り
で

「
詐
欺
」
「
犯
罪
」
に
ひ
と
し
い
と
断
じ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
相
手
を

全
面
的
に
「
詐
欺
師
」
「
犯
罪
者
」
と
決
め
つ
け
る
に
い
た
っ
て
い
る
か
、

②
当
の
争
点
が
、
相
手
に
と
り
、
ま
た
読
者
を
含
む
公
共
圏
に
お
い
て
、

そ
の
よ
う
に
激
し
く
争
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
「
重
大
な
」
問
題

か
、
あ
る
い
は
（
こ
う
し
た
言
い
方
で
は
価
値
判
断
の
領
域
に
踏
み
込
む

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
）
当
の
争
点
は
、
相
手
お
よ
び
第
三
者
に
と
っ
て
、

い
か
な
る
「
価
値
関
係
性
」
を
そ
な
え
て
い
る
か
、
「
疑
似
問
題
」
か
、

枝
葉
末
節
か
、
そ
れ
と
も
（
解
決
の
方
向
い
か
ん
に
か
か
わ
り
な
く
）

「
重
大
」
と
認
定
さ
れ
う
る
問
題
か
、
そ
う
し
た
認
定
の
根
拠
は
な
に
か
、

③
当
の
争
点
に
か
ん
し
て
、
相
手
方
の
「
詐
欺
」
や
「
犯
罪
」
を
、
臆
断

や

一
方
的
決
め
つ
け
で
な
く
、
「
客
観
的
に
妥
当
」
と
認
定
で
き
る
ま
で
、

具
体
的
根
拠
を
挙
げ
て
論
証
し
え
て
い
る
か
、
④
か
り
に
相
手
方
の
「
詐

欺
」
「
犯
罪
」
を
暴
き
、
そ
の
見
解
を
打
倒
で
き
た
と
し
て
、
相
手
方
の

主
張
に
と
っ
て
代
わ
る
自
分
の
見
解
を
対
置
し
、
展
開
し
て
い
く
ス
タ
ン

ス
を
そ
な
え
て
い
る
か
、
⑤
ま
た
じ
っ
さ
い
、
否
定
に
終
始
せ
ず
、
批
判

の
積
極
面
に
転
じ
て
、
相
手
を
凌
駕
す
る
だ
け
の
成
果
を
収
め
て
い
る
か
、

⑥
相
手
の
存
命
を
前
提
に
、
同
じ
く
尖
鋭
な
応
酬
を
受
け
て
立
ち
、
論
争

を
継
続
し
て
④
⑤
の
責
任
を
果
た
し
て
い
く
身
構
え
は
あ
る
か
、
と
い
っ

た
諸
点
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
論
文
」
は
、
学
問
上

の
論
争
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
と
限
界
を
問
う
具
体
的

一
資
料
と
し
て
読

ま
れ
、
そ
こ
か
ら

「論
争
の
整
合
型
」
を
構
成
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

(74)

シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
の
ス
コ
ラ
学
的
概
念
で
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
母
親
は

授
乳
に
お
い
て
「
社
会
生
活
」
を
い
と
な
ん
で
い
る
が
、
他
の
国
々
の
母

親
は
、
同
じ
こ
と
を
し
て
い
て
も
「
社
会
生
活
を
い
と
な
ん
で
は
い
な
い
」

と
い
う
こ
と
に
な
る

(
W
L
:
3
6
2
)
。

(75)

こ
の
区
分
自
体
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
、
「
ク
ニ
ー
ス
論
文
II
」
で
、

「
表
現
さ
れ
た
意
味
の
客
観
的
理
解
」
と
「
表
現
す
る
者
の
主
観
的
意
味

・

動
機
の
解
明
」
と
い
う
ジ
ン
メ
ル
の
区
別
を
評
価
し
、
継
承
し
た
も
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
（
ヴ
ェ

ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
）
ジ
ン
メ
ル
が
「
客
観
的
意

味
」
と
「
主
観
的
意
味
」
と
を
（
し
ば
し
ば
意
図
し
て
）
混
同
す
る
の
に

た
い
し
て
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
自
身
は
、
両
者
を
峻
別
し
、
経
験
科
学
と
し
て

の
社
会
学
の
「
関
心
の
焦
点
」
は
、
後
者
に
絞
っ
て
い
る
。
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